










































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ネットゲームを長くやってると、やっぱり後悔することとか、思い出しては反省することとか、そういうのが沢山ある。

　いやいや猫ねこ姫ひめさんのことじゃなくて、他にも色々な。

　例えば──そうだな、これは結構前。

　俺達たちがアレイキャッツを作ったちょっと後ぐらいかな。

　その時の俺はたまたま狩りに行く相手が居なくて、その辺で募集してたＰＴに参加したんだ。

　十二人ぐらいの大人数なＰＴで、かなり難しいダンジョンに行く予定だった。

　でもそのＰＴにはヒーラーが一人しか居なかったんだよ。

　そのヒーラーさんはイサナさんて人だったんだけど、ＰＴリーダーが『人数多いけどヒーラー一人でいける？』って聞いた時に、こう答えたんだ。

◆イサナ：大丈夫です

　って、あっさりとさ。

　大丈夫じゃないだろ、って思ったよ。

　だって十二人を一人で回復するなんて相当大変なのに、その上行くダンジョンも難関だぜ。

　そうそう、アコなら三人居ても辛つらいぐらいだよ。

　そりゃまあ案の定だ。

　一時間と持たずにＰＴは壊かい滅めつ。

　こりゃヒーラーが悪いって空気になって、すぐに解散した。

◆イサナ：ごめんなさい、本当に

　イサナさんはぺこぺこ謝ってたけどあの人は悪くないよ。

　だって元々が無理なＰＴなんだからさ。

　それに俺だって言うべきだったんだ。ヒーラー一人じゃきついよって。

　わかってたんならフォローすれば良かった。

　イサナさんにはあなたは悪くないって伝えたけどさ、やっぱり気にしてたみたいで。

　あの人が引退とかしないようにって祈ったよ。

　うん、凄すごく後悔した。

　その後もずっと気にしてた。




　でさ、その数ヶ月。

　また同じように野良ＰＴに入った時、居たんだよ。

　そう、イサナさん。ちゃんと引退しないで続けてたんだ。

　んでそれがまた同じようなＰＴでさ、十二人ＰＴなのにヒーラーがイサナさん一人。

　しかも前回より難しいダンジョンに行く予定なのな。

　それでまたリーダーが聞いたんだよ、一人で大丈夫ですかって。

　そしたらまた、

◆イサナ：大丈夫です

　って平然と言うんだよ。

　うん、今度は言った。俺もちゃんと言ったよ。

◆ルシアン：ヒーラー一人じゃきついんで、負担かけないように気をつけましょう

　イサナさんは平気だって言ってるんだから余計なお世話だったかもしれないけど、きっと俺のことなんて覚えてないだろうと思ったけど、それでも言っておきたかったんだよ。

　そしたらさ、イサナさんが俺への個人チャットで一言だけ送ってきたんだ。

◆イサナ：ありがとう

　って。

　あれから心のどこかでずっと気になってたからさ。

　それがすーっと楽になって、凄すごくほっとしたよ。

　言って良かった、これからもちゃんと無理してる誰だれかに一言助けになることが言えるようにしようって、そう思ったんだよ。

　え？　ああ、いや……狩りは上う手まくいったよ。

　うん、何の問題もなく終わった。

　イサナさん超上手くなってたからヒーラー一人で余裕だったんだ。

　だからまあ、本当に余計なお世話だったんだけどさ。

　……ああ、そうだよ、恥ずかしかったよ！

　偉そうなこと言った俺が迷惑かけてたぐらいだったからな！




◆ルシアン：そ、それはともかくアコ、言いたいことはわかるだろ？

◆アコ：要するに元カノ自慢ですよね？

◆ルシアン：なんでそうなったああああああ！

　違うんですか？　と不思議そうにされた。

　しかもその目が全然笑ってない。

　画面越しに伝わってくる空気が超怖い。

◆ルシアン：一応言うとイサナさんは中身男だったから

◆アコ：ルシアンには中身が男の人でも好きになる前科がっ

◆ルシアン：猫姫さんは結果女だったろ！

　あれはいいだろ、もう！

◆ルシアン：だから俺が言いたいのはな、助け合いとか思いやりっていうのは、やろうと決めたその瞬間から始めるべきだってことなんだよ

◆アコ：はあ

　リアクションにもうちょっと気合入れてくれよ。

　これでも大事なこと話してるつもりなんだから。

◆ルシアン：困ってるってアピールしてる人だけが困ってるわけじゃない。それはアコならよくわかるだろ？　楽しそうに見える裏で負担を感じてたりするわけだよ

◆アコ：はい、それはわかります

　よろしい。

　それがわかるなら俺の気持ちもわかってくれるはず。

◆ルシアン：なのでだな。楽しく学校生活を過ごしているように見える俺だけども、いい加減アコのことでからかわれるのが限界なんだよ

　つまり俺が言いたいのは。

◆ルシアン：もうすぐ夏休みが終わって学校が始まるわけだけど──学校での俺達は夫婦じゃなくて普通の関係だと言ってもらうことはできないでしょうか

◆アコ：またまたー、ルシアンはそんなことを言ってー

　何その、またこいつ変なコト言い出したわー、みたいな反応!?

　俺の意見の方が正当だって！

◆ルシアン：夏休み明けだぞ！　一夏の経験がどうとかくだらないこと言われてる中で、夫婦だとかそういうネタはきついって！

◆アコ：そうですね！　一夏の経験をしちゃった大人の空気を出していかないと

◆ルシアン：何も経験してない！　俺は何も経験してないから！

◆アコ：じゃあ今からでも

◆ルシアン：しーなーいー！　くそ、ちょっとぐらい俺を助けてくれてもいいじゃないかよ！

　困ったことに、うちの嫁は何も変わっておりません。
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　ゲームの中ではありがちでも、リアルだとありえねーよってことは沢山あるよな。

　例えば砂漠や火山ではただ歩いているだけでもダメージを受けるとか、そういうの。いくらなんでも理不尽だろって思ってた。

　今まではそう思ってたんだ。

　でも気づいた。俺は間違ってた。

　ゲームの中のあいつらは精一杯頑張っていたに違いない。

「あっちぃ……」

　何せ夏休み明け一日目の朝日がこんなにも痛いんだ。

　ただの太陽が確実に俺のＨＰを削っていってる。

　砂漠とか火山とか、絶対に人間が入れる環かん境きようじゃないって。

「耐熱ポーションを作ってくれよ、買うから……」

　ファンタジーの世界にあるものがどうして現実にないのか、現代科学の敗北を感じる。

　そんな九月一日の朝、俺はげんなりと通学路を歩いていた。

　夏休みが終わったからか、太陽も全く休んでくれてない。もう暑いったら暑い。

　今すぐクーラーの効いた自分の部屋に帰って、寝心地の良い布団に潜もぐり込んで目を閉じてしまいたい気持ちで一杯だよ。

「俺とオフトゥンは永遠の愛で結ばれているのに、どうして引き裂かれてしまうのか」

　リアルの世界はままならないもんだな、と乾いた息を吐く。

　永遠の愛とか言うとすぐに突っ込んでくるアコが居ないのでちょっと物足りない。

　きっとアコは多分俺以上に苦しみながら登校してるんだろうけど。

　上うわ履ばきを履はき替え、のろのろと教室に。外は暑かったけど廊下も教室も暑い。

　前まえヶが崎さき高校では一定温度を超えない限りエアコンが動かないっていう謎なぞの仕様になっているので、学校としてはこのぐらいの温度は耐えてみせろと言いたいんだろう。

「職員室はいつも空調全開のくせに……」

「本当にあっちーよな」

　俺の独り言に、後ろの席の男子が答えた。

「おはよう────た、高たか崎さき」

「なんでちょっと間があったんよ」

「夏休みで雰囲気変わったなと思って？」

　そか？　と首を傾かしげる高崎には悪いけど、別にあんま変わってないと思う。

　ただちょっと困ったことに──高崎のことをいまいち覚えてないってだけで。

　いやいや忘れてるわけじゃないんだよ？　覚えてるよ？

　こいつは高崎。俺のクラスメイトで、アコに声かけてぶった切られた奴やつだ。

　その後はなんだか女子に優しくなって、ちょっと株が上がったらしい。

　うん、ちゃんと記き憶おくにある。あるんだ。

　たださ、俺と高たか崎さきってこれくらいの距きよ離り感かんで良かったんだっけ？

　このぐらいに気安く話してたっけ？

　そもそも普段はどんな会話してたんだっけ？

　──っていう、人間関係みたいなのがわかんないんだよ。

　夏休みの間にネトゲ以外のことをほとんどしてなかったせいで、人間らしい思考をすっかり忘れてるような気が。

「……夏休み明けってやべえ」

　どうしよう、どんな風に接していいのかわからない。

　ブランクって怖い。凄すごく怖い。

「うわー、西にし村むらの肌、真っ白なままだな。マジで焼けてないじゃん。夏休み何してたん？」

「パソコンとネトゲとネットサーフィン？」

「全部一緒だろそれ。俺なんて毎日陸上部の練習でさあ、見ろよこれ真っ黒だろ」

「あー、ね」

　わかったようなこと言ってるけど、俺は高崎が陸上部だってことも知らなかったし。

　いいの？　この調子で会話続けてて大丈夫なの？　致命的なヘマとかやらかさない？

　せめてもう少し親しい相手となら──と考えて、このクラスで一番親しい相手を思い出した。

　そうだ、シュヴァインだ。あいつとなら問題ない。

　夏休み中も散々遊んだし、いける、話せる。

　あいつに聞いてみよう、俺ってどうやって男子高校生やってたっけ？　ってことを！

　いそいそと、ゲームの中で長いこと相棒をやってる相手、シュヴァインこと瀬せ川がわの姿を探してみる。

「でさー、その後もバイトバイトってずっと言ってさあ。夏休みだよ？　普通に考えて、まずはあたしじゃん？　あんたそれでも彼氏？　ってなるでしょ？」

「ほんとそれねー」

　お、居た。

　なんだかやたらと苛いら立だった感じで、机をコンコン叩たたきながら女子と話してる。

「…………」

　俺の視線に気づいたのか、瀬川はちらりとこちらに目を向けた。

『……おはよ』

『うっす』

　目線でほんのりと挨拶を交わす。

　瀬川は俺以上に死んだ目でだるそうに眉をひそめた。

　その余りに面倒臭そうな顔が、内心をやたらと雄弁に語ってるような。

『ねえ西にし村むら、この会話イベントウザいんだけど、なんで飛ばせないの？』

　なんかそんなことを言ってる気がする！

『お前は何を言っちゃってんの!?』

　いやいや駄目ですよ！　ちゃんとクラスメイトと会話を楽しもう！　と首を振る俺に何を思ったか。

　瀬せ川がわはのっそりと席を立って、こちらへと歩いてきた。

「あ、あの、瀬川さん？」

「ちょっと来なさい」

「いきなり!?　せめて理由を、ちょ、待って、首っ、首っ！」

「あー、西村が瀬川に罵ののしられてるのを見ると、学校が始まったなーって気がする」

「お前なあああああ」

　他ひ人と事ごとだと思って生温かく見守りやがって！

　こいつとの接し方とか真面目に考えるんじゃなかった！




　廊下の隅で向かい合った瀬川はよくわからない何かへの怒りが全身からほとばしっていた。そこそこ親しいはずの俺ですら何を言っていいか悩むぐらいです。

「ええと、久しぶりだな？」

「昨日も会ったでしょうが」

　会ったけど、ゲームの中だろそれ。

　夏休みの最初は『週五で部活をやるぞ！』とか言ってたものの、数日で『学校行くの疲れるし暑いし、ＬＡの中で集まれば良くない？』になって登校しなくなった現代通信電子遊ゆう戯ぎ部だ。実際には一月ぐらい顔を合わせてない。

　ゲームで頻ひん繁ぱんに会話してるから久しぶりって気は全然しないけども。

「それよりちょっと聞いてよ。ほら聞きなさい、いいから黙だまってあたしの話を聞け」

「お、おう。どうしたんだよ」

　瀬川はどうしてこんなに怒ってるのかと思ったら。

「夏休み明けにある、クラスメイトとの強制会話イベントって、なんで飛ばせないわけ？」

「やっぱそんなこと考えてたのかお前！」

　無駄な所で以心伝心だな本当に！

「だってイベントスキップのないゲームとか普通に考えてクソゲーでしょ。ＥＳＣ押したら飛ばせるようにしといてよ」

「リアルにスキップ機能はついてねえから！」

　コンコン机を叩たたいてると思ったら、あれってキーボードでいうＥＳＣキーの所か！

　クラスメイトとの会話イベントを飛ばそうとしてたのかお前！

「っていうかあたしどうやって普通のＪＫやってたの？　正直よく覚えてないんだけど、とりあえず攻略見て最初からやり直していい？」

「そんな『しばらく回復職やってなかったから最初ちょっとミスるかも』みたいな雰囲気で言われても困るって」

　そもそもお前は女子高生が本職だろ！

　サブやりすぎてメインの操作忘れんなよ！

「あ、茜あかね。おはよう」

　丁度横を通り過ぎた秋あき山やまさんが瀬せ川がわに手を振った。

「はよ」

　やる気のなさ全開の瀬川に、秋山さんはきょとんと首を傾かしげる。

「どうしたの？　教室入らないの？　浮気？　久しぶり？」

「なんで最後の方は俺に向けて言ったんですか。久しぶり」

　アコが聞いたらまた引きこもるんでやめてください。

「別に奈な々な子こには関係ないでしょ、ちょっと用事よ」

「久しぶりに会うんだから、一緒に行こうよ。ね？」

「うるさいわね地雷サモナー。あんたのむーたん山に捨ててから来なさい」

「ゲームの話っ!?」

　何の脈絡もない暴言が出たっ!?

「それに私のむーたんはあんなにいい子なのに！　なんで駄目なの!?」

「暴走しすぎだろあれは」

「西にし村むら君まで、酷ひどいー！」

　ＬＡの中では新米サモナーの秋山さんは、逃げるように教室に駆け込んで行った。

　いやこれは俺達たち悪くないぞ。

　暴走しまくって敵をリンクさせまくるペットとかマジ連れてくんな。

　むーたんだめ～[image: ]　じゃないから。

　決して八つ当たりではありません。

「しかし秋山さんじゃないけど、お前は俺と違って友達多いんだから楽しく会話してこいよ」

「そりゃあたしだって普段なら楽しく話すわよ」

　瀬川はイライラと首を振る。

「でも夏休み明け初日ってね、みんな同じことしか言わないのよ。要するに『自分の夏休みはこんなに充実してました』って自慢話。最後がわかってる話なんてもういいから」

「それは面倒臭いかもしれないけども」

「なんていうかね、『行方不明のセリーヌを探して！』っていうクエストを受けたら、クエスト目標が『セリーヌの遺品の入手』だった時ぐらい内容に興味を持てないわ」

「クエスト受けた時点でもうネタバレしてる！」

「あーはいはいセリーヌ死んでるセリーヌ死んでる」

「やめてあげて！　ＮＰＣはまだ希望を捨ててないから！」

　よくあること過ぎて胸が痛い！

「もーエンター連打で飛ばしたい。ＣＴＲＬ押しっぱなしで会話スキップしたい」

「未読会話はスキップできないんだよ、諦あきらめよう」

　瀬せ川がわが長い廃人生活で完かん璧ぺきに駄目な子になってた。

　こいつはもう使いものにならない。

「アコは来てないの？　せめてアコを弄いじって癒いやされたいんだけど」

「俺の嫁に酷ひどいことするのやめてくれるか」

　ただでさえメンタル弱いんだから。

「そういえばさ、色々あったんだし、西にし村むらとアコは夏休み中にそこそこ会ってたんでしょ？」

「まあ、会ってないとは言わないけど」

　ちょこちょこと会ってたりはする。

　頻ひん繁ぱんじゃないけど、たまにな、たまに。

「ウザいわね、二人で何やってたのよ」

　なんでそんな嫌そうに聞くのお前。

　ウザいなら聞かなければよかろうに。

　大体聞かれても面白いことなんて何も出てこないぞ。

「いや……会っても二人でずっとネトゲしてたけど」

　一度だけちゃんとデートしたぞ。

　なお行き先はネカフェだった模様。

「あんたマジで振られなさいよ」

「やめろよ怖いこと言うの！」

　その一言はまだトラウマなんだよ！

　違うんだよ、俺だってアコと何かしようと思ったよ、この夏に。

　でもさ、考えてもみて欲しい。

　垢アカハックされて装備取られた俺にはその立て直しが急務なんだよ。一番大事なことはゲームなんだよ。その状態でさ。

「出かけるのとか面倒臭いし家でネトゲしません？　って言われたら、そだなー、外は暑いし別にいっかー、ってなるじゃん！」

「やっぱ付き合ってないでしょ、あんた達たち。熟年夫婦じゃないんだから」

「やめろって！」

　それもトラウマだから！　現在進行形で困ってるから！

　だってしょうがないじゃん。クラスで遊びに行こうって誘われても、ネトゲやる時間が減るから嫌だなって断ってるぐらいの俺なんだよ。

　そんな俺とアコが二人揃そろってても、やっぱ出かけるよりゲームしようぜってなるんだよ。

　いいんだよ、一緒に家でネトゲしてるだけだったけど、夏休み中もアコとは時々会ってたから。リアルでも会いたいって気持ちにさせた時点で俺としては相当頑張ったんだ。

　実際結構な進歩だと思うよ、うん。

「……しかしそう言われると、確かにアコが来ないな。来なくていいんだけど」

　自分のクラスが居づらいからって毎朝毎朝俺の所まで来なくていいんだよ、でも本当に来ないとなんだか不安になる。

　もうすぐ予鈴が鳴るんだけど大丈夫かな、と携帯を見てみると、折よく着信があった。

「噂うわさをすればアコから電話が」

「あの子、初日から休みとかじゃないでしょうね」

　それは後々の為ためにやめて欲しい。ただ本当に体調不良で欠席なら心配だ。

　もしも風邪とかなら早めに帰って見み舞まいぐらいは──なんて考えながら通話を繫つなぐ。

「もしもし、アコ？」

『ルシアン？　おはようございます』

　あれ、声は元気そうだ。体調が悪いって感じじゃない。

「別に元気そうじゃない？」

　こら瀬せ川がわ、盗み聞きとか良くないぞ。

　しかしそれならどうしたんだろう、学校には来てるのか？

「えっとアコ、学校には来てるのか？」

『それでルシアン、なんでみんなログインしないんですか？』

　────。

「は？」

「へ？」

『はい？』

　俺と瀬川とアコの声が重なった。

　え、ええ？

　ログインって、だって今日は学校だし、ログインしたくてもできるはずないし。

『あの、ログインしても誰だれも居なかったので、今日は部活がないのかなって思って聞いてみたんですけど』

「…………本気か」
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　俺の嫁がそろそろ本当に手遅れかもしれない。

「ど、どうしよう瀬せ川がわ」

「あんたの嫁でしょ、あんたがなんとかしなさいよ」

　だよなあ、俺が何とかするしかないんだよなあ。

　零こぼれそうになる涙をぐっとこらえて、ゆっくりと言う。

「ログインも何もアコ……今日が何日かわかるか？」

『うう、嫌なこと聞かないでください。もうすぐ学校が始まるのはわかってますって』

　もうすぐ、とかじゃなくて。

「今日が九月一日だぞ」

『……え？』

　電波の向こう側でごそごそと何かを探る音が聞こえた。

　待つことしばし。

『……う、うそだどんどこどーん！』

「とりあえず落ち着こう、冷静になろう」

『なんで、なんで昨日の内に言ってくれなかったんですか！』

「もう学校だってさんざん言ったって」

　もう学校だわー、だるいわーってかなり盛り上がったじゃん。

『もうすぐ学校だ、って意味だと思うじゃないですか！』

　思わないよ、もう明日からは学校だって意味でしか言ってなかったよ。

「そもそも何をどうすれば新学期初日を忘れられるんだよ」

『カレンダーなんて見てなかったので、日にちの感覚も曜日の感覚もなくなっちゃって』

　どうしてそうなってしまったのか。

『はあ……もうどうしようもないので諦あきらめて二度寝に入ります』

「その結論になるのはおかしい」

　気持ちは痛いほどわかるけど、こういう短い日を逃すと出席日数が痛いんだから。

「遅刻してもいいからとりあえず来てみたらどうだろう」

『遅刻するぐらいならもう休めばいいじゃないですか』

「個人的には初日に休んだら明日から来るのが余計に辛つらくなるんじゃないかな」

　新学期初日を休んで二日目から合流ってなると、一人だけアウェーな気分で俺でも怖い。

　そうするとアコにはもっと怖いんじゃないかと思う。

「待ってるから、来いよ。俺もアコに会いたい」

『ううう……わかりました、頑張って行きます』

「気を付けてなー」

　やれやれ、と通話を切ると、瀬せ川がわが暗い瞳ひとみで言った。

「……あたしも帰ろうかしら」

「やめろと言うに」

　死んだ目をした瀬川に首を振った所で、始業のチャイムが鳴り始めた。




　いつも通りに体育館で始まった始業式はやっぱり面倒臭いもんで、どうしても眠くなってくる。

　校長先生、生徒指導、各学年主任と長々話が続いて、時計を見るともう相当に長い時間ここに居るよな、俺達たち。

　いい加減に寝てやろうかと思った所で聞き覚えのある名前が呼ばれた。

『次に生徒会長の挨拶、会長の御ご聖しよう院いんさん』

　マスターだ。そういや生徒会長だったな、あの人。

　堂々と壇だん上じように立ったマスターは、だらけた表情で見守る生徒をざっと見回すと、とても真面目な表情で口を開いた。

『おはよう、みんな。会長の御聖院だ』

　前にも似たようなこと言うのを聞いたな。

　あの時は気が付かなかったけど、隣となりのクラスのアコが横に並んでたんだっけ。

　ちょっと見てみるけど、遅刻してるアコはもちろん居ない。

『長い夏休みをみんなはどのように過ごしただろうか。恐らく有意義な、思い出に残る時間を過ごしてくれたものと思う』

　その間にもマスターの話は続いてる。

　流石さすがに全校集会で悪ふざけをする気はないらしい。しっかり普通の挨拶をしてるっぽい。

『もちろん私も同じだ。この夏休みは、みんなと同様に大変有意義な──』

　と、そこで言葉を止めるマスター。

　どうしたのかと様子を窺うかがうと、なんかひくひくと頰ほおをひきつらせてる。

　あー、あの顔は、冷静になって考えるとこの夏休みは一般的に見て有意義な時間を過ごしていたのだろうか？　って疑問がわいてきた顔だ。

『ゆ、有意義で、充実した……』

　マスターはとても複雑な表情で言葉に詰まってる。

　うん、気持ちはわかる。

　そうだよなあ。現代通信電子遊ゆう戯ぎ部の活動だ！　って言って、毎日毎日ＬＡの中で集まってゲームばっかりやってたもんなあ。

『充実した、価値のある、時間を……』

　辛つらそうなマスターを見てると、同じ夏休みを過ごした俺も辛い気持ちになってくる。

　もっとこう、海だ川だ山だ、プールだ祭りだ花火大会だ、って感じでリア充じゆうな夏を過ごすべきだったんじゃないだろうかって気が──。

「ち、遅刻しましたー！」

　そんな声がかすかに聞こえた。

　ちょっと怒ってる先生の声と誰だれかがぺこぺこと頭を下げる気配。

　そして隣となりの列が少し割れて、その間を縫ぬって前に進んでくる女子が一人。

　迎えるクラスメイトの顔が好意的だったことに少しほっとした。

「ううう、ルシアン」

　よたよたとやって来たアコが俺を見上げて言う。

「おはよ、頑張って来たな」

　半泣きでぼさぼさの髪を抑えるアコの頭をぽんぽんと撫なでる。

　偉いぞ。どうせなら休んじゃえって欲求によくぞ打ち勝った。

　壇だん上じように視線を戻すと、少し面白そうな顔でこちらを見るマスターと目が合った。

『……そう、我々はとても良い夏休みを過ごした』

　ふっと笑い、マスターはそう続けた。

『である以上は、今日から始まる二学期において、我々はさらなる飛ひ躍やくを遂げることだろう。私はそのことに確信を持っていると同時に、その成果に大いに期待もしている。長い二学期の始まりだ。共に励み、楽しみ、良い時を過ごそう。以上だ』

　長い夏休みが終わって、長い始業式が終わって、さらに長い二学期が始まった。
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　初日から授業があるはずもなく、斉さい藤とう先生のありがたいお話──みんな久しぶりー、の一言──以外は、適当にホームルームが終わった。

　その後は今学期最初の部活の時間だ。

　いつもの面子メンツが揃そろうけれども、毎日会ってるのでこれはこれで日常の延長って感じだ。

「ああ、会いたかったわ私のうぉーましーん！」

「しゅーちゃん、なんでパソコンに抱きついてるんですか？」

「自宅のパソコンがロースペなんだよ、察してやりなさい」

　高難度ダンジョンに行く前、一人で部室に行こうかってちょっと悩んでたからな、あいつ。

「あー、この子持って帰りたい。お持ち帰りしたいわ」

「お前のパソコンじゃねーからー」

「この子はあたしの娘よっ！」

　娘にうぉーましーんとか名づけてんじゃねえよ。

「娘……」

「その単語に反応すんのかアコ!?」

　しかもなんで俺の顔色窺うかがうの!?

「んで、夏の間は結構資金効率重視でお金の貯たまる狩場を回ってたけどさ」

　瀬せ川がわがつんつんとモニターをつつく。

「なくなったあんたの装備ってどれぐらい揃ったの？」

「んーっとなあ」

　必要装備一覧とＷｉｋｉを見ると……んーと。

「前の二割、ぐらい？」

「先が長すぎでしょ……」

　んなこと言われてもさあ。全部ではないけど、三年分ぐらいの装備だぞ。

　俺の『ルシアン』は復旧されたけれど、奪い取られたアイテムは返ってこなかったし、倉庫から盗まれた山ほどのアイテムもそのままなんだよ。

　あの詐欺師が俺に売ろうとしたゲーム内マネーも、受け取る前に強制転送されたし──持ってても使わないけどさ、そんな金。

「あの、あの」

　はいはい、とアコが手を上げた。

「アコの発言を認めます」

　何な故ぜか瀬川の許可を受け、立ち上がったアコが言う。

「実はですね、こう見えて私、ルシアンのことだけは結構見てるんです」

「わかってるわよ。ってかあんたが西にし村むら以外の何を見てるっていうのよ」

　はっきり言うな恥ずかしいから。

「それで気づいたんですけど、ルシアン」

「なんじゃな」

「どうせ装備を揃そろえ直すんだからって、前に持ってたのよりちょっと良いのにしようとしてません？」

　────。

　ビシっと、俺の表情が固まった、と、思う。

「は？　そんなことしてんの、あんた？」

「お前みたいな勘の良い嫁は嫌いだよ？」

　まさかアコに気づかれるとは想像してなかった。

　やるじゃないかアコ、お前を甘く見ていたぜ。

「あのねえ西村……」

　で、瀬せ川がわがとんでもない目つきでこっちを睨にらんでるっ！

「待て待て違う、違うんだよ！　装備を作った後に後悔することってあるだろ!?　このエンチャントこうしておけば良かったとか、こっちのデザインにしておけば良かった、とか。そういうマイナーチェンジ程度の話で、別に高いやつを買ってるとかでは」

「いいから、さっさと買い直して、役に立ちなさい」

「はい……」

　どうせこの装備買うならもうちょっと金貯ためてこっち買った方が長く使えるなとか、そういうのってあるじゃん。

　それだけのことなんだよ、本当に。

　そりゃ下位互換の装備でいいからとにかく揃えればもうちょっと早かったかもしれないけど、それも悔しいだろ。

　最終装備が使えるのに、買い替え前提で装備買うとかさあ。

「おかしいとは思ってたのよ、あたしはバトルマスターエンチャが二つ買えるぐらいお金貯まってるのに、あんたの装備がまだ揃わないって」

「お、揃ったのか？」

「ついにね！　あたしのシュヴァインは神の域にまで達するわ！」

　火力が上がるだけだろ、そのエンチャント。

「私もお金が貯まってきたので、可か愛わいい装備を買おうかなってお店をまわってて」

「お前は頼たのむから回復力だけでも上げて。ほら、ロザリオリングとか売ってるぞ」

　見た目だけ可愛くてもしょうがないから。

「遅くなった。みんな揃そろっているか？」

「おまたせー」

　マスターと斉さい藤とう先生が遅れて部室にやって来た。

　ようやく部活開始だ。

「じゃあ今日は初日ということでミーティングね」

　ホワイトボードの前に立つと、先生はにこにこと言った。

　先生の笑顔とは裏腹に俺達たちの表情はちょっと曇くもる。

「ミーティングはいいんだけど……猫ねこ姫ひめせんせーが前に立ってる時ってなんか嫌な予感しかしないのよね」

「失礼ね？　顧こ問もんとしての仕事よ」

「先生が顧問として何かするってことは、やっぱり良くないことのような……」

「玉たま置きさんまでそんなこと言う？」

　ちょっとしょんぼりとする先生。

　ごめんなさい、俺も同意見です。

「むしろいい話なのよ？　みんな、二学期と言えば最初に何を想像する？」

　二学期のイベントっつうと。

「夏休みイベントの報酬配布が楽しみだよな、頑張ったからさ」

　俺がそう言うと、

「ハロウィーンイベントでパンプキンパイ集めないと」

　瀬せ川がわが言い、

「秋の大規模アップデートに備えて市場調査をします」

　マスターも続き、

「ルシアンとクリスマスイベントをやります！」

　アコがまとめて、

「違うのにゃああああ！」

　猫姫さんが泣いた！

「二学期！　二学期よ！　年末までのゲームの予定を聞いてるんじゃないの！　学校の話！」

　ばんばんとホワイトボードを叩たたき、キュルキュルと書き込む先生。

　そこには『体育祭』『文化祭』の大文字が。

　あ、ああ、イベントってそっちね。

　イベントって言われたら自動的にネトゲの方に変換されるからさ、リアルのことだとは思わないんですよ、うん。

「二学期の二大イベントといえばこれでしょう！」

「あー、ありましたね、そんなの」

「やっぱ良くない話だったわね」

「ですね」

「あなた達たちって本当に高校生……？」

　心底嫌そうに言う一年生三人に、先生はげんなりと肩を落とした。

「面倒事ではあるが、さりとて無視するわけにもいかないのだ」

「面倒事じゃないでしょ？　楽しい楽しいイベントよ!?」

「面倒事です」

　マスターがきっぱりと言い切って猫ねこ姫ひめさんの味方が居なくなった。

　こんにゃの噓うそなのにゃ、って顔をする先生がちょっと可か哀わい想そうだったりする。

「この体育祭と文化祭だが、これは生徒のイベントであると同時に部活動に対するイベントでもある。建前としては各部活動の自主的な協力、参加となっているが、要するに全ての部活動は最低でもどちらかには参加しろという話だ」

　日頃の成果を発揮して、ってやつか。

　よくあるなー、そういうの。

「体育祭で運動部が頑張らされて、文化祭で文化部が色々やらされるのな」

「うむ。我が部も部活動である以上はどちらかに参加せざるを得ない」

　マジか、超面倒臭くせえ。

「あのあの、どちらかと言っても、結局は文化祭しかないですよね？」

　そう言うアコに、マスターはニヤリと笑って言う。

「そうでもないぞ？　例えばわが校の調理部だが、文化祭では模も擬ぎ店てんの収益を奪わない為ために出店ができない。そこで体育祭の部活対抗リレーにエプロン装備で出場するのが通例になっている」

「部活対抗リレーとかあんのかよ」

「毎年の定番だな。よって文化祭を回かい避ひして体育祭でリレーに出ても問題はないぞ。コスプレでもすればいいのではないか」

　現代通信電子遊ゆう戯ぎ部、ゲームのコスプレで部活対抗リレーに出場──うっわあ、想像するだけで冷や汗が出る。

「い、嫌よ！　死んでも嫌よ！　もういっそ殺しなさいよ！」

　瀬せ川がわが真っ青になって首を振る。

　あー、俺と同じこと考えたな、こいつ。

　そりゃそうだ、コスプレしてリレーに出るなんて隠れオタとかそんな問題じゃなくなる。

「アコ君はどうだ？」

　話を振られたアコはなんか凄すごく怖い目つきで、やたらと気合を入れてポーズを取った！

「お断りします！」

　お断りしたー！

　珍しく本気で嫌がってる！

　これが本気で嫌がってるポーズっておかしいけど！

「あれ、アコはコスプレとか好きかと思ったけど」

「コスプレがどうとかいう問題じゃないです！　リレーが嫌なんですよ、リレーが！」

　ポーズをやめてぐっと拳を握るアコ。

　ゆらゆらと怪しいオーラが立ち上ってる。

　な、なんか怖い！

「忘れもしません、中学校の体育祭で行われたクラス対抗リレー！　無駄にトップでバトンを渡された私は途中で転んで、もがいている間に他の全員に抜かれたんです！　その時の静まり返った私のクラス席、注がれるとてつもなく冷めた視線！　今でも忘れません！」

「こっわ！」

「リレーで転ぶのはちょっときついわね」

「それはトラウマになりかねないな」

　想像するだけで空気が恐ろしい。

「大体ですよ、何ですか全員参加のリレーで順番決めって！　どうせほとんどが素人なんだから全員のタイムを合計したら結果がわかるんですよ！　それをわざわざ相談して入れ替えて組み替えて、何がしたいんですか！」

「い、色々違うらしいぞ、順番で」

「違いませんよ！」

　うわあんと吠ほえるアコ。

「タイムが遅い順にすればみんなが良い勝負をして誰だれも恥をかかなくて済むのに、それは嫌なんでしょうね！　運動部の人が運動音痴をまとめて抜きさる格好良いシーンが演出できないですからね！　私達たちを踏ふみ台にしてさぞかしご満足でしょうよっ！」

　ちょっとわかってしまうのが嫌だ！

　ドヤ顔で俺を抜いていく陸上部の顔を思い出すー！

「え、ええと、大丈夫よ、玉たま置きさん。前まえヶが崎さき高校の体育祭にクラス対抗リレーはないから」

　先生がちょっと引き気味に言う。

「ほら、ないらしいぞ。良かったなアコ」

「うう……じゃあその代わりに何があるんですか」

「今年はクラス対抗で大おお縄なわ跳とびね」

　先生がそう言うと、アコはさらに吠えた。

「なお悪いじゃないですかーっ！」

　えええええええっ!?

「なんでっ!?　大おお縄なわ跳とびは駄目なのっ!?」

「考えてもみてくださいよ、大縄跳びがどういう競技か！」

「どういうって……縄を跳ぶだけでしょ？」

　恐る恐る言った瀬せ川がわにアコは食って掛かるように、

「跳ぶだけなんてとんでもない！　あれは誰だれか一人が失敗して全員分の責任を負うまでいつまでも縄を回し続ける地獄の競技なんですよ！　戦犯が決まるまで許されないなんて、あの競技を考えた人は絶対に性格が悪いですよ！」

　た、確かに誰か一人の失敗が全ての敗因になる競技かもしれない。

「そういう言い方もできなくはないけど……」

「しかも必死に跳んでなんとか戦犯を逃れても『玉たま置きさんが後ろに下がってきたからちゃんと跳べなくてえー』とか言われて私が悪者になるんですよ！　やってられませんよ！」

「お前の人生ってマジで壮絶だな！」

　哀れですらある。

　できることなら俺がこいつを幸せにしてやらないといけないんじゃなかろうか。

「大丈夫だって、今回はそんなことにはならないから、多分」

「そうよ、きっと責任を押し付けられたりしないわよ」

「うむ、例年大きな問題は起きていない。今年も恐らくは問題ないはずだ」

　そう言いながらも全員がアコから目を逸そらした。

「多分とかきっととか恐らくとか、発言に自信がなさそうじゃないですかー！」

「だって、なあ……」

　あの体育祭独特の『なんでお前らそんなに本気なんだ』って空気の中で、どんくさいアコが責められる可能性はとても否定できないし。

「でもアコ、それならなんでＬＡではヒーラーなんてやってるの？　ヒーラーってＰＴが壊かい滅めつした時に責任を押し付けられる頻ひん度どナンバーワンじゃない？」

　ふと瀬川が言うと、アコはいえいえと首を振り、

「それはそうなんですけど、例えＰＴが壊滅しても『タンクの装備が悪い』って言い切ればなんとかなるじゃないですか」

「俺のせいかよ!?」

　こっちに責任押し付けときゃいいや、みたいな考えでヒーラーやってたのかアコ!?

「そ、そういうわけではなくてですね。ほら、私のミスはルシアンのミス、ルシアンのミスはルシアンのミス、みたいな！　夫婦一心同体って感じでっ！」

「俺が一方的に損してる！　一心同体って言わない！　みがわりって言うんだよそれ！」

　こいつ本当に俺のこと好きなの!?

　なんか別の意味で不安になってきた！

「というわけで、もう私は個人の責任が問われない競技にしか出ないって決めてるんです」

「う、うん、気持ちはわかるけど」

　アコ程の極論は言わないけど、俺も失敗した時に白い目で見られるような競技は嫌いだ。

　そういうのは体育科目に自信がある人がやればいいと思う。

「私が狙う競技は玉入れです。あの玉さえ投げてればそれでいい感じ、最高です」

「徹てつ底ていしてるわねー」

　ちょっと呆あきれ気味に言う瀬せ川がわ。

「ちなみにそういう瀬川は何狙ってんだ？」

「借り物競走だけど」

「見事に運ゲーじゃねえか」

　これもまた誰だれも文句を言わない競技を選んだなお前。

「そういうあんたは何に出たいの？」

「俺は綱引きだよ、綱引き」

　個人の責任が問われない競技の代表だと思う。

　男子なら狙い目ナンバーワンだろ綱引き。俺達たちの癒いやしが綱引きだ。

「わかってるわね、西にし村むら」

「やっぱりルシアンも仲間でしたね」

「ちなみに私は生徒会長の仕事が忙しいので競技には出ない」

「あ、マスターずりい！」

「はっはっは、権力とはこう使うものだ」

「あなた達は……自分の力を試してみたいとか、そういうことは考えないの？」

　先生が諦あきらめ気味に言うのに、俺達は顔を見合わせ、

「ゲームの中ならともかく、リアルでそういうのはないなあ」

「デスペナ前提でボスにゾンビアタックとかそういう無駄な挑戦って嫌いなのよね」

「自分を操作するのって苦手なんですよねー」

「…………そう」

　何な故ぜか猫ねこ姫ひめさんが一番ダメージを受けていた。

「ま、まあいいわ。とにかく体育祭が嫌ってことなら、文化祭に参加するってことで決定ね。文化祭──正式名称は『崎校祭』だけど、ここで必ず何かしてもらうわよ」

　体育祭の文字が消され、崎校祭、と大きく書き込まれた。

「と言ってもなあ、何すればいいんだろ」

「今年の成果を見せる、というのが基本になるな」

「成果……何かありましたか？」

「アコが学校に来た」

「それね」

　これだよな。

　間違いなく俺達たち最大の成果がここにいる問題児だ。

「私を展示するんですか!?」

「展示物にお手を触れないでくださいー、みたいにやる？」

「晒さらし者じゃないですか！　晒しは嫌です、晒し怖いです！」

　やたらと晒しという単語を怖がるのがネトゲプレイヤーである。

「冗談は良いとして。仮にもネトゲ部だし、ネトゲ関係で何か成果を上げて展示しろっていうのよね」

「うむ。研究成果であれ、実践の成果であれ、種類は問われない」

　成果、成果かあ……。

　そう言われると困る。別に結果が欲しくてネトゲやってるってわけじゃないし。

　むしろ楽しく無駄な時間を過ごすのがネトゲの醍だい醐ご味みみたいな所があるぐらいで。

「私とルシアンの結婚式の画像を展示するっていうのはどうでしょう」

「頭の中にカステラでも詰まってるんじゃないかアコ」

　どうしてその発想に至ったんだ。

　んなの展示してどうしたいんだ。おめでとう、とか超半笑いで言われるんだぞ。

「私がゲームの中で得た最大の成果がルシアンなんですけど……」

　あの、本気で残念そうにしないでもらえません？

「いやな、こういうのは他人に自慢するもんじゃないからさ」

「私は自慢したい気持ちで一杯ですよ？」

　マジなトーンでそう言われても困る。

　この子は俺の嫁なんすよ！　って文化祭の展示でアピールする度胸は流石さすがにないです。

「不純異性交遊を展示されても困るわね」

「不純じゃないですよ！　不純じゃないから困ってるんじゃないですか！」

「困るってのは違うんじゃないか!?」

「リア充じゆうは放っておいて。とにかく何か展示すればいいんでしょ。ネトゲの歴史パネルでも展示すればいいんじゃない？」

　瀬せ川がわがくいくいとパソコンを指した。

　んー、妥当ではあるけどさあ。

「わざわざ作るのか、それ」

「展示発表ならなんだっていいわよ。あたしとしては当日この部屋に居なくていいってことが一番大事なの」

「……なるほど」

　うーん、俺はゲームの歴史っていうのは微妙だと思うんだよなあ。

　完成品を見たい気持ちはあるんだけど、方々から文句が出そうっていうか、正解のない問題が多すぎるというか。

「ネトゲの歴史とか真面目に発表しようとすると、凄すごく手間がかかる上に超コア向けの展示になると思うんだよなー」

　知らない人にはわからないし、知ってる人は不満がある、みたいな誰だれも得をしない展示になりそうだ。

「そもそもどのゲームをスタート地点にするかで一ひと悶もん着ちやくあるっていうのにさ」

「それもそうねー。うーん、厄介なジャンルね」

「遊んでる人間の性格が厄介だからなあ」

　むむむ、と頭を悩ませる。

　もういっそネトゲ体験コーナーとかでいいんじゃね、とか言おうとした時。

「誰も意見がないなら私に提案がある」

　マスターがそう言ってペンを取った。

『崎校祭』の文字の横に大書きされたのは、やたらと達筆な『攻城戦』の三文字だった。

「攻城戦……？」

「攻城戦って、最近実装された対人の？」

「うむ！」

　マスターはやたらとわくわくした良い笑顔で頷うなずいた。

「当初の予定から遅れに遅れて、夏の大型アップデートなのに夏どころか秋に食い込むぐらいのタイミングで実装されたＬＡ待望の大規模対人要素、攻城戦！　これで勝利することを成果とする、というのはどうだろうか」

「いや、対人って、ちょっと、マスター？」

　え、本気？

　マジで言ってる？

「攻城戦ってあれだろ、ギルド対ギルドの大規模戦だろ？　俺達たちがやるの？」

「部員全員で一丸となって挑めるのだ、ピッタリではないか。運動部でいう団体戦のようなものだぞ」

「そりゃ全員で挑めるけど……」

　攻城戦というのはその名の通りの城攻めだ。

　レジェンダリー・エイジの各町に建設された砦とりでマップ内でプレイヤー同士が戦い、その砦を占拠したギルドが町の領主になれる。

　プレイヤー対プレイヤーで戦うことになる、その名の通りの対人仕様。

　デフォルメ可か愛わいい系ゲームのレジェンダリー・エイジにやっと実装された大規模な対人要素ってことで、賛否両論あるものの、一応は盛り上がってるらしいと話に聞いてる。

　そう、話には聞いてるって程度なんだよ。

　攻城戦は実装後に何回か行われたらしいけど、俺達たちは参加したことなんて一度もない。

　だって対人だぞ対人。四人しか居ない超小規模ギルドのアレイキャッツが挑んだ所で手も足も出ないのはわかりきってるんだよ。

「マスター。それでお城をもらったとして、文化祭で発表できるんですか？」

「良い質問だなアコ君」

　もっと大事な質問があるだろうと思うんだけども。

「攻城戦は週に一回行われ、その勝者が領主となる。そして領主となったギルドのエンブレムが砦とりでに大きく掲示されるのだが──そこで我々が勝者となり、このエンブレムを掲げよう、という目もく論ろ見みだ」

　そう言ってマスターは懐ふところから取り出した手帳──生徒手帳を掲げた。

　その表面には我らが前まえケが崎さき高校の校章がどどんと。

「ええと……まさか、ギルドのエンブレムを前ヶ崎高校の校章にして、それで砦を取ってやろうっていう話？」

「そうだ。まさに『成果』と呼べるものだろう！」

　マスターは、どやぁ、と良い顔をして言い切った。

　いやあのもう……どこから突っ込んでいいんだろう。

　ちらりと視線を向けると、瀬せ川がわがぴっと手を上げた。

「それは流石さすがにないんじゃない？　なんかもう全部が駄目でしょ」

　良識派、瀬川のふんわりした反論！

　具体的な指摘が何もないけどとにかく頑張れ瀬川！

「だが文化祭当日はＳＳを拡大して印刷した物を展示し、ロックしたパソコンで砦前にキャラを置いておくだけで済むぞ？」

「……それはありね」

　弱い、弱すぎる。瀬川があっけなく負けた。

　お前自分がネトゲ部だってバレなきゃなんでもいいのか。

「私、対人ってあんまり得意じゃなくて……」

　穏おん健けん派は、アコの反論！

　ちょっと頼たよりないけど頑張れアコ！

「心配するな、ヒーラーの仕事は普段と変わらん。私達の後ろで回復をしていればいい」

「それならいいですけど」

　良くねえよ！

　くそ、やっぱアコは頼れねえ！

「っつうか根本的にどうやったって勝てないんじゃないのか？」

　現実派、俺の反論。

　まともな意見だと思うんだけど、マスターはふっと呆あきれたように笑った。

「挑戦する前から諦あきらめるなど許されざる敗北主義だな。さっきゲームの中なら力を試してみても良いと言ったルシアンはどこに行った」

「気持ちだけはわかるけど」

　精神論で語られても無理なものは無理だと思う。

　しかし屁へ理り屈くつでマスターに勝てる気もしない。とすると、えーと。

「……じゃあ先生、パス」

　最終兵器、斉さい藤とう先生。

　流石さすがに顧こ問もんとしてこんなわけのわからない展示は認めないだろうと振ってみる。

　そんな俺の希望のこもった視線に頷うなずき返し、先生は言った。

「いいんじゃない、攻城戦で」

「マジで言ってるんですか!?」

　最終兵器が背中から撃うってきた！

　何このクソゲー！

「だってゲームの中でうちの校章をひるがえしてやろう、って企画でしょう？　まさにネトゲ部って感じでいいじゃない」

「こんな企画が通るんですか？」

「これが通らないなら、毎年必ず初心者講座しかやらない囲碁将棋部が先に怒られてるわね」

「そんなもんですか……」

　崎校祭、意外とぬるかった。

　と言っても難易度としては超絶に高いんだけどさ。

「よし、顧問の許可も出た。部員の同意も得た。我々は前まえケが崎さき高校文化祭『崎校祭』に向けて、攻城戦の勝利による砦とりでの獲かく得とくを目指す！　良いな！」

　おー、と、若干やる気のない声が上がった。
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　おー、とは言ったものの、新学期初日から長い時間部活ができるわけでもない。

　続きは帰ってからということで帰宅の途についた。

「こんなに短い時間の為ためにわざわざ登校するって凄すごくコスパが悪いですよね」

「学校に行くかどうかをコスパで考えるのはやめような」

　こうして帰り道をアコと歩くのも日常になってきた。

　周りには他の生徒も居るんだけど、あんまり視線は気にならない。時々触れ合うアコの手を握ってもいいのかなって、そんなことの方がよっぽど気にかかる。

「でも最小限の努力で最大限の成果を得るのがクエスト攻略の基本だってルシアンが言ってたじゃないですか」

「凄すごく久しぶりに言う気がするけど、ゲームとリアルは違うからな」

「どれだけ効率的に出席すれば最大数の欠席ができるか計算してですね」

「やめろとゆーに」

「ゆー、にー」

　ぐりぐりと頭を抑えると、アコは嬉うれしそうに喉を鳴らした。猫か何かか。

　しかし夏休みが終わって日常に戻ってみると、本当に何も変わってなくて困る。アコの好感度は最初から振り切れてるから、そりゃ何が変わるもないんだろうけど。

「でも私、頑張るために必要なステータスが明らかに足りてないんですよう。ステ振りを間違えたので、ステータスの再振りイベントを待ってるんです」

「ステータスの再振りをしようと思ったらポイント自体が少なくて詰むんだろ」

「ありそうなんでやめてくださいーっ」

　あうあうと泣くアコ。

「ルシアンへの愛情にマックス振ってあるから残りのポイントが少ないんじゃないでしょうか」

「だとすると俺は運に振り切ってることになるな」

　それだけでもう使い切ってるだろうけど。

「そんなステータスに自信のない私ですが、これから成長すると思うので今の内にお買い上げしてください。最近流は行やりの先行購こう入にゆうです。アルファ版の私が安く手に入りますので」

「知ってる、それベータすら始まらずに更新が止まるやつだ」

　最近そういうゲームが超多いから困る。

「私も一年生で更新が止まってしまうんです、仕方ないんです」

「ちゃんと正式版まで頑張ってアップデートしてくれ」

　こっちは凄く期待してるんだから。

　そういえば。

「学校といえばアコのクラスは文化祭どうすんだ？　展示発表？」

「一応そうみたいなんですけど……」

　前まえヶが崎さき高校では伝統的に、一年生が展示発表、時間のある二年生は舞ぶ台たい発表、受験の三年生は当日だけで済む模も擬ぎ店てん、と区分けされてるらしい。

　俺達たち一年生は強制的に『わが町前ヶ崎』みたいな展示発表をやらされるはずだ。

「前ヶ崎高校周辺の名産を調べるというコンセプトで、学校の近くにある美お味いしい食べ物屋さんを探すらしいんです」

「おー、いいじゃん。文化祭の準備をする時間で食べ歩きができるんだろ？」

「一人で食べ歩いても楽しくないですよー」

「どうしてお前は一人で行く前提なんだ」

　クラスの男と食べ歩きしてるアコの姿なんて想像もしたくないけどさ。

「んじゃそっちは良いとして、問題は部活の方だな」

　最大の懸けん案あん事じ項こうだ。

　まさかＬＡで対人をやらされるとは思わなかった。

「対人戦やるんですよね。うーん、気が進まないです」

「アコも対人は好きじゃないんだよな」

「勝てないですからねー」

　たはー、と言うアコ。

「負けと決まってるわけじゃないんだけどな。ヒーラーも対人は意外と強かったりするし」

　ゲームによっては何分ヒーラーが耐え切れば勝ち、なんてローカルルールがある場合も。

　そういう場合は結構ヒーラーの勝率が高い。

「たまに勝てたとしてもそんなに嬉うれしくはないですし、それ以上に負けた時が嫌なんです。画面の向こうで相手がドヤ顔してる気がして、それがとってもむかつきます」

「あー、わかるわかる」

　対人で負けた時に相手がドヤってるのって凄すごい腹立つよな。

　死体撃うちとか死体の上で座るとか、そういうのもあるし。

「……ちなみにだけど、ＦＰＳは別なのか？」

「あれは死なずに勝てるんで」

「芋スナうぜえ」

　なんでこいつスナイパーだけ上う手まいんだろ。

「でもやるからには迷惑かけないようにしないと。練習するので、ルシアン付き合ってもらえませんか？」

「それは構わないけど、あんまり真剣にやらなくていいぞ？」

「……？　普段なら練習しろーって言うのに、なんでです？」

「俺がアコに練習を要求するのは放っておくとどんどん下手になるからだからな」

　昨日できてたことが翌日はできてないのが悪い。

　何度も教え直すとたまに覚えることがあるからそれに期待するっていう、ドロップでレアを引くみたいなことをしてるんだから。

「今回は流石さすがに負け戦だからさ。辛つらい思いして頑張る程じゃないよ」

「負け戦には慣れてるんで大丈夫です」

　慣れて欲しくはなかったかなあ。

「ルシアンが言うならきっと勝てないんでしょうけど……でもマスターなら何とかしてくれるんじゃないですか？」

「その信しん頼らい感かんは良いことだし否定もしたくないけど、流石さすがに今回はマスターだけじゃなんともならんよ」

　残念ながらマスターも多分対人を舐なめてるみたいだしな。

　良くも悪くも甘いもんじゃないよ、対プレイヤー戦は。




　その夜、ギルドアレイキャッツが集まったのはいつもの酒場ではなかった。

　大理石で作られた円形のフィールド。アリーナマップだ。

◆アコ：あの、さっきからルシアンを殴れる表示が出てるんですけど

◆ルシアン：アリーナだからな。ここではプレイヤー同士で戦えるんだよ

　ゲームが始まった当初から実装されていた対人専用マップだ。

　といっても勝ったから何があるわけでもなく、単に腕試しができるって程度の空間でしかない。

　攻城戦が実装されるまでは一部の対人好きがちょこちょこと利用していただけらしい。

◆アプリコット：砦を勝ち取ると決めたものの、我々は対人戦の素人だ。そこでギルドメンバー同士で戦闘の練習をし、ひとまずの感覚をつかんでもらおうと思う

◆シュヴァイン：要するに俺様が全員ぶちのめせば良いんだな？ｗ

　やる気満々だなシュー。

　こっちは装備が足りなくてまともにやれる気がしないってのに、全く。

◆アプリコット：最初は練習だ。そうだな、ルシアンとアコで勝負をしてみてくれ

◆アコ：わ、私とルシアンですかっ!?

◆ルシアン：えー

　それはちょっと──いや、かなり気が乗らないなあ。

◆シュヴァイン：旦那としてちょっとは強い所を見せてみろよｗ

◆ルシアン：気軽に言うけどなあ

　仕方なく微妙に距きよ離りをとってアコと向かい合う。

　これからアコを殴らなきゃいけないわけ？　この剣で？

　モンスターのついでにノックバックさせるとか、冗談でスキルを飛ばすぐらいならいいけど、真剣にやりあうって結構プレッシャーがあるぞ。

◆アプリコット：では、はじめ！

◆アコ：……

◆ルシアン：……

　静かに睨にらみ合う。

◆アコ：……

◆ルシアン：……

　睨み合うというか見つめ合うというか。

　単に棒立ちで待つというか。

◆シュヴァイン：『……』とか無駄な緊迫感出してないでさっさと戦えや

◆ルシアン：そうは言うがなシュヴァイン

◆アコ：愛情を持て余して戦えませんよう

　やだよなあ。理由もなく夫ふう婦ふ喧げん嘩かとか本当に遠えん慮りよしたい。

　もしも俺とアコの間に後々まで続く溝ができたら責任をとってくれるのか。

◆アプリコット：その感情は当然ではあるが、それに慣れるのもまた練習だぞ

◆ルシアン：んー、じゃあ、これで

　仕方なくアコにちょっと近づき、ぐっと盾を構えて防御態勢を取る。

　アーマーナイトの反射スキル『リフレクトダメージ』が発動。俺の盾がギラギラと輝かがやいた。受けたダメージをスキルレベルに応じた割合で相手に跳ね返す便利な技で、これ狙いであえて防御を下げてＨＰを上げる戦略もあったりする。

◆シュヴァイン：おい、ちゃんと戦え

◆ルシアン：違うし。俺の火力じゃアコをワンコンでは沈められないからリフレクトダメージで反射して削ってから倒す予定なんだし

◆シュヴァイン：物は言いようだな貴様

　何とでも言え。

◆アコ：じゃあ、ええと……その……えいっ！

　とてとてと寄ってきたアコがえいやと杖つえを振り下ろした。

　キラッ☆　と軽い音がして、俺とアコのＨＰゲージがちょびっと減る。

◆ルシアン：お、ちょっと食らった。大丈夫かアコ？

◆アコ：はい、ほとんど減ってないです

◆ルシアン：やばくなる前に回復しろよ

◆アコ：はーい

◆シュヴァイン：戦えつってんでしょうがあああああああ

　瀬せ川がわが怒った！

◆ルシアン：んなこと言ったってなあ

◆アコ：ですよねえ

　リアルとゲームを区別しないアコ的に言うと、これって本当に喧嘩させられてるのと同じなんだから、俺も無理強いしたくないんだよ。

　そもそも対人やりたくない勢に無理やり戦わせたって大体はこうなるって。

　逆にハマって帰ってこなくなる場合もあるけどさ。

◆シュヴァイン：この馬鹿夫婦は放っておいてこっちでやるぜ。勝負だマスター！

◆アプリコット：ほう、私に挑むか。よかろうシュー、相手をしてやる

　大剣を構えたシュヴァインと杖つえを掲げたマスターが向かい合う。

　最初からそっちでやっとけよ。

◆アプリコット：カウントする。ゼロでスタートだ

◆シュヴァイン：俺様はいつでもいけるぜ

　アコと一緒にちょっと離はなれて二人を見守る。

　俺達たちと違ってやる気満々の二人が睨にらみ合った。

◆アプリコット：では──スリー

◆アプリコット：ツー

◆アプリコット：ワン

　緊きん張ちようが高まる。張り詰めた雰囲気がアリーナ全体を覆おおう。

　そしてその瞬しゆん間かん。

◆アコ：あ、そういえばルシアン、明日って何食べたいです？

◆アプリコット：ゼ……ロ……

◆シュヴァイン：……

◆ルシアン：お腹に溜まりそうなものがいいなあ

◆アコ：リクエストが難しいんですけども。要するにお肉ですか？

◆ルシアン：だな。肉だ、肉を食わせろ！

[image: ]

　ふと見ると、夫婦の会話の後ろで、戦せん闘とう態勢に入った二人が止まっていた。

　あ、もしかして邪じや魔まだった？

◆アコ：……あれ、マスター？　しゅーちゃん？

◆ルシアン：気にせずやってていいから

◆シュヴァイン：できるかああああ！　ふっざけんじゃないわよ！

　やべえ、矛先がこっちに向いた！

　マスターから俺の方へと向き直ったシューが剣を構え、ぐっと前傾姿勢になった。

　あれはいつも横で見てる技。見慣れた単純な突進スキル。

　射程と速度が頭の中で勝手に再生される。

　地面を滑るように突っ込んでくるシューに、どうしよっかな、と考えたのは一いつ瞬しゆんもなかった。

　つい無意識に手が動いてスキルが起動。

　反はん撃げきスキルのシールドカウンターをシューの突進にあわせていた。

◆シュヴァイン：うそっ!?

　綺き麗れいに入ったカウンターがシュヴァインの剣を上方へ弾はじき上げ、そのまま流れ作業でシールドバッシュを叩たたき込む。

　盾に頭をぶん殴られたシューの上にひよこがぴよぴよと浮いた。

　あー、スタン入ったなー、と思ったらやっぱりコンボを続けるために手が動く。

◆アコ：はい

　お、さんきゅ。

　タイミングよくアコからバフスキルが飛んだ。

　次の一撃に限って威力を倍に上げるエクストラダメージがコンボの間に入り込み、スタン中のダメージ増加とあわせて三倍ダメージに引き上げられた盾突撃スキル、オーバードシールドがシューのＨＰを七割は削りとり、遥か彼方かなたへ吹き飛ばした。

◆アプリコット：やるな二人とも。ワンコン赤ゲージだぞ

◆シュヴァイン：何なの!?　やる気ないくせにあんた達強くない!?

◆ルシアン：ごめんなんか癖で

◆アコ：スタンしたらＥＤはルシアンにいつも言われてるので

◆シュヴァイン：そんな所で頑張んなくていいのよ！

　ごめん、ほんとごめん。

　地団駄を踏ふみながらポーションをがぶ飲みするシューに申し訳ない気持ちで一杯だ。

　いやほら、敵が突とつ撃げきしてきたらこうやって倒す、みたいな癖くせがついてるから。決して悪気はないんだけどつい。

◆ルシアン：スタン技は強いけどクールタイムが長いからさあ、当たったら必ずコンボ入れなきゃって強迫観念があって

◆シュヴァイン：そんな強迫観念捨てなさい！

　いやいや、大事なことなんだよ。

　対人でもスタンは超強いんだから。ダメージが上がるし、動けないし、何よりピヨってる間は回復アイテムが使えなくなるし。

◆シュヴァイン：そもそもねえ、あのタイミングでチャットするとかあんた達本気で※※※じゃないの!?　個チャでやりなさいよこの※※※※※※！

　禁止語句が文字化けしてるから、落ち着いて落ち着いて。

◆アプリコット：とにかく仕切りなおしだ。行くぞシュヴァイン

◆シュヴァイン：ああ来い！　すぐ来い！　今すぐ来い！

　やけくそ気味のシューが剣を構え直し、改めて二人の対戦が始まった。

◆アプリコット：見よ、私の大魔法を！　唸れバーストリング！　落ちよメテオ！

　先にマスターが動いた。

　ターゲットした地点に隕いん石せきを落とすメテオの詠唱を開始。

　それもシュヴァインをターゲットするのではなく、自分を中心にしてのスキル使用だ。

◆アコ：こ、これは、マスターの必殺技ですね！

◆ルシアン：初手から大技を出してきたな！

　マスターを中心に六角形の魔法陣が大きく輝かがやく。

　この魔法陣の範はん囲い内ない全ての敵に大ダメージを与えるのがメテオのスキルだ。

　つまりマスターに近寄れば必然的にメテオの範囲に入ることになる。

　マスターに殺到するモンスターを課金にものを言わせた防御力で防ぎきり、同じく課金にものを言わせた火力で一確する。そんな光景を何度も見てきた。

　モンスター相手なら負けなしの、まさに必殺技だ！

◆シュヴァイン：どうして俺様がそんな見え見えのスキルに飛び込むと思ったｗ

◆アプリコット：まさか、スキル範囲に入ってこないだと!?　モンスターはそんな戦略は持っていないぞ！

◆シュヴァイン：俺様がＭＯＢのＡＩと同レベルだと思ってるのか貴様！

　だよね。そりゃ思いっきり魔法陣が表示されてるんだから範囲には入らないよね。

　大ダメージの魔法はその分詠唱も長いし、簡単に避よけられるよね。

◆アプリコット：だがここはまだ私の距離だ！　単発スキルならばそう簡単には！

　言うと同時に詠唱を中断し、マスターは鈍足効果付きのアイスボルトを発動。

　大きな氷片がシューに飛ぶ。

　これを受ければ強力な鈍足のデバフが発動する、氷属性スキルだ。

　近接職のシュヴァインには大きな痛手になる。

　仮に食らえば、だけど。

◆アコ：あ、避けましたね

◆ルシアン：直射スキルをまっすぐ撃ってもなあ

　シュヴァインが前方にフラッシュブリンク、短たん距きよ離りをテレポートのように移動し、アイスボルトをすり抜けて距離を詰める。

　一気にマスターへ肉にく薄はく。

◆アプリコット：待っ……

　シュヴァインがチャットを返すわけもなく、返事の代わりに大きく剣が振り上げられた。

　がん！　がん！　がががががん！　と悲しいコンボの音だけが響ひびく。

　カンカンカーン！　とゴングの音とともに、マスターが地面に倒れ伏した。

◆アプリコット：馬鹿な……この私が……

◆シュヴァイン：俺様の力を見たか！

◆ルシアン：そうなるよなあ……

　見えてる結果だった。

◆アコ：と、とりあえず蘇生します！

　ぽわーんと蘇よみがえったマスターは悔しげに唸うなる。

◆アプリコット：なぜだ。火力でも防御力でも私の方が勝っているというのに、無抵抗に死んだぞ。今のはハメだろう？　私のシマではノーカンだ！

◆ルシアン：いやいや、普通はそうなるって。だってさあ

◆アプリコット：待て！

　ばっと手を広げて俺のチャットを遮り、マスターはこちらに杖つえを向けた。

◆アプリコット：シュヴァインには勝てずともルシアンになら！　勝負だ！

◆ルシアン：……いいけど

　アコと違ってまだ殴るのに抵抗が少ない。

　やるっていうならいいけどさ。

◆アプリコット：行くぞ！　さあ来い！

◆ルシアン：じゃあ、ほい

　手持ちのスキルの中で一番弱く、一番射程があり、クールタイムの存在しないシールドブーメランを選ぶ。

　ぽいっと盾を投げて、敵にぶつけて、んで盾が戻ってくるっていう、物理法則を明らかに無視したスキルだ。

　盾をぶつけられたマスターはちょっとひるんで軽いダメージを受けた。

◆アプリコット：む、その程度のダメージで私は

　しゅっ、しゅっ、しゅっ、とノンストップで盾を投げる。投げる。投げる。

◆アプリコット：待っ……おかしい、動けな

　しゅっしゅっしゅっしゅっしゅっ。

◆アプリコット：詠唱もできな、スキルが使えな……こ、このままでは

　しゅっしゅっしゅっしゅっしゅっしゅっしゅっしゅっしゅっしゅっしゅっ。

◆アプリコット：こ、こんな馬鹿なことがああああああ！

　塵ちりも積もれば廃人が死ぬ。

　カンカンカンカーン、とゴングが鳴り、マスターが地に倒れ伏した。

◆アプリコット：おかしい……何故勝てない……

◆ルシアン：黄金の鉄の塊でできているアーマーナイトが布装備のジョブに後れをとるはずがないだろ

　っていう問題ではないんだけど。

◆アプリコット：ぐぬぬぬぬ……ならばアコ！

◆アコ：はい？

◆アプリコット：私と勝負だ！

◆アコ：えええええっ!?

　こいつ、甲か斐い甲が斐いしく蘇そ生せいに回復までしてたアコをターゲットにしやがった！

◆アコ：無理無理、無理ですよ！　せめて私にはルシアンをつけてください！

◆ルシアン：案外いけるんじゃね？

◆アコ：いけませんよっ！

　いやいけるいける。多分いける。

◆アプリコット：さあ行くぞアコ！　私のメテオに耐えられるか！

◆アコ：絶対死にまずううううう

　落ち着け、このスキルやたらと詠唱長いんだから。

◆ルシアン：とりあえずＳＳうって

◆アコ：え、は、はいっ！　スキルシーリング！

　別にスキル名を言わんでよろしい。

　とにかく発動したアコのスキルがふわっとマスターを包み込み、『……』という沈ちん黙もくマークが頭上にきらめく。

　ターゲットのスキルを封じる便利なデバフスキルだ。

◆ルシアン：お、効いた！　んじゃ後は殴ってればいいから

◆アコ：はい！

◆アプリコット：っ！　っ[image: ]

　チャットすら封じられたマスターが慌てる中、無駄に冷静に自分へバフをかけながら、アコが駆け出す。

◆ルシアン：さあやれ！

◆アコ：えーいっ！

　キラッ☆　キラッ☆　と謎なぞのエフェクトを出しながらアコがマスターを殴る。殴る。殴る。

　ピンクスターのキラキラロッドがマスターを襲おそった。




　戦いは終わった。

　ギルドアレイキャッツ最強だったはずのマスターが全敗するという悲しい結果で。

◆アプリコット：まさかこんなことが起こるとは……こんなにも現実が受け入れられないのは、当時最強だったギロチンソードがガチャの景品になった次の週、まるで噓のように弱体化されたあの時以来だぞ

◆ルシアン：性能がバグってる武器をガチャの景品にして、次の週にバグ修正をしたあれな

　あれもあれで受け入れがたい事件ではあった。

　ガチャまわした人が全員揃そろって愕がく然ぜんとしたぞ。

◆アプリコット：なぜ私は負けたのだ。どういうことだ説明しろルシアン！

◆ルシアン：あいあい

　わかってたことではあるんだけどなあ。

◆ルシアン：ええとな、とりあえずシュヴァインに負けたのはしょうがない。近接火力職は対人のエースだから、魔法職がタイマンしたら大体負ける

◆シュヴァイン：ふははははｗ

　シューがドヤ顔ダブルピース。

　あー、こいつくっそうぜえ。

◆ルシアン：俺はまあ盾職だし、対人でタイマンならハメ殺し専門みたいなとこがあるからさ

　別にシールドブーメランで勝たなくても、リフレクトダメージで軽く削った後バッシュのスタンからワンコンだっただろうし。

　もちろんちゃんと当たればだけど……マスターは避よけないしなあ。

◆ルシアン：んでアコはなあ。こいつのステ振り、無駄に対人向きだから

◆アコ：そんなつもりはないんですがっ

◆ルシアン：そんなつもりはなくてもそうなってるの。お前はどのステもまんべんなく上げてるだろ

　ＬＵＣＫが高いからデバフの成功率が高いし、耐性も高い。

　無駄にＡＧＩとＤＥＸがあるから攻こう撃げきモーションが速いし、命中率もある。

　ＳＴＲがあるから殴ってもちょっとは火力がある。

　装備が弱いしレベルも高くないから強いとはとても言えないけど、見た目の割には意外と安定感がある。

◆ルシアン：要するに相性が悪かったんだな。魔法職って対人でタイマンするもんじゃないよ

◆アプリコット：し、しかし！　私も下調べはしているぞ！

　マスターは納得がいかないらしい。

◆アプリコット：私と同じＬＷが単独で敵を蹴散らす動画などいくつもあった！　装備で見れば私が劣っているはずがなかろう！

◆ルシアン：そりゃ対ＭＯＢならマスターの装備の方が強いだろうけど

　対人と対ＭＯＢは全然違うんだ。

　火力があればそれでいいってわけじゃないんだよ。

◆ルシアン：ええとな。とりあえず対人やりたいなら、装備で沈黙耐性をつけて、エンチャントで氷結耐性を上げて、ステータスでさらに補塡して、詠唱妨害耐性のスキルはＭＡＸまで振りきって、可能ならスキルを妨害されなくなる装備をつけて、んでＩＮＴに割り振ってるステータスの三割はＶＩＴに振り替えたキャラにしてないと駄目

◆アプリコット：そんなキャラ構成で狩りができるのか？

◆ルシアン：あんまりできないけど、特化キャラってそういうもんじゃん。対人用キャラは普通の狩りじゃあんまり役に立たないよ

　この狩場だけは強いです！　って構成で作り上げた特化キャラは、想定したフィールドでは強い。でもそれ以外の場所ではさして役に立たなくなる。

　同じように対人特化のキャラも、狩りでは余り役に立たないんだ。

　だからシューもタイマンではマスターよりは強いけど、キャラスペックが火力に寄りすぎてて、攻城戦に出たら多分瞬しゆん殺さつされる。

　俺も装備がなさすぎて火力がないから役に立たないし、アコも死ぬのが仕事になると思う。

　俺達たち全員がＭＯＢ狩り専門のキャラなんだから、対人戦せん闘とうでは雑ざ魚こ揃ぞろいなわけです。

◆アプリコット：…………待てルシアン、では何か

　マスターが恐る恐る聞いてきた。

◆アプリコット：私達が相手にするのは、そういった『敵対プレイヤーを殺すためだけに用意された廃キャラクターの大群』ということか？

◆ルシアン：うん

◆シュヴァイン：……無理じゃねえか？

　シューがぽつりと言った。

　だから無理だって言ったのにさあ。

◆アコ：リレーに出るのは嫌ですう

◆ルシアン：俺だって嫌だよ……




　　　†††　　　†††　　　†††




　翌日の現代通信電子遊ゆう戯ぎ部、部室には重い空気が漂っていた。

「想定外だ」

　マスターは腕を組んで言った。

「あれから色々と調べたのだが、私のアプリコットを対人戦で活かつ躍やくできるキャラクターにするには一から作りなおした方が早いレベルだった」

「私もちょっと対人かじってる友達に付き合ってもらったけど、ボロ負けだったわ」

「俺はそれなりに対人向きの構成だけど……装備がないしなあ」

　スタン耐性や拘束耐性、魔ま法ほう防御アップなんかの、対人前衛がつけるべき装備がほとんど取られてる。

　対人やる気はないにしても一応持ってはいたんだよ。悔しい。

「こーじょーせんって文化祭までに何回あるんですか？」

「毎週日曜日に行われている。文化祭まであと三回はあるな」

　三回しかないってのがまた厳しい。

　実戦に慣れる前に本番が来るぞ。

「……そもそも三週間で文化祭の準備をするんですか？」

　大変ですよね？　とアコが首を傾かしげる。

「普通の文化部であれば、夏休み前から準備を開始して、夏休み中には終えるものだからな」

「……私達たちが夏休み中に何もしてなかったのは」

「主に顧こ問もんが悪い」

　はあ、とため息が重なった。

　まともそうに見えてあの人も大概だよな。猫ねこ姫ひめさんだしな。

「……ネットゲームの歴史パネルを作ります？」

　この部内ですら戦争が起きるからやめとけって。

「んー、ネットゲーム体験コーナーにして誰だれかが常じよう駐ちゆうするっていうのは？」

「あたしは絶対に嫌よ！」

「これでも会長だ、色々と仕事があってな」

　二人が駄目となると、残りは俺達だけしかいない。

「俺とアコのどっちかが常駐っていうのは流石さすがに無理があるなー」

「二人でずーっとここでネトゲしててもいいですけど」

「いやいや、一緒に回りたいじゃん、文化祭」

　模も擬ぎ店てんとか回って、先せん輩ぱいのやってる押し売り商品買わされて、あんま上う手まくない舞ぶ台たい発表も見ようぜ。

「それは楽しそうですけど、後夜祭には絶対出ませんよっ!?」

「アコはキャンプファイアーに嫌な思い出でもあるのか……いやごめん、あるよな、あるんだろうな、聞いた俺が悪かったよ」

　んな泣きそうな顔すんなって。

「では皆の満足する楽しい文化祭にするには、何とか勝利をもぎ取るしかないわけだな」

「作戦があるわけ？」

「いくつか考えてはいるが……まずは実戦だ」

　マスターはぐっと拳を握った。

「昨夜の経験から動画やＷｉｋｉの知識だけで知った風に考える危険性はよくわかった。今週末の攻城戦に全力で参加する。まずはそこで何かをつかむことからだ」

　動画勢からの脱却はとりあえず良いことだけど、さて俺達たちに何かできるかな。

「じゃあ週末までにできる範はん囲いで装備整えて」

「一応の練習にするかね……」

　俺はパソコンと向かい合い、これからの苦戦の始まりを感じていた。




　申し訳程度の装備を揃そろえ、ほんのりと練習をして迎えた第一回攻城戦。

　俺達は中規模の都市、ライソードに作られた聖堂要塞の前に集合した。

◆アプリコット：これが我々アレイキャッツにとっての初陣となる

　マスターは俺達を見回して言った。

◆アプリコット：まずは雰囲気をつかむために、大きくもなく小さくもない、程良いサイズの砦を選んで攻城戦に参加することにした。現在このライソード聖堂要塞を所有しているギルドは『おそうじ組合』で、主な業務内容は砦内部のゴミ掃除だそうだ

◆シュヴァイン：舐めてんのか

　他人のギルド名に文句つけても。

◆アコ：可愛いじゃないですか。メイドさんみたいです

◆アプリコット：要するに進入する我々ゴミどもを駆逐して捨てると言いたいわけだ。舐めてかかれば負けは必至だぞ

◆シュヴァイン：砦を持ってるギルドの奴らを全員ぶっ殺せば良いんだろう。俺様に任せとけ

◆アコ：私は後ろで見てますね

　バフとヒールだけはくれよ？

　ヒーラーは自分の命を大事にしてくれればいいんだけど、今日のアコはいつも以上に腰が引けてるような気がした。

『アコ』を自分そのものみたいに思ってる分、人と戦わされるのが余計に怖いんだろう。

◆アプリコット：我々の最終目標は砦最深部に存在する領主の間、そこにあるクリスタルを破壊して我々のクリスタルと置き換えることだ。我々のクリスタルが残ったまま攻城戦が終了すれば、その砦は我々のものとなる

　逆に言えば現在砦を所有しているギルドは全力で砦を守ってるってことだ。

　既に迎げい撃げき体制を整えて俺達たちが来るのを今か今かと待っているはずだ。

▼ただ今より攻城戦を開始します▲

　アナウンスが流れた。

　このアナウンス以後、砦の周辺では自分のギルドメンバーや、その同盟ギルドに所属するメンバー以外が全て敵になる。

◆アプリコット：準備は良いな？　気負うな、されど臆するな。ただ我々の力を見せろ

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、マスターが号令を上げた。

◆アプリコット：出撃！

◆ルシアン：行くぞー！

◆シュヴァイン：っしゃあああああ

◆アコ：ううう

　遠く見えるライソード聖堂要塞に駆け出す。

　少し行くと、前方を走って行く他のギルドの団体が見えた。

　少なく見積もっても十数人は居るだろう、俺達の数倍の規模だ。

◆アプリコット：よし。彼らがどう戦うかを見るぞ。まずはそれを参考にする

　マスターが言った。

　そだな、とりあえず他の人の攻め方を見て、隙を窺うかがう形でいこう。

　近づくに連れて砦がはっきり見えるようになってきた。

　外がい壁へきの上には武器を構えた防衛隊が一列に並んでいる。

　そして俺達の見守る中、前方集団が防衛隊の射程に到達した。

◆アプリコット：さあ、どう攻める！

　直後、空が光った。

　外壁の上から矢と弾丸と剣と槍やりと雷と隕いん石せきが降ってきて、吹雪が吹き荒れて炎の竜巻が一帯を覆おおいつくし、最後に目もくらむような大だい爆ばく発はつが起きた。

　煙が晴れた時──そこには何もなかった。

◆シュヴァイン：おい、死体も残ってないぞ

◆アプリコット：あの数が十秒とかからず全滅か……

　何この虐殺。

　攻城戦ってこういうものだったのか!?

◆アコ：どうします？　帰りますか？

◆アプリコット：いいや

　明らかに帰りたそうなアコに首を振り、マスターは先頭に立って走りだした。

◆アプリコット：食らってみなければわからん！　突撃だ！

◆アコ：いーやーでーすー！

　泣いてもわめいてもボスの指示には逆らえない。

　俺達たちは無策に砦とりでへの突撃を敢行した。

　とりあえず俺のルシアンは吹雪までは耐えてくれたよ、よく頑張った。




◆アコ：もう行きたくないです……

◆ルシアン：泣くな、諦めて行こう

◆シュヴァイン：横暴なマスターがいるギルドに入ったのが間違いだったな

◆アプリコット：無謀な突撃をさせたことは謝る。デスペナはないのだ、もう少し挑んでみるぞ

　しかたなく再び城塞へ向かう。

　どうやら他のギルドも攻めているらしく、砦の周辺には均きん衡こうした前線ができ上がっていた。

　砦の入口付近では視界を覆おおうぐらいの爆ばく炎えん、吹雪、隕いん石せきに矢の雨が降り注いでいて、とても中に入れる気がしない。

◆ルシアン：近づくとまた範囲攻撃の雨か

◆シュヴァイン：こういう時に俺様は何もできないのが歯がゆいな

◆アプリコット：私も遠距離攻撃魔法は撃てるが……それで状況が変わるとも思えない

　こうやって戦線が安定してるのを見るとどうしていいのやら。

　少人数の利点で隅っこから突撃でもすればいいのかね。

◆アコ：あっ

　と、近くに居た他ギルドのプレイヤーを間違えてアコが殴った。

　キラッ☆　っと星が飛んで、ほんのちょびっとのダメージ表示。

　殴られた人がこちらを振り向いた。

◆アコ：ごめんなさい、間違えて

　返事の代わりに大上段から振り下ろされた剣がアコを一撃で粉砕した！

　うわ、すげーな、一撃だよ。

　いくらアコが弱いって言ってもなかなかないぞ、この人強いな──。

◆ルシアン：──って人の嫁に何をやってくれてんだてめええええええ！

◆シュヴァイン：俺様に喧嘩を売ったな貴様！

◆アプリコット：ま、待てお前達、このギルドは大人数だ、多勢に無勢──

　しばらく遠えん距きよ離り戦が続いていたせいか、近接職の方々はイライラが溜たまっていたらしい。

　涙が出るぐらいふるぼっこにされ、俺達たちは再び大地に倒れた。




◆アプリコット：なるほど。敵は一つだが味方は一枚岩ではないのだな

◆ルシアン：攻めてるギルド同士がライバルだからいつ攻撃されるかわからないのか……

　無理ゲー臭が凄すごいんだけど、そう感じてるのは俺だけなのかな。

◆アプリコット：Ｗｉｋｉを見ていたが、こういった膠着した戦線を打破する為に攻城兵器というのが作れるらしい

◆シュヴァイン：ほう、砦の壁をぶち壊して突入できるのか？

◆アプリコット：うむ。例えばこのジャイアントカタパルト──通称ジャイは、資材を集めて建築し、プレイヤー五人で操作ができるそうだ

　五人。五人とな。

　俺、アコ、シュヴァイン、マスター……。

◆ルシアン：もうないじゃん

◆アコ：やっぱり無理ですよう。帰って普通に遊びましょう

◆アプリコット：待て、待つんだ。諦めるのはまだ早い。一つ、まだやり残したことがある

　何その勝利フラグみたいな台詞せりふ。

　それで負けたら恥ずかしいぞ、マスター。

◆アプリコット：今まではお前達に禁止されていたな……他人の金で生き残っても嬉しくない、他人の金で効率が上がっても嬉しくない、と。だがしかし、この場にあって、そんな遠慮はもはや要らぬと考えた。この私の持つ課金アイテムの全てを用いて、奴らを倒す！

◆ルシアン：な、マスター!?

◆シュヴァイン：ま、まさか、完全回復ポーションや即時復活の護符など、あんまり使うとつまんなくなるという理由で制限していた課金アイテムに手を出すと言うのか貴様っ!?

　マスターはふっと遠くを見て、小さく頷うなずいた。

　こいつ、やる気だ！

◆ルシアン：やめろマスター、駄目だ！

◆アプリコット：問題ない。仲間の為に使えるのなら、このアイテム達も本望だ。行ってくるぞ、見守っていろ！

◆ルシアン：違うって、マスター！

　前線に駆けていくマスター。その背中に叫ぶ。

◆ルシアン：攻城戦は課金アイテム禁止だから！
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◆アプリコット：そんな、馬鹿なああああああああ

　マスターの姿が魔ま法ほうの海に溶けて消えた。




◆アプリコット：まさか課金アイテムも禁止だとは……課金完ポが使えないとなると、全回復アイテムはユグドラシルの雫ぐらいしかないぞ

◆アコ：そんなの一度も使ったことないですよー

◆シュヴァイン：何せ一個が10Ｍ以上だ。そんなの使うぐらいなら装備を揃えた方がマシだぜ

　ごもっともだ。

　俺もユグ雫なんて使ってる所を見たことがない。

◆ルシアン：ユグ雫を使った時点で赤字確定だからな。赤字回避の為にどこのギルドも高額な回復は使わないってさ

　でも安いポーションはクールタイムが結構ある。

　あの範はん囲い攻こう撃げき弾幕を抜けるには厳しい。

◆アプリコット：く……なんとかならないのか。我々の目的の為に、ここで引くわけにはいかないのだが

◆ルシアン：んなこと言ったってできることはないし、あの砦も落ちそうにないし……お？

　と、新たな一団が後方からやってきた。

　二、三十人規模の大群だ。

　数だけではない。足並みの揃った進軍ははっきりとした指揮系統と充分な経験が感じられる。

　先頭を歩いていた一人がくるりと振り返り、仲間達たちに言う。

◆†クラウド†：誇り高き猫姫親衛隊の戦士たちよ、聞け

　──お、おお。

◆アコ：あの、急に聞き慣れた名前が

◆ルシアン：気のせいだ気のせい

◆†クラウド†：我らの目的はただひとつ──我らが女神猫姫様に、この砦を捧げることだ

　…………。

◆ルシアン：気のせいだって

◆シュヴァイン：何も言ってねえぞ

◆†クラウド†：我らが求めるは勝利のみ！　たとえ仲間の背を踏み抜いてでも、必ずや目的を達成する！　全ては我らが聖天使、猫姫様の為に！

　うおおおおおおお！　と声が重なった。

　聖天使なのか女神なのかはっきりしとけよ。

◆猫姫：そんなこと一言も頼んでないのにゃあああああああ

　あ、本人も居た。

◆シュヴァイン：何をやってんだ、あの人

◆ルシアン：あの人だけは本当にわからん

　まじでわからん。

　そして猫姫親衛隊は砦へと無む謀ぼうな突とつ撃げきを……？

◆シュヴァイン：おい、意外と善戦してるんじゃねえか？

　前線を押し上げて──いや、一部を食い破って近接火力が裏に回っている。

　後方火力部隊が近接戦せん闘とうに巻き込まれて一気に弾幕が減る。

◆アプリコット：敵の陣形が崩れる……

　猫姫親衛隊のアーマーナイトが前線の一部を食い破り、近接火力職に道を作った。

　同時に左右でステルス状態のまま侵入したアサシンが混乱を拡大させ、『おそうじ組合』の防御陣系が崩れていく。

◆アコ：先生のギルド強くないですか!?　何ですかあれ!?

◆ルシアン：いや……うん、強い……なあ……

　ぐんぐんと進撃を続け、ついには砦の内部まで押し入った猫姫親衛隊。

　俺達も後を追うべきなんだろうけど、最後尾をとぼとぼとついていく猫姫さんを見ているとそんな気にもなれず、進んでいく彼らの姿を見送った。

　そしてその数分後、システムログが俺達のチャットウインドウに流れた。

▼［ライソード聖堂要塞］を［猫姫親衛隊］が占領しました▲

◆シュヴァイン：取ってるぜ、砦……

◆ルシアン：取ってるな……

◆アコ：帰りましょうか

◆アプリコット：うむ

　俺達たちは静かにいつもの酒場へと戻った。

　猫ねこ姫ひめ親しん衛えい隊たいは最終的に大手ギルドの侵略に敗れ、惜しくも領主の座を逃していた。




　月曜日の部室は今日も重い空気が漂っていた。

　しかしその理由は少し違う。

　酷ひどく引きつった笑みを浮かべる斉さい藤とう先生に白い目を向ける俺達。

「あ、あの、ね？　違うのよ？」

　なにやら要領を得ないことを言う先生に瀬せ川がわが冷たく言う。

「ねこひめせんせー、昨日はなにやってたの？」

「いやね、その、勘違いしないでね？　そういうんじゃないのよ？」

「全ては猫姫様のために！」

「我らが女神！」

「聖天使猫姫様！」

「猫姫様に捧げます！」

「違うのにゃあああああ！　あんなこと頼たのんでないのにゃあああ！」

　うわああん、と猫姫さんがしゃがみ込む。

「ただみんなに、砦とりでを取るにはどうすればいいかにゃって相談したのにゃ。そしたらあれよあれよというまにあんにゃことに……」

「んなこったろうとは思いましたけど……」

　一応協力しようとしてくれた結果があの有り様か。

　ほんのちょっと可か哀わい想そうではある。

「っていうか先生のギルドなんであんなに強いの？　おかしくない？　まさかあれでガチギルドってことないでしょ？」

「まさか、ただの雑談ギルドのはずなのよ？」

「不思議な話だな……」

　え、そう？

　猫姫親衛隊が強かったらおかしい？

「んなことないって、強いはずだよ、猫姫親衛隊だぞ」

「あんたも入りたいわけ？」

「違うって！　──待てアコ、そんな顔すんな！」

　死んだ魚のような目で俺を見てらっしゃる！

「やっぱり初恋は忘れられない、みたいな……」

　違うっつうに！

「あのな、猫ねこ姫ひめさんも言ってたけど、あそこは『むかし猫姫さんがＬＡをプレイしていた頃の友達が復帰記念に集まってでき上がった』ギルドなんだよ。俺の顔見知りとかも結構入ってたりするんだ」

「要するに先生の親衛隊でしょ？」

「それは間違ってない」

「ううううっ！」

　まあ当時から人気ある人だったし。

「ただ設立の経けい緯いはともかくとして、俺と猫姫さんが同じギルドだった頃、つまり二年以上前からレジェンダリー・エイジをプレイしてる人間が集まってるんだ」

　それも俺みたいにショックから別ゲーに手を出したりふらふらソロしてたりっていうんじゃなく、ずっと真面目にプレイしていた人達たちばっかりだ。

「そりゃ廃人じゃなくたってレベルも上がるし装備も揃そろう、操作も慣れてるし連携も上う手まい。その辺のギルドより強いよ」

　そういう『懐なつかしメンバー大集合ギルド』は強い。数の割にとにかく強い。

　有名プレイヤーの復帰にあわせて過去のメンバーが集まって復活したギルドが鯖サバのバランスを崩ほう壊かいさせた例はいくらでもある。

「かくして新たな中堅ギルドが誕生ってわけだ」

「古参は伊だ達てじゃないのね」

「先生凄すごいんですね」

「流石さすがは我が部の顧こ問もん教きよう諭ゆだ」

「全然嬉うれしくないのよ、そんな褒ほめられ方をしても」

　先生は本気で悲しそうに俯うつむいた。

「ともあれ大体必要な戦力はわかった。戦術もな。今回は中規模の砦とりでを観察したが、最小規模の砦なら猫姫親衛隊より少ない戦力でも勝負になる。来週は勝ちに行くぞ」

「しゃーないわね」

「やるのか……」

「気が進みません……」

「私は、何も頼たのんでないのよ？」

　やる気満々のマスター、まだ希望を捨てていない瀬せ川がわ、げんなりとした俺に半泣きのアコ、そしてもはや泣いているようにすら見える先生。

　かなりカオスな状況だった。

「しかし、課金アイテムが使えないとは……なんというハンデか。納得がいかん」

「しょうがないじゃん、ダメージ倍増とか即時復活とか完全回復とか、使い放題じゃバランス滅茶苦茶だし」

「金を払う者が得をするのは何もおかしなことではないだろうに」

「限度があるって」

　金を払えば砦とりでが取れるって扱いをされると戦う側も気分悪いだろうしさ。

「ま、足りない所は俺達たちの力と絆きずなでなんとかするってことで」

「そうだな、それしかないか……」

　マスターはまだ納得していないようだったが、仲間で頑張るってのは嫌いでもないらしい。うむうむと頷うなずいてモニターに向かった。

「ねえねえ」

　と瀬せ川がわが俺とアコをぐいっと引っ張り、顔を寄せてひそひそ言う。

「これってちょっと良いんじゃない？」

「良いって？」

「なにがです？」

「あの課金中毒が課金アイテムが何も使えない状態で戦うのよ。これって課か金きん離ばなれをさせるのに丁度良いんじゃない？」

　課金離れをさせる、とな。

　確かに課金アイテムはさっぱり使えない状況ではあるけども。

「マスターの課金癖ぐせが治るかもしれないと？」

「マスターが使いたいならマスターの好きにして良いんじゃないかなと」

　アコが言うものの、瀬川はさらに声をひそめて、

「にしたって限度はあるわよ。特に意味はないけどガチャが更新されたから百回やっとく、なんてプレイスタイルは普通じゃないわ」

「それは思うなー」

「おいくら使ってるのかは考えたくないですけどもっ」

　しかも身内の俺達は──アコ以外──あんまりその恩恵を受けたがらないものだから、余ったアイテムがどんどん溜たまっているらしい。

　それでも次のガチャは回す。更新されたからやる。

　怖いといえば怖い。

「課金抜きでやり抜けば課金に頼たよるのも収まるかもしれないし。どうせだから裏目標よ。課金なんて無駄だってことをわからせるの。面白くない？」

「確かに、ちょっと不安になってきたので……」

「俺達無課金勢の意地を見せるってことなら一枚嚙かんでもいいぞ」

「おーけー、決定ね」

　んふふ、と笑みを浮かべる瀬せ川がわ。

　うきうきと楽しそうに席に戻る姿は機嫌が良さそうで、それは何よりだけどさ。

「んで、そのための方策は何かあるのか？」

「へ？」

　瀬川は心底不思議そうに首を傾かしげた。

「それを考えるのがあんたでしょ？」

「がんばってくださいね、ルシアンっ」

　あっさりと丸投げにされた。

　そ、そっか、俺の仕事なのか。

「…………おう、おっけ」

　二人揃そろって酷ひどい言い分ではあるんだけど、仮に俺がどんな無茶な作戦を言い出しても素直にやってくれるのは間違いない。そこは信しん頼らいしてる。

　である以上はぎゃーぎゃー言う気にもなれずに、素直に請うけ負った。

　とはいえ……どうしようかねえ。

　崎校祭まで残り二週間。

　現代通信電子遊ゆう戯ぎ部、初の文化祭は前途多難だった。
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「本日の天気は、隕いん石せきー、隕石だー」

「んな天気ねーよ！」

「隕石ごときであたしが止まると思うんじゃないわよ！」

　いや止まっとけって、駄目、そこ進むと死ぬからー！

　空から降ってくる隕石を避よけながら駆ける俺、そしてシュヴァイン。

　最短距きよ離りをできるだけ低ダメージで抜けるのが目標だ。

「死んでも生きられますからねー」

「できれば死にたくはないな！」

　嫁の応援が応援になってない。

　もっと優しさが、愛が欲しい。もうちょっと甘やかして欲しい。

　そんなこんなで、現代通信電子遊ゆう戯ぎ部では今週の攻城戦に向けて自主練習の真っ最中だ。

　俺達たち前衛二人は範はん囲い攻こう撃げきの弾幕をかいくぐって前に進むっていう、明らかに無理ゲーだろというミッションを課せられているのです。

　協力はアリーナマップで暇を潰つぶしていた無関係なプレイヤーのみなさん。

　殺す気で範囲攻撃を撃うちまくってくれって言ったら喜んで協力してくれた。

　嬉うれしくて涙が出そうだ糞くそ野や郎ろうどもめ。

「がんばれー」

　そんな頑張る俺達の後ろで、物もの凄すごく気楽に応援する声がした。

　若干聞き慣れてきたのが少し嫌だったりする、妙に甘ったるい声。

「……秋あき山やまさん、いつの間に来たの。っていうか何やってんの」

「せってたんいんしたお！」

　きゃぴっ！　っと言われた。

「うっわ、ふるっ！」

　懐なつかしさどころか寒気すら感じたぞ！

　しかし秋山さんは俺のリアクションに驚おどろいたらしく、

「えっ、昨日覚えたんだけど」

「き、昨日ですか」

　そ、そうですか、いえ別に不満は何もございません。

　初心者オタの発言はどうもコメントに困るよな。

「……奈な々な子こ、居たの？　クラスの展示はいいの？」

　真剣にゲームをしているのを見られるのはまだちょっと微妙らしい。瀬せ川がわの複雑な視線に、秋山さんは満面の笑みで言う。

「面倒臭いからこっちにサボりにきたんだー」

　俺のクラスなんだけど。

　っていうか秋あき山やまさん俺の班なんだけど。

　仕事進んでる？　大丈夫？

「私もここの部員みたいなものだし、手伝ってても問題ないよね？」

「部員じゃない、部員じゃないわよ。っていうか部員になっちゃ駄目よ」

「な、ならない方がいいと思いますよ？」

　恐る恐る口に出したアコに、秋山さんが、きゃーっと抱きついた。

「えー、玉たま置きさんまだ怒ってるの？　ごーめーんーってー」

「あああうああうあう、いえいえ怒ってないです何も怒ってないです！」

「はいはい、うちの子をいじめない」

「いじめてないよー！」

　意外と気に入ってるみたいではあるけど、それはアコ的に見るとイジメです。

　ほら、小動物みたいに俺の後ろに張り付いて震ふるえてるじゃん。

　超可か愛わいいだろ、俺の嫁だぞこいつ。

「なお我が部は部員を募集していない、残念だったな」

「募集してないとか許されるの？」

　なんでもありだなこの部活。

　しかし範はん囲い攻こう撃げきを避よけるのもちょっと上う手まくなってきた。アコがひっついたままでも操作できるぐらいだ。

　どのタイミングでスキルが発動して、どこでダメージ判定が始まり、いつダメージ判定が終わるのか。それを見極めるのが大事なんだ。

　無視できるダメージならあえて突っ込んだ方が傷が浅い場合もある。

「でもやっぱ範囲攻撃を抜けられないと意味ないんだよな。装備いじろうかな」

「エンチャでＭＤＥＦ上げる？　唐沢の波紋が一つ余ってるけど」

「あー、いいかもなあ……」

　魔ま法ほう防御力は大事だよなあ、うーん……。

「あたしも突っ込んだ後のことを考えて範囲デバフのアクティブ装備買おうかなーって思ってるんだけどねー」

「仮に突破できてもそこからが問題だしな」

「回復する為ためについて行くと私も死んじゃいますよね」

　アコは厳しいだろうな、戻るのを信じて待っててくれた方がいい。

「なんだかそうやって相談してるのを見ると普通の部活みたいだね？」

　一応普通の部活のはずなんだよ？

「で、マスター。あたし達たちのこの練習に意味ってあるの？」

「当然だろう」

　マスターは自信満々に頷うなずいた。

「我に策あり。任せておくがいい」

　大丈夫かなあ……。




　その日の帰宅途中。

　今日もアコと二人の帰り道。

　こうやってアコと歩いてても、くっつきたいと思わないのは夏だからなんだよな。

　もうちょっと涼しくなれば、こう──腕を組んだり、手を繫つないでその手をポケットに入れたり、そういうのができるかなあ。

　なんて妄想をしつつ、ちょっとゆっくりと歩く。

「ルシアン、部活がガチ過ぎて楽しくないです」

　そんな俺の気持ちとは別方向に向かっているらしいアコ。なんだか不満気にそう言った。

「ガチと言っても、お前は後ろでバフをかけてるだけじゃん」

「バフが切れたら怒られる時点でガチなんです」

　いや頻ひん繁ぱんにバフを切らすヒーラーは野良ＰＴでも地雷扱いだからな!?

「もう練習とか面倒ですし、レベルを上げて物理で殴れば良くないです？」

「アコのレベルならともかく、俺とマスターのレベルを上げるのに何日かかるかを考えると、効率が良いかってのは微妙な所かな」

　最終的に上げなきゃいけないのは事実だけど、短期的にみるとどうなのか。

「こーじょーせんは今も変わらず負けイベントなんですか？」

「んー、負けイベは負けイベだけど、勝っても強制的に負けたことにされる程じゃなくなってきたかな」

「レベルを上げて仕様の裏をついて時間をかけて無理やり勝てればちゃんとクエストが進むタイプですか！　大進歩ですね！」

「それは大進歩なのかなあ」

「普通に戦わされて勝たなきゃいけないのに、勝った後に実は全然効いてませんでしたー！　みたいなイベントより大分良いですよ？」

　あー、わかるわかる。あるよな、そういうの。

「うん、確かにあれは本当にクソだな」

　ぼっこぼこに倒したはずなのに、戦せん闘とうが終わったらボスが余裕の顔してこっちがぜーぜー言ってるイベント。本当に意味がわからん。

「まあ、どちらにしても人生の負け確っぷりより幾らもマシですよね」

「人生を捨てゲーするのはやめよう」

　一戦一戦を大事にしていこう。

「もうゲームだけして食べていけないですかねー。プロゲーマーとか」

「まさかアコになれると思ってるのか」

　それこそ生まれ変わっても無理じゃないかな。

「うう、それはそうですけど。でもほら、昔はゲーム内のオークションハウスでアイテムを右から左に流してるだけでリアルの生活ができてた時代もあったじゃないですか？」

「一いつ瞬しゆんで廃れただろ！　過去の栄光にすがるな！」

　ああいう商売は長く続かないの！

　やっぱり堅実に生きるのが一番だから！

「あ、商売と言えば」

　アコがぽんと両手を叩たたいた。

「聞いてくださいルシアン、ちょっと困ったことになったんです！」

　うわ、アコから聞きたくない言葉ランキングベスト５ぐらいが出てきた。

　それ聞かなきゃ駄目かなあ。

「その前置きの時点でかなり聞きたくないんだけど」

　ただでさえ厄介なクエストが待ち構えてるのに、上乗せで面倒事は遠えん慮りよしたい気分で一杯でございます。

「そうおっしゃらずに。私とルシアンの仲じゃないですか」

「俺とお前の仲ならしょうがない。聞かせてみなさい」

「そう言ってもらえると思ってました」

　夫婦じゃ致し方ないからな。

　それに最初から俺が聞いてくれると信じて疑ってないアコの顔を見ると、お前の話は聞きたくねーから、とはとても言えない。

「実はですね、クラスの出し物のことなんですけど」

「ああ、前まえケが崎さきの美う味まいもの展示だろ」

「ええ。それがですね、ちょっと変更されました」

「ほう？」

　良さそうな企画なのに変更すんの？

　クラス展示にしては珍しく俺も見に行きたいぐらいだったけど。

「どうせ美お味いしいものを紹介するなら、教室で見本を食べられるようにしたらどうか、という話になりまして」

「なお良いじゃん。食いたい食いたい」

　良修正だな。

　絵に描いた餅もちじゃなく実物を。

　ユーザーの気持ちを考えた、ネトゲ運営に見習わせたいぐらいの運営方針だ。

「しかし無料で食べられるようにすると大赤字なので、一応はお金をもらおうということになりました」

「まあ仕方ないな」

「その後は、どうせお金を取るなら色んな商品を置いて多少は利益を得ようか、って話に進みましてですね」

「お、おう？」

　なんだかネトゲ運営に見習って欲しくない方向に進み始めたぞ。

「利益を得るためにはお客さんに沢山来てもらわないと困るので、女子が売り子をやろう、という形に進展しまして」

　迷走してる、迷走してるぞ、この運営はヤバイぞ。

「完全に喫茶店だな……クラス展示はどうなったんだよ」

「はい。これは喫茶店だって話になりました。そして喫茶店で売りを作るならやはりメイド喫茶だろう！　ということで、うちのクラスは『前まえケが崎さきの美お味いしいものが食べられるメイド喫茶』になりました」

「クソ運営だー！」

　ダメだこの運営！　運営会社変われ！

「でもさ、よく一年が模も擬ぎ店てんをやるのが許可されたな」

「取材した近きん隣りんのお店とお話がついていたので止められなかったみたいで」

　校外を巻き込んだせいで誰だれにも止められなくなったのか。

　無駄に策略が充実してるな、おい。

「一応は『本物女子高生限定メイド喫茶』とか『リアルＪＫ１専門メイド喫茶』とかそういう店名も案には出たんですけどね、そこは却下されました」

「それが案に出る時点でお前のクラスってかなりヤバイだろ」

　犯罪の匂いしかしない。

　文化祭でやったら地方紙にのるレベルの騒さわぎになりそう。

「そうなんですよ、ヤバイんですよ！」

　問題はそこなんです！　とアコが意気込む。

「メイド喫茶って決まった後です。それならリーダーのメイド長を決めなきゃねーって意見が出た瞬しゆん間かんに、『メイド？　メイドなら玉たま置きさんだよね。玉置さんしかいないね。じゃあメイド長お願いね』──ってクラス全員の意見が何な故ぜか一致して、議論なしで私がメイド長をすることになったんです！　おかしくないですかこれ!?」

「……それはクラスの連中が正しいわ」

「ルシアンーっ!?　ナンドゥルルラギッタンディスカー!?」

「言えてない言えてない」

　裏切ってないし。

　でも俺ですらその状況になったら、まあアコだなーってなるよ。

「一般人からみたらオタ娘ならメイドいけんだろみたいな認識にもなるんだよ」

「そんなの困ります！　私は主婦であってメイドではないです、そこの線引ははっきりしてるつもりです！」

「主婦だと主張されても困るんだけど。俺が困るんだけど。多分お前の脳内で家庭を共にしてるのであろう俺が誰だれよりも困るんだけど」

「専業が希望です」

「働かざるもの嫁になるべからず」

「駄目ですよルシアン！　フェミニスト達たちの甘言に耳を貸してはいけません！　女性は家庭に入るべきなんです！」

「どうして俺の方が怒られなければならないのか」

　普通逆だと思うんだけど。

「それはともかくとしまして。どうしましょう、私がメイド長ですよ。瀟しよう洒しやですか、瀟洒になるんですか？」

「お前の周りで時間はよく止まりそうだな」

　空気が凍る的な意味で。

「別にいいんじゃないか、名目だけだろ。対外的に、アコが主導でメイドやってますってことにしないと困るんだよ」

　オープンオタのアコがメイド代表なら問題ないけど、一般生がメイド長ってのは色々重いだろ。

「名目だけじゃなく仕事もあるんですよう。メイド服どっかから探してきてーとか、誰がどの時間働くかのシフト決めといてーとか、接客マニュアル作ってーとか」

「そりゃ面倒臭いなあ」

　ちょっと押し付けられた感じもある。

　好きに働く時間を決められるなら、楽な時間に自分を入れときゃいいじゃんとは思うけど。

「ずーっと静かに聞いてたせいで何も仕事が決まってなかったんですよね。ちょっと油断してたかもしれません」

「早めにどうでもいい仕事についておくべきだったか……」

　そこの見極めはしっかりやらないと、俺達たちみたいな人種は苦労する羽目になるからな。

「でも一番大変そうなメイド服はマスターに頼たのめば適当に持ってきてくれるんじゃないか？　あの人は前にもコスプレ衣装持ってきたし」

　猫ねこ姫ひめさんが着てたアレとか、まさにメイド服で……いや思い出すまい。

「そうですね、それは今度聞いてみます。問題は他の女の子に予定を聞くっていう苦行と、接客マニュアルなんていうむしろ私が欲しいですよ、っていう物を作らされる地獄です」

「う、うん……頑張れ。応援はしてる」

「はいー」

　しょんぼりと応え、アコは俺の服の裾を握った。

　引っ張られる感触にまた歩く速さを緩ゆるめながら、ちょっとだけアコのメイド姿を想像する。

　うん、アコには悪いけど、文化祭の楽しみは一つ増えた。
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　ネトゲ部の準備だけで済むのなら楽なんだけど、文化祭にはクラス単位の出展もある。

　夏休み明けでまだ次のテストまで時間があるこの時期、割と多くの時間が文化祭の準備に割かれてる。まあ授業よりはマシかなと思うけど。

　そんなわけで、俺も大きな模造紙にがりがりと書き込む作業に勤いそしんでいた。

「いい、みんなー！　崎校の歴史パネルで校史の記述を丸パクリしていいのは連続二行まで！　三行目は必ずちょっと変えて書いてね！　校内図担当のみんなは木の配置とか植木の形とかどうでもいい所を変えてごまかせばトレースでＯＫだから！」

「へい合点！」

「完コピとか余裕余裕」

　やる気がないと言い放った割にしっかり現場監かん督とくに収まってる秋あき山やまさんが言うと、教室内のあちこちからバラバラに返事があった。

　偉そうに頷うなずいてるのはいいけど、秋山さんも仕事をしてください。

「みんなちゃんとやってね？　図書館の本を丸写しするのは発表って言わないわよ？」

「ういー」

「やってまーす」

「……もう、絶対に噓うそよね」

　担任の斉さい藤とう先生に向けられた返事は明らかに適当だった。

　先生は模造紙に向かう俺の隣となりにやって来て、しょんぼりと座り込む。

「ルシアン……先生って辛つらいのにゃ……」

「教室で猫ねこ姫ひめさん化するぐらいですか」

　そりゃ相当辛いんでしょうな。

「みんなちゃんとやってくれないのにゃ……指示待ちゆとり生徒ならともかく、自主的にサボろうと動く生徒なんてどう扱っていいのか知らないのにゃ……」

「普通に怒ればいいじゃないですか」

「完成品は誰だれも怒らないレベルににゃりそうなのにゃ。それで叱しかるのも違うのにゃ」

「ややこしいですね」
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　猫ねこ姫ひめさんなりの教育信念があるらしい。

「うちのクラスはみんないい子なのにゃ。連帯感があって、仲も良いし、イジメもにゃい。でもやる気だけが欠けてるのにゃ」

「クラスのリーダー格がサボる気満々ですからね」

　リーダー格って、つまり秋あき山やまさん──と瀬せ川がわ──のグループね。

　クラスの方向はトップに立つグループの行動方針で大きく変わる。この辺はネトゲのギルドと何も変わらない。仕方ない所だ。

　一応体育祭の方は結構やる気あるみたいなんだけどな、あの人達たちも。

　なんだろうね、リア充じゆうの『楽しむべきイベント』って基準に勉学が入らない所、俺にも理由はよくわかんないよ。

「ルシアン達の方がよっぽど目標に向かって真剣に努力してるのにゃ。一致団結してるのにゃ。猫姫さんは断固応援してるにゃ」

「そりゃ顧こ問もんですから応援はしてください。っていうか先生、暇なら手伝ってくださいよ」

「駄目よ、生徒が自分でやらないと意味がないでしょ」

　さっと表情を変えると、先生は笑顔で他の様子を見に行った。

　くそう、調子のいい時だけ先生に戻って！　卑ひ怯きようだぞ猫姫さん！

「ねえねえ、そこの馬鹿ー、っていうか西にし村むらー、ちょっと来てー」

「呼ばれるのになんで罵ば倒とうされなきゃいけないかな俺は！」

　普通に呼べよ瀬せ川がわ！

　お前以外にそんな酷ひどいこと言う奴やつ居ねえぞ！

「これよこれ。学校周辺マップなんだけど、見やすく拡大コピーしようと思うからさ、ちょっと画像処理してくんない？」

「やらねえよ！　手書きで大きくしろ！」

「あのねー、こっちは好意で言ってるのよ？　こんなことしかできないんだから、これ逃したらあんたがクラスの役に立つ機会なんてないわよ？　ねえ？」

「ねえ、って言われても」

　ほら隣となりの子が困ってるじゃん。同意するのもやぶさかじゃないけど、はっきり言うのもちょっとなあ、みたいな優しい顔してくれてるじゃん。

　ありがとう名も知らぬクラスメイト、あなたが微妙な顔をしてくれなかったら俺の心は折れてました。

「っつうかお前が自分でやればいいだろそれぐらい」

「あたしがそんなのできるわけないじゃん」

「てめっ……ぐぬぬ」

「なーによ？」

　動画編集の技能すら持つお前が画像を編集できないはずがないだろうが。

　一般人の隠れ蓑みのを使って仕事を押し付けるとは卑ひ怯きようなりシュヴァイン。

「そこまで言うなら仕方ない。それなら代わりに俺の模造紙を──」

「い、嫌ですーっ！」

　と、ちょっと遠くからそんな聞き慣れた泣き声が聞こえた。

「ねえ西村」

「いや、気のせいかも……」

「私が主人と呼ぶのはルシアンだけです！　ご主人様なんて言えません！」

「…………」

「……今のって」

　うん、聞こえてるよ。

「旦那様も駄目です、私には夫がいるんですっ！」

　なんでそんな他のクラスまで聞こえるような声で叫んでんのアコ。

　脱力した俺に、瀬川は哀れみの視線を向けて言う。

「あの子はもうどうしようもないわね……」

「しかし今回はちょっと怒る気になれない」

「……あんでよ」

「アコが他の男をご主人様とか言ってるのを想像するとかなり腹が立つ」

「あんたら本当に似たもの夫婦よね!?」

　だろ、そんな褒ほめんなって。

「あ、あの、西にし村むらくん？　行った方が良くない？」

「そだな。ごめん、悪いけど優先度大の仕事が入ったから」

「はいはい、行ってらっしゃい」

　しっしっと追い払うように手を振る瀬せ川がわを背にアコのクラスに走る。

　嫁がいるせいで若干俺も馴な染じみ始めたアコのクラス、何な故ぜかしばらく手伝わされた。

　俺の仕事がさらに遅れた。




　　　†††　　　†††　　　†††




「さてクラスの準備もある中、わざわざ集まってもらってすまない」

　現代通信電子遊ゆう戯ぎ部に集まった俺達たちを見回し、マスターは言った。

「明後日の日曜日は我が部にとって二度目の攻城戦だ。ラストチャンスは来週になるが、もちろん今回も勝つつもりで行く。そこで今日は作戦会議をしようと思う」

「はーいっ」

　真新しいパソコンデスクに座って心底から嬉うれしそうに言ったのは秋あき山やまさんだ。

　なんで座ってんですか、あなた。

「ううう、怖いですルシアン」

「秋山さんは嚙かみつかないから、大丈夫だ」

「犬じゃないよ？」

　秋山さんの近くに居るだけでダメージを受けてるらしく、アコが盛大に怯おびえていた。

　怖いのはわかったから腕にしがみつくのはやめてくれ。夏服なんだから、凄すごく柔らかいんだから、いやほんとぷにゅって感じだから。

　そして一番苦々しい顔をしてたのは瀬川だ。

「……なんで奈な々な子この席があんの？」

「今回は雑魚の手も借りたいからな。斉さい藤とう教きよう諭ゆと彼女の分も臨時で設置した」

「よろしくねー」

「気が進まないのにゃ……」

　臨時って何？　後から片付けるの？

　その方がむしろ大変じゃないのか？

「あのねえ奈々子、こんな面倒臭いの手伝わなくていいのよ？」

「えー、楽しそうじゃない？　私も頑張るよ？」

「…………どうしてそのやる気がクラス展示に向いてくれないのにゃ」

　泣かないでください猫ねこ姫ひめさん。

　あと、これはちょっとどうでもいいんですけど。

「なんで猫姫さんってログインした直後にささやきチャット窓が十個ぐらい開くんですか？」

「みんながすぐにチャットを飛ばして来るのにゃ。ちょっとだけ返事が大変なのにゃ」

「は、はあ……」

　さすが女神は伊だ達てじゃなかった。

「では会議を始めるぞ」

　ぱんぱんと手を叩たたくマスターに全員が注目する。

　さて、どんな作戦で行くのかな。

「初めてのメンバーも居るため、我々の目的について軽く説明しておく」

　マスターはホワイトボードに『砦とりでの奪取』と大きく書き込んだ。

「ミッションは各町に建てられた砦のいずれかを奪取し攻城戦終了まで守りぬくことだ。攻城戦の時間は日曜日の十二時から十四時までの二時間。その間に敵が占領した砦内部のクリスタルを破は壊かいし、我々のクリスタルを設置して守る。単純明快だな」

「そう聞くと簡単そうですね、ルシアン」

「言葉にするとそうだけども」

　やるとなると難しいんだよ。

「前回は中規模のライソード聖堂要塞で戦場の基本を学んでもらったが、今回からは最小規模のカントル小しよう砦さいをターゲットにしていく」

　お、目標が多少は現実的になったぞ。

「カントルは初心者が最初にたどり着く初期村で、売っているアイテムのレベルが低く、税収が少ない。領主褒ほう賞しようアイテムも低レベルで、領主になると損をするとまで言われる砦だ。現在の領主も『おそうじ組合』よりずっと小規模なギルド『エンペラーソード』だ。構成人数は精々が二十人。我々にも勝機はある」

「本当にあたし達たちで勝てるの？」

「大丈夫だって、二十人ぐらいならいけるいけるー」

　秋あき山やまさんの自信はどこから来るのか。

　あなたが百人居ても戦力にはならないんですけど。

　そんな疑問の視線に気づいたか、秋山さんは明るく手を上げた。

「だって今からそのギルドの人と仲良くなって、一週間だけ砦借してって頼たのんだらいいんでしょ？　簡単だよね？」

「そういう作戦はしないから！」

　そっち方向で攻めるの!?

　二十人ぐらいなら簡単に仲良くなれるよってこと!?

「最悪の場合は一番偉そうな人を二、三人選んで喧けん嘩かしてもらえば問題ないし」

「本当にやめて！　これは文化祭！　楽しくて平和な文化祭のイベントだから！」

「じょ、冗談に聞こえないんですけれどもっ」

「奈な々な子こならできるんじゃないの？」

　そうだよ、成功しそうで怖いんだよ！

　彼らは何も悪く無いから、ギルドクラッシャーとかやめてあげて！

「じゃあどうするの？　友達を集めてこっちのギルドに入れるの？」

　それは確かにありかもしれない。戦うなら何より人数が大事だし、方法としては正しい。正しいんだけどさ。

「アレイキャッツにあんまり人を増やしたいわけでもないしなあ」

「それよねー。知らない人は来て欲しくないもんね」

「そうなの？　仲間は多い方が良いんじゃない？」

　秋あき山やまさんはきょとんと言った。

「ははは、こやつめ」

「何を言ってるんですか、あなたは」

「不思議なことを言う娘だな」

　ほがらかに否定する俺達たちに、秋山さんは首を傾かしげる。

「……私がおかしいのかな」

「秋山さんはおかしくないのよ、他のみんながおかしいの」

　先生はもはや諦あきらめた様子だった。

「では当日の動きについて説明しよう。まずはこの資料を見てくれ」

　マスターが俺達に何枚かのプリントを配った。

　うわ、すげえ。砦とりでの構造と説明、戦せん闘とうする可能性のあるギルドの構成なんかが一覧になってる。こんなのどうやって調べたんだ。

　そしてもう一つ。増援という記述があった。

「先ほど彼女も言ったが、確かに我々の人数では策略を練らなければ勝利は厳しい。だが卑劣な手は使いたくない。そこで考えたのが、傭よう兵へいを雇用するという作戦だ。一枚目の資料に詳しい説明がある」

「えっと、増援として傭兵ギルド『ヴァレンシュタイン』を雇用し、その打だ撃げき戦力を主軸として戦闘を行う、ですって！　仲間が増えますよ、やりましたねルシアン！」

「ちょっと、やめなさいよ！　……って、傭兵？　傭兵ってまさかマスター」

「その名の通り、金で雇われる兵士だ。我々に足りない人数を補うには良い作戦だろう？」

「マ、マスター……やっぱりお金で解決するわけ……？」

　瀬せ川がわはげんなりと頭を抱えた。

　まあ予想できた話だよね、うん。

「そう言うな。このギルド『ヴァレンシュタイン』はたったの五人で構成されている」

「ああ、なんだ。小規模なのね」

　それならいいんだけど、と言う瀬川に笑いかけて、マスター。

「だが安心しろ、リーダーのバッツ氏を始めとして、サーバートップクラスの実力者を抱えた有力ギルドだ。五人いれば五十人は殺すぞ」

「だからそういうとんでもないヤツを連れてきたら意味がないって言ってんでしょ!?」

「先生はみんなの力で頑張って欲しいのにゃ……」

「援軍を頼たのむだけです。数で言えば我々の方が多いのですから」

　戦力で言えば圧倒的に向こうの方が上だと思うんだけど。

「当日は開戦十分前に集合。『ヴァレンシュタイン』と軽くミーティングを行い、最初の一時間は実戦の中で連携を調整。そして最後の一時間に本気で攻める形になる」

「そんな強い所なら細かいことはお任せでしょ、どうせ」

「うむ。他のギルドからも声がかかっていたが、高い報酬を約束して引きぬいた。活かつ躍やくしてくれることだろう」

　マスターは自信満々に言った。

　うーん、そういう作戦になったか。

「……ちょっと、西にし村むら」

　寄ってきた瀬川が難しい表情で言う。

「結局は金でなんとかしようとしてるわよ、マスター」

「現実のお金じゃなくてゲームの中のお金で雇ってるんですよね？　なら別に良いんじゃないですか？」

「それに金って言ってもとてつもない額を払うわけじゃないと思う。使ったアイテムの代金と、それなりの時給と、暴れる機会が欲しいだけだろうから」

「にしたってねえ」

　瀬川の懸け念ねんもわかるんだけど、ごめん。

「俺もこの作戦は案の一つとして考えてた」

「はあっ!?　あんたも!?」

「だってしょうがないだろ、どうやったって人は足りないんだから」

　暇そうな知り合いのギルドに声かけて、使ったアイテムの金はこっちで負担するから好きに暴れてくれ、みたいな依い頼らいをしようかなって考えてたんだ。

　そういう意味ではマスターは流石さすがだ。

　少数戦力としてはサーバー最強クラスの傭よう兵へいを連れてきたんだ、そりゃ凄すごい。

　凄い、凄いは凄いんだけどさあ。

「そういう人ってちょっと特殊だからなあ。マスターに使いこなせるのか」

「マスターもカリスマがないってわけじゃないんだけどねえ」

「あの、そんな強い人と一緒に戦うのって怖いんですけど……ルシアン、守ってくださいね？」

　いやいや味方だからねその人達たち。

「ねえねえ先生、この『秘密結社アルパカ牧場』ってギルド、可か愛わいいの？」

「アルパカはね、よく見るとちょっと怖い顔をしてるのよ」

「そこの正式名称は『秘密結社アルパカ牧場～未来に輝かがやく新素材～』だ。氷結属性に対する耐性が高いアルパカ装備で固めている。もしも敵対した場合は炎属性で攻め立てろ」

「へー、本当にアルパカなんだー」

　あそこの三人は話が通じてるんだろうか。

「大丈夫かしらねえ」

「……ま、なるようになるさ」

　現代通信電子遊ゆう戯ぎ部、二度目の戦いが目前に迫っていた。




　そして日曜の昼、俺達は部室に集まった。

　まだ文化祭まで少し時間があるが、日曜日にやって来て準備をしようって熱心な生徒は沢山居るみたいだった。

「あのね、学生の皆と違って、先生は明日も仕事なのよ？」

「先生の仕事場と俺達の登校先は同じですよ」

「休みの日の部活監督も顧こ問もんの仕事でしょ？」

「顧問の仕事は無給なのにゃああああああ！」

　知りたくない事実が明らかになってしまった！

「勤務形態に問題があるのでしたら、改めて理事会の方に」

「ああいいのよ、教師はこういうものだから。大事にしなくていいから」

　真面目に受け取るマスターに先生がうろたえてる。

　教師って意外と大変なんだな、うん。

「さて、そろそろ攻城戦の時間だ」

「緊きん張ちようしますねー」

　ちょっとアコの表情が硬い。

　人と喧けん嘩かするってだけで憂ゆう鬱うつらしい。

「もう範はん囲い攻こう撃げきでぐちゃぐちゃにされる夢を見るのは嫌なのよ」

「夢にまで見たか……」

　ネトゲの夢を見ることはよくあるけど、そんな拷問みたいな夢は辛つらいな。

「やった、勝った！　砦とりでを取った！　ってタイミングで目が覚めた日もあったわ。あの時の喜びをどうしてくれるの？」

「あの日は朝から茜あかねに八つ当たりされたんだよ。酷ひどくない？」

「仕方ないって。夢でレアが出て超喜んだ後、朝になって目が覚めてそれがないってわかった時は──もうとりあえず目に入るものを全部壊こわしたくなるから」

「夢と現実は違うよっ!?」

「とにかく俺の前にあのレアがないのが気に入らない」

「砦が手に入ってないのが気に入らない」

「八つ当たりはやめよう、ね？」

　何な故ぜか秋あき山やまさんに八つ当たりをする俺達たち。

　それも全部苦笑いで済ませるあたり、彼女もやたらと器の広いリア充じゆうさんだ。

「さて、そろそろヴァレンシュタインと合流の時間だ」

「対人廃人さんねえ……どんな人なのかしら」

「要するに誰だれかを倒すのが好きでたまらない人ですよね」

　そういう言い方をすると危ない人みたいに聞こえるからやめて。

「誰かより強いってことを証明したいとか、単純に全てをぶち壊しにするのが面白いとか、そういう人も居るしさ」

「結局変な人じゃないですか」

「変じゃない人もいくらでも居るんだけど、やっぱ変な人が目立つからなあ」

　どこの業界でもそんなもんだ。

　そして、少人数最強ギルド、なんて異名がつく所は──大抵の場合、変なギルドだ。

「む、来たぞ」

　言われて画面を見ると、約束したカントルの広場に入ってくる数人のプレイヤー。

　ギラギラと光を放つ装備に全身を固めた五人組がこちらに歩いてきた。

　エンブレムは今にも飛び立とうとするワシの紋章。

　色んな意味で有名な傭よう兵へいギルド『ヴァレンシュタイン』だ。

◆バッツ：うーっす

◆コロウ：どうもー

◆ミズカ：こんにちは[image: ]

　先頭でやって来たのが、確かリーダーのバッツさん。俺と同じアーマーナイトのコロウさんとヒーラーのミズカさんが挨拶をした。

◆アプリコット：わざわざすまないな

◆ルシアン：よろしくお願いします

◆アコ：よろしくお願いしまうｓ

「チャットで嚙かむかお前」

「だってえええええ」

◆シュヴァイン：おう

◆セッテ：よろしくー

◆猫姫：にゃ

　にゃ、で済ませる猫姫さんも相当な強つわ者ものだなあ。

　後ろの二人……弓を担いだ人と、マスターと同じ魔ま法ほう職しよくの人は黙だまってこちらを見つめてる。なんかちょっと怖い。

◆バッツ：悪いね、砦の近くだと同盟とかいじれないからちょっと遠いけどここにした

　チャットウインドウに表示が出た。

▼［ヴァレンシュタイン］　と　同盟を結びました▲

　あー、本当に仲間付きで戦うんだなって変な実感があるなあ。

◆アプリコット：構わないさ、攻城戦開始からすぐに戦う気もない

◆バッツ：あ、そう？　最初から思いっきりやりたかったんだけどｗ

　そう笑うバッツさんの装備は、なるほどとんでもない。

　見るだけでわかる、これは対人戦に本気の人だ。

「強そうだな……」

「そう？　あんまり強そうに見えないわよ？」

「いやいや、んなことねーって」

　単にＭＯＢ狩り用の装備を強化してるだけならどこにでもいる普通のプレイヤーだ。

　あの人達たちは、魔法防御が高い代わりに攻こう撃げき力りよくが下がる鎧よろいだとか、対人防御だけしか上がらない頭だとか、切るだけでデバフが入るっていう、モンスター狩りだと絶対使わない武器とか、そういう装備をオーラを放つぐらい全力で強化してる。

「対人専用装備なのにそれを躊躇ためらいなく完全強化してるってのは、本当にガチ勢だ」

「ああいうのを指して強そうって言いたくないわね」

　そうかな、あれはあれで調和が取れてて結構格好良いんだけど。

　軽装だけど、なんかこう……人を殺す装備、って感じで。

◆アプリコット：では軽く連携の確認をするか

◆バッツ：あー、そうだな

◆コロウ：じゃあ盾の人、スイッチのタイミングだけ決めとく？

◆ルシアン：え……対人でスイッチとかするんですか？

◆コロウ：あー、んじゃいいや

　え、いや、説明！　説明して！

　スイッチってあれだろ、でかいボスの相手とかしてる時、一人でずっと盾役やってるとスキルとポーションのクールタイムで物理的な限界が来るから、盾役を交代するんだろ！　知ってるって！

　でも対人でどうやって何をスイッチするの!?　ねえ!?

◆ミズカ：アコさんバフの振り分けはコンセが私でいいですか[image: ]？

◆アコ：え、ええ？

◆ルシアン：ごめん、こいつまだコンセ使えないから

◆ミズカ：ああ、じゃあサクラお願いします[image: ]

「バフの振り分けってなんですかっ!?」

　落ち着け落ち着け、レイドＰＴなんかでもあることだから。

「二人で同じバフかけたら面倒だから、かけるバフを二人で分けるんだよ」

「じゃあサクラメントだけしてればいいんですね」

「全員にな」

「…………ひとり、ふたり、さんにん……」

「十一人ＰＴだから」

　頑張れよヒーラー、大事な仕事だ。

◆ミズカ：こっち五人のリカバは私がするので、そちらはアコさんと猫姫さんお願いします[image: ]

◆アコ：は、はいっ

◆猫姫：わかったのにゃ、アコちゃんに任せるのにゃ

「リカバリーオールも私がやるんですかっ！」

「多分十人超えぐらいのＰＴでも普通はヒーラー一人だぞ」

「無理でずうううう」

「先生は基本的に見てるからね」

「こんな所で先生をやらなくていいですー！」

　アコに泣きが入ってるのはともかくとして、準備を進めよう。

◆バッツ：セッテまだ低レベ？　装備それだし。じゃあ適当に指示出すからその通り動いて

◆セッテ：はあい

◆シュヴァイン：俺様はどうするんだ

◆バッツ：大剣でしょ、つっこんでらんらんしてればいいよ

◆シュヴァイン：らんらん……

　敵のど真ん中で大剣スキルのランページソードをぶん回しているだけ、っていうのが一番強かった時代に生まれた、クソゲーをたゆたうもの、らん豚になれとの指示が出てしまった。

　だ、大丈夫かな瀬せ川がわ、怒ってないかな。

　ちらっと見てみると、ちょっと据わった目つきでキーを叩たたいてる。

「らんらんすればいいのね、ああそうね、わかったわ、わかったわよ」

「大丈夫か瀬せ川がわ」

「いいわよ、らんらんしてやるわよ。あたしの大剣の威力舐なめんじゃないわよ」

「お、おお。頑張れ」

　火力に特化してる分、威力だけなら捨てたもんじゃないから、シューならきっと活かつ躍やくしてくれると俺は信じてるよ。

◆バッツ：後はだいたい俺達について来てくれればいいから

◆アプリコット：そんな曖昧な方針で良いのか

◆バッツ：大丈夫だって、カントルとか余裕だからｗ

◆アプリコット：……そうか

　なんだか空気が悪い。

　本気で、決死の覚悟で、ガチガチに緊きん張ちようして、頑張って勝つぞって気持ちで来た俺達と違う。

　ヴァレンシュタインの人達は適当で、曖昧で、全然本気じゃない。

　でも俺達が知らないことを山ほど知ってて、きっと適当なままで俺達よりずっと上に居る。

　そのズレがなんか嫌な感じ。

「ねーねー、ルシアン君」

「なんでしょうか」

　横合いから言ってきた秋あき山やまさんに返すと、彼女はちょっと微妙な表情で、

「……えっと、これは本題じゃないけど、なんで私にはほんのり敬語なのかな？」

「つい癖くせで」

　どんな癖？　と首を傾かしげながら、秋山さんはモニターの中のバッツさん達を指した。

「この人達さあ、なんかやな感じじゃない？」

「んー、そっか？」

　確かにノリが軽いっつうか適当っていうか、舐められてる感じはある。

　実際俺も空気が悪いなって思った。

　けど、俺達が弱いのは本当のことだし、仕方ないって思わなくもない。

「んーと、説明が難しいんだけど……この人達ってさ、トゥイッターのフォローを早めに外しとかないとマズそうな子の空気がある、っていうのかな」

「どういう空気!?　フォロー外さないとどうなんの!?」

「勝手に炎上してこっちまで延焼するの」

　わ、わからんでもないけど！

　こいつと繫つながってるといつかすげえ迷惑しそう、みたいな輩やからは居るけど！

「まあまあ、初対面の人をそう悪く言わずに。仲間だしな」

「んー、私の勘当たるんだけどなあ」

▼ただ今より攻城戦を開始します▲

　不満気な秋あき山やまさんをなだめながら、俺も内心思った。

　この人の勘って超当たりそうだなあ、と。




　そしてやって来たカントル小しよう砦さい。

　人気のない砦とりでだけあって今の所は攻めているギルドも居ない。

　敵もさほど多くはなく、少ない見張りが小さな外がい壁へきの上に居るのが見える。

◆ルシアン：気づいたかな、砦の入り口に防衛線ができてる

◆バッツ：んじゃレベルの低い……セッテとアコ、それぞれ壁沿いに北と南に走って

◆アコ：えっ

◆セッテ：なんでー？

◆バッツ：いいから、一周して帰ってきて

　どうしよ、とこっちを見る二人。

　いやいや俺を見られても、指揮官は俺じゃないよ？

「とりあえずは指示通りにやってみるか」

「はーい」

「砦の周りを走ればいいの？　人居るよ？」

　とてとてと走っていく二人。

　砦の近くを走ってるもんだから、当然外壁の上から攻こう撃げき魔ま法ほうが飛ぶ。弓も剣も槍やりも飛んでくる。

◆アコ：攻撃されてますーっ！

◆猫姫：二人とも逃げるのにゃーっ！

◆バッツ：おけおけ、逃げろ逃げろ、壁沿いに逃げて

　どんどん俺達たちから離はなれていくアコとセッテさん。

　まるで餌えさのように、その後を追って数人がついていく。

　ひとしきり前線を確認して、バッツさんが剣を構えた。

◆バッツ：よし、前線から人が減ってる、いけそ

　その為ために走らせてるのかよっ!?

　マジでただの餌でしかなかったのか。

◆アコ：私達って囮ですかっ!?

◆セッテ：えー、酷くないー？

◆バッツ：いつ死んでもいいから、適当に引きつけてｗ

「何よそれ。囮やるならあんた達でやればいいじゃない」

　瀬せ川がわが荒っぽくマウスを操作しながら言った。

　傭よう兵へいで雇われた側なのに、雇い主を囮おとりに使うってのはいただけない。

「酷ひどいは酷いけど……戦術としては正しい。戦術としては」

　特に低レベルテイマーのセッテさんは本気で役に立たない。

　その彼女で数人を引きつけられるならとても効率は良いかもしれない。

　勝利だけを目指すならこういう作戦をいくつも使うのが正しいんだろうけど──。

「……私の好きな戦い方ではない」

　俺の考えをそのまま引き取るように、マスターが眉をひそめた。

　そうだよな、今でこそ使えるようになったシュヴァインがまだまだ下手だった頃も、アコがいくらミスをする奴やつでも、仲間を捨てるようなことは絶対にしなかったのがマスターであり、俺達たちのアレイキャッツだ。

　適当に引きつけて死ねなんていう指示を出すようなギルドでは、断じてなかった。

◆バッツ：このタイミングで崩すから

「言っていても仕方あるまいか。行くぞ」

「このイライラ、あいつらにぶつけてやるわっ」

「ええい、やってやるよっ」

　アコとセッテさんを置いて、シュヴァインと共に防衛戦へ突とつ撃げきをかける。

　俺だって練習したんだよ、二十人規模の相手なら抜けられる、はずっ！

「よし、行けそう」

「ぶった切ってやるわよっ！」

　薄うすくなったとはいえ遠えん距きよ離り攻撃の弾幕が降りそそぐが、練習通りに合間を抜ける。

　シューからもらった装備でＭＤＥＦを上げてある。意図的に魔ま法ほう陣じんの上を抜け、弓矢を避よけて前に出る！

　なんとか敵前面にたどり着くって所で、敵の前衛が俺達の前に立ちはだかった。

　俺と同じく盾を構えて、槍やり装備のアーマーナイトが正面から俺を睨にらむ。

「敵前衛が前に出てきた！　当たるぞ！」

「向こうが前に出てくればこちらの魔法の射程内だ！　潰つぶされるな！」

　盾同士なら、後ろの火力をどれだけ信じられるかが勝負だ。

　奴の一発目を防いでスタンをかける、一人ずつ倒していけば──。

　そんな風に思考を回していた間に、目の前を黒こく影えいが横切った。

◆バッツ：止まんなくていいよｗ

　横から滑るような動きで接近してきたバッツさんが、両手の剣を一いつ閃せんしていた。

　俺の正面に居た敵のＨＰが一発で半減する。

　反撃しようと突き出された槍をするりと避けて背後に回る。

　双剣をさらに一振り。それで敵の剣士は沈んだ。

　いや、あの、俺のやる気とかそういうの、どうすれば……。

「……は？　何なのよ、今の」

「凄すさまじい火力だな」

「火力もだけど……」

　凄すごいのは火力だけじゃない。

　先頭で走っていたアーマーナイトの俺に視線を集めて、弾幕の薄うすく、かつ敵に近い部分だけを的確に抜けて突破してきた。

　俺を攻こう撃げきしようとした敵の機先を制して一撃を入れ、自分のスキル硬直を細かい移動でキャンセルし、最初から読みきっていた敵の反撃をモーションキャンセルのついでだけで見事に避よけきる。

　背後からの攻撃で前衛を屠ほふった後は即座に敵陣の真ん中に突っ込んで、柔らかい相手から食いちぎるように倒す──その動きにも一切無駄がない。

　こんな動きができるものなんだ。

「飛んでくる遠えん距きよ離り攻撃も減ってると思ったら、後ろの弓の人が凄い勢いで落としていってるわね」

「半端じゃないなこの人達たち」

「ううう、まだ一周終わりませんー」

「あーきーたー」

　アコとセッテさんはまだ砦とりでの周りを走ってた。

　ごめん、二人共。本当にごめん。

「……何もする必要がないな」

「本当にな」

　俺達がほとんど何もしていない間に『ヴァレンシュタイン』の人達が敵の防衛ラインを叩たたき潰つぶした。

　後退させたとか崩ほう壊かいさせたとかじゃなく、全員を倒したんだ。

　本当に冗談みたいだった。

◆コロウ：ここが一番守りやすいポイントだったから後は流れ作業でいける、押します

◆ルシアン：はーい

　同じ盾職のコロウさんと肩を並べて砦の内部を進軍する。

　砦の中庭に作られた二つ目の前線も敵じゃなかった。俺と比較にならない速度で前線の端を突破したコロウさんが後方で盾を振り回し、『エンペラーソード』のメンバー達はろくに抵抗もできないまま倒れていく。

「なんぞこれ」

「ありえん」

　げんなりと見守るしかなかった。

◆アコ：ルシアン、待ってくださいー

◆ルシアン：お、アコ、追い付いたか

　最後尾にようやくアコが追い付いてきた。追いかけてきた敵は途中で戻ったらしい。

　進んでいく陣形から少し離はなれてアコを待つ。

　やっぱこいつが居ないと調子が出ないよ。

　とっとっと、と軽いアコの足音が聞こえる──のと一緒に、とっ、とっ、とっ、とゆっくりの足音が。

「……ステルス！」

　この音は、ステルス移動をしてるアサシンの！

「アコ、まずい！　どっかにアサが隠れてる！」

「えええっ、ど、どこですか!?」

　動揺したアコの足が止まった！

　ちょっ、それは一番駄目！　足を止めちゃ駄目だ！

◆ロキ・Ｆ：ヘアッ！

　足を止めたアコの背後から飛びかかったアサシンの短剣が迫る。

　ヤバイ、後ろからモロに入った！　アコの防具だと即死まである！

「きゃーっ！」

　べしっ、と。

　アコが闇やみ雲くもに振るった杖つえの一いち撃げきがロキさんを叩たたき落とした。

　しかし不屈のロキさんはさらに短剣を振るう、が。

「何か居ました、出てきましたよ！　きゃー、きゃーっ！」

　アコが適当に振るう杖の攻撃がロキさんの攻撃を発動前に止める止める。

◆ロキ・Ｆ：おうっ！　おうっ！　おうっ！

　腕を狙えばキラッ☆　と迎撃され、足を狙ってもキラッ☆　と防がれ、突進してもキラッ☆　と止められる。

「う、うわあ……」

「きゃー、きゃーっ！　ルシアン、助けてー！」

「お、おう」

　通常攻撃だけでハメられるロキさんの哀れさに硬直してたけど、そんな場合じゃなかった。

　とにかくアコを助けないと！

◆バッツ：邪魔

◆ロキ・Ｆ：うああああああああ

　いつの間にか戻ってきていたバッツさんが一撃でロキさんをのした。

◆バッツ：さっさと行くよ

◆ルシアン：は、はい

　可か哀わい想そうに、ロキさん。

　公式から頭蓋骨が配られたりしなきゃいいけど……。

　俺達たちが居ない間にも本隊は突き進んでいた。

　最終防衛ラインである領主の間はそれなりに硬い前線が敷しかれてたんだけど、

◆バッツ：俺達全員で行くから、見てればおけ

◆ミズキ：私も前に出るんで、後ろお願いします[image: ]

◆ルシアン：全員って、ちょっ

　言葉通り、本来後衛に位置するはずの魔ま法ほう職しよくや弓手まで五人全員が躊ちゆう躇ちよなく飛び込んでいき、全員が暴れに暴れた。

「もうこいつらだけでいいんじゃないかな……」

「遺い憾かんだが、そう思わざるをえない」

　あっさりと領主クリスタルを叩たたき割った傭よう兵へいギルド『ヴァレンシュタイン』を見て、俺達は全てのやる気が奪われていくような気分だった。

◆アプリコット：ともあれ、ここに我々のクリスタルを置けば良いわけだな

◆バッツ：そそ

　マスターがそっとクリスタルを設置する。

　蒼あおい輝かがやきが領主の間を包み、チャットウインドウにアナウンスが流れた。

▼砦［カントル小砦］を［アレイキャッツ］が占領しました▲

「……達成感、ないわねー」

「こういう形でクリアして欲しくはなかったにゃあ」

「贅ぜい沢たくを言うものではない」

　そうたしなめるマスターが一番納得いかなそうな顔してるよ？

◆バッツ：じゃあさっきラインを潰した所で守ってて。俺達が裏で隠れてて、攻めてきた敵の後ろをつくから

◆ルシアン：了解です

　もはや完全に指揮権を奪われた俺達アレイキャッツ、言われるがまま中庭に前線を作って待った。

◆セッテ：遠くから団体さん来てるー

◆ルシアン：了解……ってセッテさん、どこに居んの？

◆セッテ：戻ってもしょうがないから上から見てたの

　ああ、要領いいですね、大正解です。

　俺の周りってそういう人は珍しいからちょっと新しん鮮せん。

◆バッツ：またエンペラーソードだなー。適当に潰すから、範囲打って足止めて

◆アプリコット：わかった

　再びやって来たのは、当然砦とりでを奪われた直後の『エンペラーソード』だ。

　怒り任せに突っ込んできた彼らだけど、マスターの大範囲魔ま法ほうに一いつ瞬しゆん足を止めた。

◆バッツ：んじゃゴーで

　そのタイミングで背後から『ヴァレンシュタイン』の攻こう撃げき。

　食らいたくないなー、この攻撃。

「うわ、ノックバックで範囲に叩たたき込んだ。それも一振りで三人も」

「む、メテオが当たったな」

　当たりさえすればマスターの火力は伊だ達てじゃない。

　打ち込まれたメテオは三人まとめて消し飛ばした。

「今回に備えてストライクダメージ：フレイムをダブルでつけたからな。火力は更に上がっている！」

「またそんな特化エンチャを……」

　バッツさん達たちは敵の反撃が来る前に乱戦を抜け、マスターのメテオが放ったエフェクトに隠れてタイミングをズラし、再度突撃をかけた。

　ろくに抵抗もできずに倒れていく『エンペラーソード』、およそ二十五人。

◆バッツ：あー、マジ雑魚

　たった五人で五倍のプレイヤーを倒しておいて、彼はあっさりと言い放った。




　現在時刻十三時五十分。

「残り十分、か」

「そーね」

　時計を見たマスターに、瀬せ川がわがだるそうに返した。

「面白くなーい」

「…………」

　秋あき山やまさんは既にキーボードから手を離はなしてるし、アコすらも余り楽しそうじゃない。

　何度かやって来た『エンペラーソード』も、ちょっと姿を見せた他のギルドも、『ヴァレンシュタイン』が完かん璧ぺきに叩き潰した。

　少数精せい鋭えい、連携のでき上がった廃人ギルドってこんなに強いんだな。

　知ってたけど、想像以上。

◆バッツ：あー雑魚ばっか。つまんねー

◆ミズキ：カントルなんで[image: ]

◆コロウ：俺達が強すぎるだけじゃ

　大口を叩たたくだけのことはあるけど、その砦とりでを取れずに困ってた俺達たちの前で言わなくても。

「ねえ西にし村むらくん」

　秋あき山やまさんが俺の肩をつついた。

　なんでしょうか、あんまり顔を近づけられると怖いんですけど。

「この人達やっぱりやばくない？」

「そりゃやばいぐらい強いけど」

「じゃ、なくてさ」

　秋山さんに呼応するように、アコも不安そうに首を傾かしげる。

「私もなんだか、ちょっと嫌な感じが」

「あ、アコちゃんもわかる？　なんかねえ、本当に良くないタイプだよ、こういう人」

「良くないって言っても……」

　抽象的過ぎて何が言いたいのかよくわからん。

「瀬せ川がわ、どう思う？」

　静かに画面を見つめている相棒に聞いてみる。

　しかし頼たよれる相棒はなんかこんな顔→[image: ]で言った。

「シュヴァインは豚だから難しいことはわからないわよ」

「しっかりしろ瀬せ川がわー！」

　らんらんになってるー！

　他人任せのクソゲーが瀬川の心をらんらんにまで落としてしまった！

「[image: ]やんやん？」

[image: ]

「やらねーって、出荷するぞお前」

　マジで豚だからツッコミにくいし！

「……ま、どーでもいいわよ。これでエンブレム校章にしてＳＳ撮とったら文化祭の準備終わりでしょ、楽で良かったわ」

　あーあ、と背中を伸ばす瀬川に、マスターが眉をひそめる。

「油断するな、まだ終わってはいないぞ」

◆猫姫：そうにゃ、終わるまでが遠足なのにゃ

「先生みたいな台詞せりふですね」

◆猫姫：ひどいのにゃ[image: ]

　そんな言葉通り、バッツさんから連絡が入った。

◆バッツ：んじゃ俺達は最後に備えて町で補給してくる。すぐ戻るから

◆アプリコット：了解

　町への帰き還かんアイテムを使い、ヴァレンシュタインのメンバーが戻っていった。

「彼らが居ない間が危険だ。戻るまでの間集中して防衛を──」

　マスターがそう指示を出していた、まさにその時。

　俺達のチャットウインドウにこんな文章が表示された。

▼［ヴァレンシュタイン］　との同盟が　解除されました▲

「……は？」

　なんだ、どうなってる？

　同盟が解除された？　あの人達との？

「えっ、攻城戦中に同盟って解除できるの？」

「ギルドメンバー全員が町の中に戻れば可能だ」

「と、ということは、つまり、あの」

　アコがおそるおそる、と聞く。

「こうやって同盟が解除されたら、どうなるんです？」

「あいつらの攻こう撃げきが、俺達に当たるんだよ」

「それってもう何もかもが駄目なやつですよね!?」

　駄目なやつですね、ええ。

「ね、言ったでしょ？　ヤバイって」

　あーあ、と秋あき山やまさんが苦笑いする。

　信じておけば良かったかなあ、この人の勘。

「まだ何が起きたかはわからんぞ」

　マスターはそう言うけど、でも余りにも予想がつく。

◆猫姫：すぐ戻ってくる、って言ってたからにゃ

「ですよね……」

　そしてクリスタルを守る俺達たちの前に、バッツが現れた。

　仲間は居ない。

　たった一人の、しかし最強の──『敵』だ。

◆アプリコット：どういうつもりだバッツ

◆バッツ：だまして悪いが、仕事なんでな。死んでもらおう

　バッツはニヤリと笑って剣をとった。

◆アプリコット：罠……だと!?　そんなことが！

　ばっと手を広げ、驚きよう愕がくに表情を歪ゆがめて言うマスター。

　なんでそこで無駄にノリノリなのかな！

◆バッツ：相手は俺一人、止めてみろよｗ

◆アプリコット：迎撃！

「簡単に言うけどなっ！」

　実際止められる気がしない。

　対人戦で人数は圧倒的な力ではあるが、最強の単体戦力もまた圧倒的な力。

　言っちゃなんだけど雑ざ魚こ揃ぞろいの俺達が束になっても勝てない相手っていうのは存在する。

「これが入ればワンチャンあんだろ……くっそ！」

　何とかスタンだけでもと振るったバッシュが避よけられ、するりと抜けた先に居たセッテさんが一撃で切り払われる。

◆セッテ：ばっつんひっどーい

　あーあー、と秋山さんが両手を上げる。

「この、調子にっ」

　瀬せ川がわが大剣を振るうが、モーションと射程が完かん璧ぺきに見切られてる。

　シューが大技を振るために動いた数歩、その移動タイミングで突撃スキルを打ち込まれた。

◆猫姫：にゃっ！

　猫姫さんの回復で一いつ瞬しゆんだけ立て直すが、猫姫さんを壁かべにして俺達と対角線上に動くバッツに一いち撃げきも入れられない。そのまま猫ねこ姫ひめさんが倒れる。

◆猫姫：無念なのにゃ……

「一緒に行くわよ！」

「あわせる！」

　シューのタイミングはわかる。

　この状況で小技を使う奴やつじゃない、突撃スキルキャンセル大だい範はん囲い技わざで決めにかかるはず。

「あんたの言う通りらんらんしてやるわよ、食らいなさいっ！」

　シュヴァインが腰だめに大剣を大きく振る。

　範囲は広い、避よけられるタイミングじゃない、はずが。

　カウンター！　カウンター！　カウンター！

「噓うそでしょっ!?」

「あれカウンター取れんのかよ！」

　大剣の振り回し攻撃はダメージ判定が三回ある。

　その判定が出る一いつ瞬しゆんだけをついて、カウンターが三発入った。

　んなことできるのかよ、本スレでも聞いたことねえぞ!?

「これ無理だわー」

　シュヴァイン自身の火力まで上乗せになった三連撃に、攻撃した本人がぶっ倒れた。

「くっそっ！」

　まだバッシュのクールタイムが終わってない、スタンは入れられない。

　いや、仮に入ったって俺一人の火力じゃ……。

「むーりーだー！」

　殴っても切っても体当りしても全部避けられる。

　無残、としか言えない状態で、俺もやられた。

◆バッツ：ラスト一人

◆アプリコット：くっ！

　詠唱していたマスターの魔ま法ほうが発動する前に、バッツが肉にく薄はくする。

　一発は耐えた、二発目も、三発目も、四発目も。

　狩りステの魔法職としては脅威の耐えっぷりだ。

　流石さすがだけど──それだけだった。

◆アプリコット：そ、そんな馬鹿なああああああああああ

「マスター、断だん末まつ魔まが完全に悪役だぞ」

「制御できない傭よう兵へいに背中さされた王様ってこんな絶叫をするもんよね」

　俺達たちのクリスタルが叩たたき割られる。

▼［カントル小砦］を［ヴァレンシュタイン］が占領しました▲

◆バッツ：ぬるゲーだわｗ

◆アプリコット：くっ、どうしてだバッツ、裏切りだと!?　充分な報酬を約束したはずだ！　この砦から得られる収益よりよほど多いだろう！

◆バッツ：金とかどうでもいいしｗ

　バッツはそう言って俺達たちを見下ろす。

◆バッツ：明らかにここで裏切った方が面白いじゃんｗ

　マジ笑える、と、言葉通りに笑って言った。

▼ただ今をもって攻城戦を終了します▲

　攻城戦終了のメッセージと共に各砦所有者を通知するアナウンスが流れた。

　もちろんその中にアレイキャッツの名前はない。

　くっそ、ラスト十分を守りきれなかっただけで、こんな無残な。

◆アプリコット：……なるほど、そういうことならば仕方あるまいな

　攻城戦が終わり、砦内部で死んでいたプレイヤーが自動蘇そ生せいされる。

　ゆらりと起き上がったマスターはがっと顔を上げて言った。

◆アプリコット：あくまでも己の愉悦のために裏切ったと言うなら、お前の性根を見抜けなかった私の器がこの程度であったということか。存外私も小さいものだな

◆バッツ：え、あ、おお？

◆アプリコット：この場の裏切りが面白いと言うならば、また巡りあう日もあろう。その程度には愉快な人生を歩んでいるつもりだ。ではまたな、ギルド『ヴァレンシュタイン』よ

　そう言って振り返りもせず、マスターは堂々と砦を出て行った。

◆バッツ：……あっさりしてんな、もっとファビョるかと思ったのに

◆ルシアン：俺らのマスターイケメンだからな

◆バッツ：なんか敗北感あるなｗ

　ま、いいけど、と剣を収めて、バッツは領主の椅子に腰掛けた。

◆バッツ：んじゃここ俺の砦だから

◆シュヴァイン：……クソが

　シュヴァインは一言捨て台詞ぜりふを放ち、足音も荒く領主の間を飛び出した。

　あーあ、ありゃ相当怒ってるな。

◆バッツ：このぐらいの方が落ち着く

◆ルシアン：あんたも難儀な人だな……

　強いけど面倒臭くて、そんでやっぱ妙な人だ。廃人さんである。

　やれやれと肩をすくめ、俺も踵きびすを返した。

◆ルシアン：んじゃ俺も帰るから。アコー、帰るぞ

　声をかけると隅っこに隠れていたアコが出てきた。

◆アコ：……はい

　そんなしょんぼりすんなって。しょうがないさ。

　現代通信電子遊ゆう戯ぎ部二度目の攻城戦は、こうして散々に終わった。




「にゃああああ、またこうやって生徒にマイナスの思い出が増えたのにゃあああああ」

　誰だれよりも最初に頭を抱えたのは先生だった。

　確かにまたろくでもない経験は積ませてもらいましたけど。

「これもまた勉強なんじゃないですかね」

「人を信じると失敗する、にゃんてことは学校で学ぶべきじゃにゃいのにゃ！」

　学校で学んどかないと苦労することではあるんじゃないかなと。

「それに、俺は結構スッキリしてますよ。見知らぬ相手に寄生して勝ってもつまんないですし、何の意味もないし」

「そーね、あたし達たちらしくないわ。ただ……あいつらにしてやられたっていうのが、単純に腹が立つけど」

「会った瞬しゆん間かんからそんな気がしてたから言えば良かったね」

　そこに気づくとはさすが天才リア充じゆう。

　初見でわかるもんなのかね、凄すごい嗅覚だな。

「今回は反省会も要らないだろう。裏切りにあって負けた。それだけだ」

「あーもー、ほんとくだんない。奈な々な子こ、帰ろっか」

「んー……なんか不完全燃焼って感じだね」

「来週もある。私は諦あきらめるつもりはないさ」

　そう言うマスターはいつもと同じ自信満々な風に見えた。

　少なくとも見た目だけは。




　あちこちから釘くぎを叩たたく金属音や、舞ぶ台たいで踊るダンスのテーマに吹奏楽部の練習音なんかも聞こえてくる文化祭前の校舎。

　賑にぎやかな周りとは裏腹に、俺とアコは無言だった。

「大分準備が進んでるなー」

「……そうですね」

「俺達も頑張らないとな」

「……そうですね」

「そうですか？」

「そうですね」

「…………」

　なんでスルー!?

　俺、何か悪いこと言った!?

　普段は俺がアコを適当にあしらってるのに、自分があしらわれるのは珍しい。

　もうびっくりするし、何だか寂しいし、かなり動揺する。

　これはまさかアコなりの駆け引きか。

　いつも向こうから寄ってくる相手が寄ってこなくなると気になる、みたいな。

　そ、それともまさか、ゲーム内で弱かったからお別れしたい、とか……！

　ないとは言い切れない。ヴァレンシュタインの連中に手も足も出なかったし。

「うう……」

　ちょっとビクビクしながらアコの様子を盗み見てみると、彼女は下を向いたままぽつりと呟つぶやいた。

「ルシアン、ごめんなさい」

「ちょっ、このタイミングで何の謝罪だっ!?」

　マジでお別れ宣言!?　怖いんだけど！

「私、何もできませんでしたっ」

「……おう？」

　ええと、何のお話で？

「さっき、最後に怖い人が襲おそってきた時です」

　ようやくちょっと顔を上げて、アコは俺と目を合わせた。

　そんなに追い詰められてはいないみたいだ。ちょっとバツが悪い、ぐらい。

「ああ、バッツが最後に来た時ね」

「はい……私、ただ見てるだけでした」

　確かにアコは隅っこに隠れたままで、ただ成り行きを見守ってた。

　何もしてないのは事実だけど、あそこで何かすれば勝てたかというとそうでもない。

　回復スキルが届くような距きよ離りにアコが居れば、多分セッテさんの代わりにぶった切られてただけだと思う。

「猫ねこ姫ひめさんですらあっけなく死んだんだから、結果は何も変わってないぞ」

「それはそうかもしれないんですけど」

　しょうがないよってフォローされても、それでも納得がいかないって様子だ。

「アコは悪くないし、責任感じることないぞ？」

「責任……とは、違うんですけど」

　なんか、その──と、俺の瞳ひとみの中に言葉を探すように言う。

「多分、後悔してるんじゃないかなって。そんな気がします」

　後悔か。

　確かに悔しいことの多い戦いではあったな。

「昔から後悔することは一杯ありました。変なこと言って嫌われたとか、失敗して怒られた、とか、無駄なことして迷惑かけた、とかです」

　午後の日を浴びたアコの白い頰ほおを、汗が一筋流れた。

「でもほとんどは私が余計なことをしたのが原因だったんです。私が何かしたらいつもろくなことにならなくて……だから何もしないようにって生きてきたんですけど」

「うん」

「だから、どうして何もしなかったんだろうって思ったのは、凄すごく久しぶりな気がしてます。私達たちのクリスタルが目の前で無茶苦茶に壊こわされるのをぼんやり見てたことを、凄く、凄く後悔してます」

　アコはそう思ったのか。

　何もできなかった無力な自分に──それ以上に、何もしようとしなかった自分に、後悔をしてるのか。

　それは──それは、とても良いな！

「素晴らしく良い傾向だな！」

　俺はアコの背中をぱんと叩たたいた。

　うん、良いことだ！

「は、はいっ？」

「良い傾向だぞアコ、うん、俺はとても良いと思う。レベルアップって感じだな」

「え、ええ？　そうですか？」

「そうだとも！　俺より凄いぞ！」

「えええええ!?」

　嫌なことからは逃げる。

　面倒臭いことからも逃げる。

　自分に責任がないことからは基本的に逃げる。

　俺やアコはそんな悲しい生き物だけど、逃げなきゃ良かったって後悔できるようになれば大進歩だ！

「何せ俺は余計なことをしなきゃ良かったーって毎日思ってるからな！」

「毎日ですか!?」

「誰だれかと会話するたびに思ってるよ、あー、さっき余計なこと言ったなー、って」

　アコ以外の、って言葉が頭につくけどな。

「ルシアンもですか」

「黙だまってりゃ失敗はしないからさ。静かに黙って何もしない方がずっと良かったのに、ってよく後悔するよ」

　そういう意味で、あの時頑張ってれば良かったって後悔は貴重だ。

「とにかく良いことだよ。やらずに後悔するよりやって後悔した方がマシだって名言もあることだしさ。名言ってのは正しいもんだよ」

「待ってくださいルシアン」

　うんうんと頷うなずく俺の服の袖を引き、アコがはいはいと手を上げる。

「でもその名言、ネットゲームでは基本的に逆だと思うんです」

「それは言うもんじゃないぞ」

　そんな意見は聞きたくありません。

　耳を塞ごうとする俺に、アコはしつこく言う。

「昨日ルシアンが言ってたじゃないですか。ほら、あの対人用にＨＰが上がるイザナギの預言をエンチャントする時。後一回がストレートで成功すれば５Ｍ浮く！　って言って無理やり強行して」

「俺の装備がぶっ壊こわれた話をするのはやめろー！」

　やーめーろー、聞きたくないー！

「一つ前の段階で止めとけば良かった、余計なことしなきゃ良かったってあんなに……」

「言ったけど、言ったけどさ！」

「先月もガチャをまわしてるマスターにつられたしゅーちゃんが、レアが一個出るまでは！　って言ってガチャをまわして、やらなきゃ良かった！　もう二度とガチャなんてしない！　と一ヶ月ぶり三度目のガチャしない宣言を」

「だから言うなってば！」

　あいつがマスターの課か金きん癖ぐせを直そうとか言い出した原因が、恐らくは本人の意志の弱さにあるってことを指摘するんじゃない。

　そもそもがマスターにつられて一度だけやってしまったのが原因なんだしさ。

「いいじゃんゲームなんだから、やってみればいいじゃん。後悔するかもしれないけど、やった瞬しゆん間かんは楽しいよ、多分」

「凄すごく刹那的ですけど、大丈夫ですかっ」

　アコにまで心配されてしまった。

「でも……次は私も、頑張ってみたいです。後悔するかもしれないですけど、頑張って後悔してみます」

「うんうん」

　なんと前向きなアコか。

　いいじゃん、そういうの。

　やる気出してるアコって珍しいけど、なんか可か愛わいい。

　ぎゅっと拳を握って、頑張るぞ、ってなってるの。

「だから、頑張って勝ちましょうね！　折角なら後悔したくないですから！」

「だな！」

　俺達たちは力強く頷うなずきあった。




　それはいいんだけども。

「アコに勝つと言った以上は方策を練らないとなあ」

　奥さんとの約束を軽々しく破る男はすぐに離り婚こんされる──とかそんな話を聞いたことがあるような、ないような。

　ともかく今回の攻城戦はマスター主導だ。どういう予定なのか聞いてみよう。

　というわけで翌日の昼休み。やって来ました生徒会室。

　誰だれもが文化祭準備にかかりきり、みたいな状況にある前まえケが崎さき高校内で、なんだかこの部屋だけはちょっと浮いて見えるぐらいにいつも通り。

　色々と忙しいだろうから、生徒会で出し物をする余裕なんてないのかもな。

「すいませーん」

　こんこんとノックしてみる。

「どうぞ」

　流りゆう麗れいな声が返ってきた。他に返事がなかったのにちょっと安心。

「失礼しまーす」

「……なんだ、ルシアンか」

　生徒会室ではマスターが一人で机に向かっていた。

　一人、そう一人だけで。

　あの、生徒会ってマスター以外にも居るんだよね？

　全部一人でやってない？　大丈夫？

「ええと、お疲れ様です会長」

　マスターがちょっと疲れて見えたので、そんなことを言ってみる。

「やめないか気持ち悪い」

「……そう？」

　一言でぶった切られた。残念でなりません。

　たまにはいいんじゃないかと思うんだけど。

「っていうか近くに誰か居たら、普通に会長って呼ぶこともあるからな」

「なんだ他た人にん行ぎよう儀ぎな。信しん頼らいと敬愛を籠こめて杏きようと呼び捨てにしても構わんのだぞ？」

　ニヤリと笑われた。

　あ、これはからかわれてるぞ。

　それがわかった、ので。

「わかったよ、杏きよう」

　素で呼んでみた。

「…………」

「…………」
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「……無言で照れるのやめてくれるかな!?」

　耳まで真っ赤だぞマスター！

　あんだけスキンシップ激しいくせに、そこは恥ずかしいのか!?

「すまない、父以外の男性から名前を呼ばれたのは初めてでな、少々キュンと来た」

「キュンと来なくていいから」

　物理的に距きよ離りが近づくより、精神的な距離が近づいた方がときめくタイプかよ。

　悪いけどフラグはうちの面倒娘だけで間に合ってます。

「して、何の用だ？　またアコくんが何かしたか？」

「とりあえずアコ基準で考えるのやめて」

　俺の為ためにもアコの為にも。

「攻城戦のことだよ。次がラストだからもうちょっと練らなきゃなって思ってさ。仕事中なら出直すけど」

「いや、私もそちらの作戦を考えていた所だ」

　そう言うマスターの手元を見ると、カントル小しよう砦さいのマップが印刷されたプリントがあった。

　あちこちに細かい書き込みがされている。

　やっぱりマスターはまだまだ諦あきらめてない。

「そりゃ丁度良い。次回はどうするか決まった？　行けそうか？」

「……正直な所を言えば、厳しい」

　少し背を伸ばすと、マスターは天井に視線を向けた。

「また別に傭よう兵へいをしてくれるギルドを探せば、前回と同じような作戦は取れるだろう。一度は砦とりでを奪うこともできるかもしれない。──しかし、その後が厳しい」

　コンコンとペンで机を叩たたく。

　いつも落ち着いているマスターには珍しい動作だな。

「前回我々がギリギリまで砦の防衛をしていられたのは、ひとえにギルド『ヴァレンシュタイン』単独の戦力に依よっている。圧倒的寡兵に対して為なす術すべもなく敗れる大軍というのは酷ひどくプライドが傷つくのだろう。彼らが居るだけで中小規模のギルドは手を出して来なかった」

「滅茶苦茶強かったからなあ。大手ならきっと勝てるんだろうけど、そんなことしても収支がマイナス過ぎるし」

「ＭＭＯＲＰＧでプレイヤースキルの差を体験したのは久しぶりだ。思想はともかく実力は評価できる」

　くるりとマスターの手の中でペンが踊った。

「私も『アプリコット』の強化を急がねばならない。攻こう撃げきを受けても詠唱が止まらなくなる装備は用意できたのだが……」

「買ったのかよ」

　攻城戦がはじまってから滅茶苦茶値段が上がっただろ、あれ。何Ｍ払ったんだよ。

「それでも近接火力職に密着されては手も足も出ない。そこからの打開策が必要だ。何か思いつかないか？」

「んー、リフレクトポーションとかはあるけど。アーマーナイトのリフレクトダメージを一いつ瞬しゆんだけ発動させるポーション。ほんの一瞬で何Ｍって値段がするけど、決め技として使う人はいるっぽい」

「ふむ、覚えておこう」

　あんまり使うなよ、赤字になるから。

「しかし……我々が付け焼き刃の努力をした所で、彼らのようなエースにはなれまい」

「あんな人達たちそんなに沢山居ないって」

「それが問題だ」

　マスターは重々しく頷うなずくと、

「彼らのような少数精せい鋭えいではなく普通の傭兵を雇ったのでは、ただの集団戦にしかならない。それでは駄目なのだ。砦とりでを取った直後に大規模なギルドがやって来て、我々は大手の暇つぶしに潰つぶされる」

「……そうなるんだろうなあ」

　ギルドの外交関係は複雑怪奇なり。

　小さなギルドが砦を持ってるから攻めてみたら、後ろから有名ギルドが援軍にやって来て殺された、なんてことはよくあるらしい。

　攻め落として一度奪うまでは難しくない。

　それを守り切る方がよっぽど大変だ。

「前回戦った『エンペラーソード』は大手のギルドと条約を結んでいるらしい。名目としては相互不可侵だが、砦が奪われた場合は大手ギルドがやって来て城を奪い返すこともあるとか」

「実質上の同盟か……」

　猫ねこ姫ひめ親しん衛えい隊たいもそこで失敗してたんだよな。

　一いつ気き呵か成せいに攻め落としても、今度はこちらが落とされる。

「通常の戦では防衛戦の方が楽だというが、ゲームではそうはいかん」

「何度死んだっていいからな」

　命が一つだけなら防衛側の方が強いんだろうが、幾らでも死ねるって前提があるなら、一度でも崩ほう壊かいしたら負けが決まる防衛側も決して簡単じゃない。

「そもそもまた傭よう兵へいを雇うというのにも二の足を踏ふんでいる。前回のように仲間がないがしろにされては意味がない。我々はそんなギルドではないのだ」

「うん、セッテさんに悪かったよ」

　アコも今回はやる気なんだから一緒に来て欲しい。

　みんなで一緒に頑張りたい。

　仮に勝てなかったとしても、アコに『何もしなかった』って後悔はして欲しくない。

「さて、それではどうするか──というのが問題でな」

「そうだなー」

　幾つか考えはある。

　この状況を打開するには。みんなで楽しく戦うには。

「例えばさ──」

　提案をしようとした俺の前に、マスターの白い手がつきつけられた。

「いや、言わなくて良い」

「──へい？」

「ルシアンにも考えはあるのだろうが、ここは私に任せておけ。元より私の言い出した企画だ。私が最後まで責任を持とう。ルシアンまで一緒に重荷を背負うことはない」

「重荷ってことはないんだけど」

　人任せにする方が、仲間任せにする方が、よっぽど重荷なこともあるんだけどなあ。

「ルシアンも初めての文化祭だろう。余計なことは考えず目の前のことを楽しめ。細かい仕事は私に任せろ」

　こんなに自信のない『任せろ』がマスターの口から出るのを初めて聞いた。

「でもさ……」

「ああ、それよりも今日の部活のことだ。アコ君に頼たのまれてな、面白い趣しゆ向こうを用意した。普段より少し遅れて来てくれるか」

「あ、ああ……うん」

　マスターはさっと話を変えた。

　アコの話を出されて反射的に頷うなずいちゃったよ。

「では、よろしく頼む」

「……了解」

　食い下がるタイミングがない。

　俺は納得がいかないまま生徒会室を出る羽目になった。

「だから、こういう時なんだよ」

　もっとちゃんと話せたんじゃねえの、言い方があったんじゃねえの、俺が黙だまってればマスターは意見を聞いてくれたんじゃねえの、って、後悔するんじゃん。




　言われた通りに、今日はかなり遅れて部室に来た。

　嫌な予感と良い予感が同時にする、そんな妙な気分でドアを開く。

「ういーっす」

「お帰りなさいませ、ご主人様！」

　メイド服を着て銀のお盆を抱えたアコが輝かがやくような笑顔で俺を迎えてくれた。

「…………はい」

　反射的にドアを閉じなかったのは俺も成長したからだと思う。

　見慣れた現代通信電子遊ゆう戯ぎ部室、中に居たのは見慣れたメンバー。

　だけどその服装は全然見慣れてない。黒を貴重にしたメイド衣装着用だった。

　それもアコだけじゃない。

　メイド長ポジションでこちらを見守っているマスターも、ニヤニヤと俺を見ている瀬せ川がわも、なんでいるのかわからないけど笑顔で混ざってる秋あき山やまさんも、きっちりメイド服着用だ。

　それも安っぽいコスプレメイド服じゃなく、立派な生地の無駄にゴシックなメイド服。

　これは結構なお点て前まえで。

「いかがなさいましたか、ご主人様？」

「いや、あの」

　しかもアコのやつ、ポニーテールか。

　これは普段より火力が高い！

　いつもは見えないうなじが、耳が、横顔が、俺の心にクリティカルヒットする。

「どうどう、似合ってるでしょ？」

　アコの髪を弄いじったのは秋あき山やまさんか！　くそ、文句つける所ねえよ！

　それにオタクでもなんでもないのに、何で秋山さんはそんなにメイド服も似合うの？　服に合うように微妙に髪とか化粧とか変えてない？

「旦那様、お席にどうぞ」

「は、はい」

　若干照れはあるものの、意外とノってる瀬せ川がわが俺を席へ誘導した。

　言われるがまま椅子へ腰を下ろす。

「ご注文お決まりになりましたらお呼びください」

「……はい」

　なんか慣れてんな瀬川。

　しかし注文って言われても何を頼たのめばいいんだよ、と考えていると、お盆の上に水をのせたアコがやって来た。

「お水をお持ちしまし……きゃあっ」

「づめだっ!?」

　思いっきりぶっかけられた！

「ちょ、アコ、ドジっ子メイドかお前！」

　またニッチな路線を！

「も、申し訳ございません、ご主人様になんてことをっ」

「お前の顔から謝罪の気持ちが全然見えねえんだけど!?」

　すっごいわくわくしてないか、アコ？

「いいえ、決してそんなことはございません」

　アコはちょっと演技過剰なぐらいにぶんぶんと首を振り、

「どのようなことでも致しますので、どうかどうか、お許しください」

「いまなんでもするって言った？」

　じゃなくて。

「はい、なんでも……ああご主人様、駄目なメイドに、お仕置きをして頂けますか？」

　俺の足元に跪ひざまずいたアコがうるうると瞳ひとみをうるませて言う。

　え、なに、していいのお仕置き？　していいの？

　──だから、そうじゃ、なくて！

「どういう店？　なあどういう店なんだよ、ここ！」

「あんたアコと普段何やってんの？」

「ルシアン君の裏の姿を見たね！」

「濡ぬれ衣ぎぬだ！　これはアコの悪乗り！　ほらアコ、もういいから立って！」

　みんなが素に戻ったので終わりだと判断。

　膝ひざをついて上目遣いをしていたアコを立たせる。

　あー、びっくりした。水ぶっかけられた上に冷や汗までかいたよ。

「ったく。マスターの仕業だろ、どうせ」

「アコ君にメイド服を頼たのまれてな。折角だから全員分を仕立てたのだ」

「それは──グッジョブ！」

　俺が賞賛すると、マスターもニヤリと親指を立てた。

　見事な仕事だと感心はするがどこもおかしくはない。

「アコ、後でその服のままちょっと抱いてもいいか？」

「はい？　はい、どうぞ」

　ノータイムで頷うなずいてくれるのが嬉うれしい。

　メイドさんを抱っことかマジでドリームだ。

　夢が一個叶かなうぜ。

「あんた遠えん慮りよないわね……」

「はぐはぐするんだ？」

「はぐはぐします！」

　アコも嬉しそうだから大丈夫。この安心感が俺の嫁。

「しかしこの服どうするかな、びしょ濡れだ」

「心配ないぞ、執事服がある」

「…………あんの？」

「あるのだ」

　あるのだ、じゃなくて。

　なんで執事服があんの？

「サイズはもちろんルシアンに合うように仕立ててある」

「どうして俺のサイズを知ってるのかと小一時間」

「それは身体測定のデータをだな」

「やっぱ聞きたくない聞きたくない！」

　生徒会長が不正をしてる事実なんて知りたくない。

「というわけで、これだ」

　さあ、と渡される。

　さあって言われても困るんですけど。

「……要するに、これを着ろと」

「うむ」

　最初からその予定でアコに水をかけさせたのかこの野郎。

　ドヤ顔のマスターはもちろん、ニヤニヤ見てる瀬せ川がわもむかつく。

　お前達たちがその気なら俺も腹をくくろうじゃないか！

「……わかった、着てやる！」

「あっさり納得したわね!?」

「負けっぱなしの俺じゃないぞ！　やってやるよ、オープンオタクのプライドの無さを舐なめんな！」

「こんな格好悪い決め台詞ぜりふは初めて聞いたわ」

　るさい。放っておいてくれ。

　そもそもお前はそんなことを言ってる場合か。

「というわけで着替えるから出て行け」

　びくっと瀬川の肩が震ふるえた。

「……え？」

「冷たいから早く着替えたいんだよ。なんだよお前、俺が着替えてる間ずっと見てるつもりか？」

「だ、だってほら、あたし、この格好で外で待つわけ？」

「気づいたか、己の陥った罠わなに」

「待って待って、アコは、アコもこの服のまま外で待つわけ？」

　ニコニコと俺を見るアコを指すが、

「アコは別に居ていいぞ」

「理不尽ーっ！」

「今更着替えぐらいでオタオタする俺達だと思ったか！」

「隠すことなんて何もない仲ですよ！」

　そうは言い切ったものの、アコが目の前で着替え出したら俺は全力で逃げる。

「ああまじウザイ、久々に西にし村むらを殺したくなってきたわ」

「なにそのちょっと前は頻ひん繁ぱんに殺したかったっていう言い方」

　相棒が俺に殺意を持っていたことが発覚。

　知りたくなかった事実です。

「これ以上脅すと茜あかねがぽーんってなるよ？」

　肩を震わせて言う秋あき山やまさん。ぽーんってなりそうですね、確かに。

「──という冗談はいいとして。俺は一度出てるから、三人とも制服に着替えな」

「あんたね……」

「私はそのままでいいですっ」

「好きにしなせい。終わったら呼んでくれ」

　外に出てドアを閉める。

　両手に抱えた執事服がなんだか重く感じた。

　やらなきゃいけないのかなあ、執事。

　執事ってどんなこと言うんだっけ。




「着替え終わりましたか？」

「おう、いいぞー」

　メイド服のまま廊下で待つという苦行を楽しそうにしていたアコに答えて、ぎゅっとネクタイをしめる。

　さあお出迎えしてやろうじゃないか、かかってこい！

「どんな感じですか、ルシアンっ」

「……はー」

「ほう、なかなか似合うではないか」

　そう言って入ってきた四人に、俺は輝かがやくような笑顔を向けた。

「お帰りなさいませ、お嬢じよう様方！」

　いい笑顔といい声で、ドヤっと言ってみる。

「…………」

「………………」

「……？」

「……ぶふっ」

　笑った、マスターが笑った！　吹き出したー！

「おまっ、こっちは笑わずに話に乗っただろ！　そっちが笑うってズルくね!?」

「す、すまん、余りに……余り似合っているものでな……」

　お世辞と皮肉の境界線上を攻めてくるのやめてくれ！

「ル、ルシアン……」

　でそっちはなんか瞳ひとみがキラキラしてるけど？

「あ、あの、あのあの！　私のことはお嬢様じゃなく奥様って呼んでもらえた方が！」

　こっちはノリノリかー！

　それはそれで面倒臭くせえ！

「ねーねー、執事ってそういうものなの？」

「やめて、凄すごく純粋な興味の目で見るのやめて！」

「ほらほら、もっとお嬢様って言って？」

「うわああああああ」

　執事喫茶なんて存在も知らなさそうな秋あき山やまさんの目が痛い！

　そして最後の瀬せ川がわが、

「…………はーん」

「何だよ、その微妙な顔」

「……いや、なんか、ちょっと嬉うれしかった自分がむかつくっていうか」

　そのリアクションが一番腹立つよ！

　なんなんだ全く！

　でも多少なりとも面白い反応があっただけで、やってみた甲か斐いはあったかなって思ってる俺は随分と安い人間かもな。

「んでそのメイド服、アコのクラスで使うんだろ？　他の分も用意してあんの？」

「ああ、我々の分以外はフリーサイズだが」

　マスターが奥から出してきたダンボールには似たようなメイド服が沢山つまっていた。

　おー、こうやって見ると本当に出来がいい。

　これは瀬川が思わずノリ気になるのもわかる。

　アコのクラスの人も喜ぶんじゃないかな。

「良かったじゃん、一番やっかいな所が終わったからアコの仕事は大体終わりだろ」

「…………そ、そうですね」

　そっと目を逸そらすアコに、あっ、ってなった。

　これは噓うそをついてる時のアコですわ。間違いありません。

「……なあ、アコさんや？」

「なんでしょうルシアン？」

　微妙に引きつった笑顔で、相変わらず俺の方を見ないアコ。

「クラスの準備、ちゃんとしてるよな？　メイド長だもんな？」

「……え、ええ、もちろんしてますよ？」

　カタコトながらも言い切ったアコ。

　しかし俺はさらに続けた。

「と、クラスの奴やつには言ってるんだろ？」

　びくびくん、とアコの体が震ふるえる。

「で、実際は？」

「それはその、ほら」

「進捗どうですか？」

「進捗だめでずううううう」

　アコが崩れ落ちた。

　認めたぞこいつ、仕事放棄を認めた！　予想通りだよ！

「ああもう、後はシフト決めと接客マニュアルぐらいだろ、適当にやれって」

「だって、だってー！」

　アコはメイド服の裾をぎゅっと握って、ぶんぶんと首を振った。

「勤務シフト決めるとか無理じゃないですか！　ちょっと勇気を出して聞いてみても、酒さか井いさんと一緒にしといてーとか、松まつ田ださんと一緒がいいーとか、挙句にやりたくないから玉たま置きさんやっといてーとか、みんな勝手なことばっかり言うんですよ！　どうやって決めるんですか！」

「そりゃ面倒臭いな」

「そんなもんでしょ、学校の仕事なんて」

　瀬せ川がわが苦笑いをするが、アコはさらに気勢を揚げる。

「そもそも私はやりたくなかったのに、みんなが無理やり押し付けたんですよ！　なんでやらなきゃいけないんですかっ！」

　アコはがっと勢い良く立ち上がると、力強く拳を振り上げた。

「このまま文化祭直前まで知らぬ存ぜぬで通して、当日はバックれます！　それで大勝利です！　私は何も悪くありませんっ！」

「あ、あんた、またクラスで浮くわよ。やめときなさいって」

「いいんです！　もうできもしないことをやらされるぐらいなら一人の方がマシです！」

「アコちゃんアコちゃん、ちゃんと話せばみんなもやってくれるって」

「誰だれとどう話せって言うんですかー」

　うわあん、と泣くアコに、やれやれと瀬川が肩をすくめる。

「なんとかしなさいよ西にし村むら」

「くっ……しかし気持ちがわかるだけに説得ができない」

「わかんのっ!?」

　説得できるはずのモンスターに説得コマンドが出てこない、みたいな気分。

「だってあるじゃん、なんかチャラい奴やつらに、西村やっといてー、って仕事押し付けられてさ。俺がそれを無視したら、なんで西村やっとかねーの!?　って切れられんの。マジ理不尽だろ、お前が自分でやらなかったのが悪いんだろ、なんで俺が悪者よ」

「そうですよ！　上から目線でやれって言うなら、できなかった時の責任はそっちが取るべきでしょう！　それが上司ですよ！」

「うむ！」

「駄目ね、こいつら」

「う、うーん……」

　二人から諦あきらめの視線を向けられた。

　甚だ失礼だぞ、このリア充じゆうグループめが。

「元よりアコ君の要領が良くはないと知っていて押し付けたのは彼女のクラスメイトだ。何が起きてもその責任は彼女達たちが取れば良いだろう」

　マスターもあっさりと俺達の肩を持った。

「ええー、マスターもそっち派？」

「自分で責任を持たない人間は、失敗をした時に文句を言う資格がない。そして責任を持つということは、全てを自分の手の中で管理するということだ。違うか？」

「……んー。ま、人のことだしいいけど」

「そうかなあ……」

　二人も黙だまったので、無事にアコの敵は居なくなった。

「……私は悪く無いです」

　誰だれも攻める人は居ないのに、何な故ぜかアコは言い訳のような台詞せりふを繰くり返した。

「うん、悪くない悪くない」

　俺もアコに同意する。同意するけど。

「ただ、なんか後ろめたそうな顔してるな」

「……うう」

　そんな辛つらそうな顔すんなって。

　俺も人に偉そうなことは言えないんだけどさあ。

「昨日言ってただろ、アコ。後悔したってさ」

「……？　砦とりでのですか？」

「ああ。それと一緒……って言うと俺の主義に反するけども」

　ゲームとリアルは違うんだけどな。

　それでも、きっと今回も。

「多分だけど、後悔すると思うぞー」

　あんまり重く聞こえないように、軽く笑って言う。

「文化祭の日、教室の隅っこで、クラスの出し物が台無しになる所をぼんやり見てたらさ……なかなかにいやーな気分になるんじゃないかな」

「…………でも、じゃあ、どうしたら」

「普段通りでいいだろ」

「……？」

　疑問符を浮かべられた。

　わからないもんかな。

　リアルもゲームも一緒だとか言うくせに、こういう時だけ違うのな、アコは

「困ったことがあったらいつだってそうしてただろ、お前は。ルシアン、どうすればいいんですかー、って俺にしがみついてさ」

「でも、これは私の問題で」

「アコのミスは俺のミスって言ってたくせに」

「うう……」

　アコはちらっと瀬せ川がわを見て、マスターを見て、二人共やれやれって顔をしてるのにちょっとびっくりして──最後に俺を見た。

「…………ルシアン、なんとかしてくださいっ！」

「よく言った！」

　その一言が言えれば何も問題はない！

「よし、早い方がいい、今から行くぞ！」

「はい？　ええ、ちょっと、ルシアン!?」

　アコの手を握って部室から連れ出す。

　メイド服の女子が執事に手を引かれて歩いているんだ。

　あちこちからクスクスと笑われてるけど、知ったことではありません。

「どこに行くんですかー!?」

「アコのクラスに決まってんだろ」

「い、嫌ですー！」

　諦あきらめろ、行かずに解決するもんか。

「でも、行ってどうすんの？」

　ちょっと恥ずかしそうに後ろをついて来る瀬川に、俺は笑って言った。

「そりゃもう、ぶっちゃけるんだよ」




「たのもー！」

　アコのクラスのドアをばーんと開けた。

　部活の時間である以上は当然放課後だが、展示とメイド喫茶を同時にやる予定のアコのクラスは多くの生徒が居残っていた。うん、都合が良い、助かる。

「あれ、玉たま置きさん？　なにそれ、メイド服？」

「できてたの!?　きゃー、可か愛わいいーっ！」

「あ、あのあの」

「あー、やっぱり髪上げた方がいいってー」

「だよね、絶対そうだよね？」

「これ俺の嫁なんだぞ、可愛いだろ」

　っていう話に来たんじゃないんだよ。

「そう、メイド服ができたから着せてきた。あと何着かあるから」

「よかったー、メイド喫茶の看板作ってるのに服できなかったらどうしようって」

「これ玉たま置きさんだから似合うけど、お前ら女子で似合うわけ？」

「はあ？　あんたもルシアン君みたいに執事やる？」

「いや俺は執事やるわけじゃないよ？　っていうかルシアン君ってなに？」

　アコのクラスだからしょうがないか、むしろ本名を知らないまでありそうだ。

　で、メイド服のアコにたっぷり視線が集まった所で、ぽんと両手を打った。

「──が、すまん！　それ以外の準備は何もできてない！」

「……え？」

「それ以外って？」

「アコが担当だったシフト決めとか、接客マニュアルとか、一文字もやってない！」

　一いつ瞬しゆんクラスがしーんと静まり返った。

　直後。

「ええ、ちょっと、もうあと一週間ないよ!?」

「今まで何やってたの!?」

「ネトゲ！」

「馬鹿じゃないのっ!?」

　酷ひどく罵ののしられた。

「どうするの、時間ないって！」

「あ、あの……」

　何人かの生徒が詰め寄って、アコが泣きそうな顔をする。

　そんな顔しなくていいから、ごめんなさいって頭を下げなさい。

「悪い、なんとかしてくれ」

「えー！　もー、遅いって！」

「ちょっと黒板消して、早く！　時間分のラインを入れるから、シフトが無理な所書いて！　男子も全員ね！」

「松まつ井いさんバイトしてるんでしょ？　マニュアル持ってこられない？」

「そんなの怒られるってー。……あー、学校で使うだけならいーかな？」

　わいわいと相談が始まった。

「あ、あれ……？」

　半ば自分を置いてけぼりで作業が進んでいくのに、アコが困惑顔をしてる。

　よすよす。これでいい。

　変な話じゃなく、こうなることはわかってた。

　仕事をする時間を決める、なんていうクラスのまとめ役っぽい仕事をせずにはいられない、そんな子が何人かはいるって予想はできてた。

　高校生でがっつりバイトしてるってのがキャラクター付けで、それをアイデンティティにクラスで立ちまわってる子が、この機会に動きたがってるのもわかってた。

　オープンオタクは立ち回りが大事なんです。こういうのは得意。

「よし、これでＯＫ、後はみんなに任せてしまえば大丈夫だから」

「ほ、本当ですか？」

「いやいや玉たま置きさんがまとめてよ？」

「だってよ」

　苦笑して言った誰だれかさんにアコを押し付け、俺は輪から離はなれた。

「必殺、ごめん無理だから誰かやって作戦」

「どの辺が必殺よ」

　外から見ていた瀬せ川がわが呆あきれたように言った。

「仮に誰もやってくれなかった時も、事前に駄目だとわかってた分、全員が罪悪感を覚えて俺はあんまり怒られない。その辺りが必殺」

「情けない必殺ね」

　はあ、とため息をつく。

　失礼だな、本当に大事な技なんだぞ。

　あの時のイサナさんだって、最初から『一人じゃ自信ない』って言ってたら、誰も個人の責任になんてしなかったよ。

　できないことをできないって言わないから怒られるんだ。

　できないなら最初からそう言えばいいんだよ。

「俺はネトゲで学びました」

「なんかわかんないけど説得力無いわよ」

　酷ひどくね？

「後から私がみんなに頼たのんでおいても良かったんだよ？」

「秋あき山やまさんがそういうことすると、余計に風当たりが強くなるの」

　最初はともかく、ずっと虎の威を借る狐きつねをしてると、すぐに嫌われるから。

　フォローも同レベルの相手がした方が良い時もあります。

「それで結局なんとかしてやったんだから、無駄に面倒見は良いわよね、あんた」

　そんな良いもんじゃないって。

「俺が、ってわけじゃないぞ」

　輪の真ん中でおろおろするアコを指して、

「もし俺が似たようなことでうんうん唸うなってたら、多分アコが助けてくれるんだよ。私のルシアンを誰か手伝ってあげてください！　って、クラスに乗り込んで言ってくれる」

「…………」

　言いそうだなー、って顔で黙だまる瀬川。

「だから問題なし。元から他人から見たら大した問題じゃないんだからさ」

「アコ君をメイド服のまま引っ張り出し、一番の難関だったメイド服を入手したというプラスのアピールをし、さらに普段と雰囲気の違う文化祭らしい衣装のアコ君を前面に出した上で、最後に周りへ手助けを求める、そんな旦那が居れば大した問題ではないな」

「変な分析するのやめてくれ」

　俺は嫁自慢をしに来ただけです。

　マジで可か愛わいいから、メイド服のあいつ。

「あ、ルシアン君、アコちゃんが男子に触られてるよ」

「マジでか！」

　張り倒すぞてめえ！　──あ、アコに睨にらまれてビビってる。

　あいつ男とは本気で仲良くなる気ないな。

「とにかくな、素直に助けてくれって言えるようになれば大体解決するから。俺やアコみたいな奴やつってさ、プライドはないくせに何な故ぜか他人に頼たよれないせいで損ばっかしてるんだから」

「面倒臭いよねー」

「あなたさんに言われると痛いんで！」

　リア充じゆうのみなさんにはご迷惑おかけしております！

「他人に頼れないせいで損ばかり、か」

　とマスターはしばらく中空に視線をとどめた。

「マスター？」

「……いや。そうだな。ルシアン、一つ頼たのみがある」

「マスターもかよ。なんだ？」

「今週末の攻城戦、なんとしても勝ちたい。なんとかしてくれ」

「…………」

　ちょっとびっくりした。

　マスターのことだから一人でなんとかしようとするとばかり思ってた。

　でもそう言われたら俄が然ぜんやる気がわいてくる。

「よし、任せろ！」

　俺は普段のマスターぐらいに自信満々で言った。

　やってやろうじゃないか！

「なお、作戦は？」

「まだない模様」

「……だと思ったわ」

　瀬せ川がわはやれやれと笑った。

　言うまでもなく、お前らにも手伝ってもらうんだからな。

　そしてアコを置いて部室に戻った俺達たちは、

「お帰りにゃさいませ！」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　猫耳メイド顧こ問もん猫ねこ姫ひめさんに迎えられた。

　全員が無言のままで扉を閉める。

「……クラスの仕事手伝いましょ」

「そだな」

「様子見に帰ろっか」

「私も生徒会室に行ってくる」
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「な、なんでなのにゃああああああっ！」

　華やかな校舎に、悲しげな鳴き声が響ひびいたのだった。
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◆ルシアン：というわけなので、よろしくお願いします

◆猫姫：にゃんでにゃのにゃ!?　どうすればいいのにゃ!?

◆ルシアン：そこは猫姫さんに任せます。とにかく何とかしてください

◆猫姫：丸投げにゃのにゃあああああ

　猫姫さんが愕がく然ぜんとしたエモーションをとるけど、俺は知ったことではありません。

◆アプリコット：そ、それでいいのかルシアン

◆ルシアン：良いんだよ。自分にできないことは他人に頼む！　無理なことは無理なんだから仕方がない！

◆アプリコット：そういうものか……？

　大体さ、猫姫さんならどうにでもなるんだから。

　この日、俺はマスターを連れて猫姫親衛隊の所に来ていた。

　このギルドは戦せん闘とうの目的が特殊過ぎて傭よう兵へいには向かない、とマスターは判断したらしいが、金銭的な利害じゃなく普通に話を通す分にはこんなに楽な所はない。

　交渉役の†クラウド†氏はなんとも言えない表情で言う。

◆†クラウド†：猫姫様が頼むなら参加してもいいが、俺達にそれで利益があるのか？

◆ルシアン：猫姫さんが猫姫親衛隊ギルドに入ってくれるって

◆†クラウド†：マジでか!?

　†クラウド†氏の頭上にすごい数のハートマークが出た！

◆†クラウド†：よし、お前達も聞いたな！　これより我ら猫姫親衛隊、アレイキャッツの指揮下に入る！

◆猫姫：待つのにゃ、言ってにゃいのにゃ！　入るにゃんて認めてにゃいのにゃ！

◆猫姫：猫姫さんが猫姫親衛隊に入ってるって見た目が痛々しすぎると思わにゃいのかにゃ!?

◆†クラウド†：それもまた女神

◆猫姫：話が通じにゃいいいいいい

◆ルシアン：これで問題なし、と

◆アプリコット：これで良いのだろうか

◆ルシアン：いーんだよ。実際にはみんなで遊ぶのに理由を求めてるだけなんだから

　勝ったら猫姫さんがギルドに入ってくれるから頑張ろうぜ！　ぐらいで十分なの。

　人を動かすのに大金はいらないの。

　特にネトゲではね。

◆ルシアン：細かい打ち合わせは猫姫さんに一任しよう。んじゃ次ね




◆†黒の魔術師†：同盟、かい

◆アプリコット：うむ

◆ルシアン：そうです。今週の攻城戦だけはどうしても勝ちたいんです

◆†黒の魔術師†：うーん……

　次に来たのは頼たよれる†黒の魔術師†さんの所だ。

　何としても彼のギルドとは話をつけておきたい。

　猫ねこ姫ひめ親しん衛えい隊たいのみんなは確かに強いんだけど、大手の対人ギルド相手に正面から戦える戦力じゃない。

　中小ギルドが相手でも防衛戦はキツイってレベルで、前回もあっさり取り返されていた。

　しかもガチ対人ギルドじゃないから、日曜の昼間は普通に出かけてる人も居たりして、どれぐらいの人数が揃そろうかも安定してない。

　まだまだ俺達たちの勝ち目は高いと言えないのだ。

◆†黒の魔術師†：僕達『ＴＭＷ』も決して楽な戦いをしてるわけじゃない。大要塞グランベルグを抑える『門閥貴族』に苦戦を強いられてる。悪いけど君達に援軍を出す余力はない

◆ルシアン：攻めてこないって約束をしてもらえるならそれで十分です

　流石さすがに援軍を出せとまで大きく出るつもりはない。

　不可侵を結んでます！　って大きくアピールすれば、それで十分に抑止力だ。

　こことだけ条約を結ぶってのは、つまり傘下に入るのと同じなんだから。

◆†黒の魔術師†：それにしても、戦力差が大きい。君達は確か四人のギルドだろ？

◆ルシアン：いえ、猫姫親衛隊が傘下に入りました

◆猫姫：お願いしますにゃ

◆†黒の魔術師†：よしわかった、結ぼう

◆猫姫：にゃっ!?

　即答された。

　周りのギルドメンバーと相談すらなかった。

◆†黒の魔術師†：あなたの所は敵にまわしたくないですから

　にっこり笑って言われたんだけど、猫姫さんが毛を逆立てて怯おびえてる。

◆ルシアン：いやー、猫姫親衛隊無駄に有名だな！

◆猫姫：私のギルドじゃにゃいのにゃ……風評被害なのにゃ……

　お陰で助かりますよ？

◆アプリコット：ではギルド『ＴＭＷ』と我々アレイキャッツは不可侵ということで良いだろうか

◆†黒の魔術師†：うん、それで良いよ。じゃあ条約の締結に入ろうか

　締結に入る……と言いますと？

◆ルシアン：不可侵ですよー、じゃ駄目なんですか？

◆†黒の魔術師†：当たり前だろう！

　言い切られた。

　そこまではっきり言われると自分が大変な間違いをしたような気分になる。

◆†黒の魔術師†：まずはこのホームページを開いてくれ

　なにやらＵＲＬが送られてきました。

　コピーして開くと、黒の魔術師さんのギルド『ＴＭＷ』のホームページが。

◆†黒の魔術師†：ここにＩＤとパスを入れて、同盟メンバーでログインして欲しい。そしたら下の方に条約の全文がある。確認の上で署名してくれ

◆ルシアン：……条約？

◆†黒の魔術師†：口約束じゃ怖いだろう？

　そう言われましても、そもそもネトゲで契約もなにもないですし。

◆ルシアン：何の強制力もないんですから、それに書いたって意味が無いんじゃないかと

◆†黒の魔術師†：いやいや、ここまでやったのに裏切ったってなれば

　彼はにっこりと笑った。

◆†黒の魔術師†：叩き潰す大義名分になるだろう？

　怖っ！

　その顔、完かん璧ぺきに『誰だれか裏切ってくんないかなー』って顔だ！

　大手ってこれだから怖いんだよ！

◆アプリコット：いいや、わかるぞ。そうだ、こういうのが大事なのだ

　あれ、マスターは嬉うれしそうだ。

　こういうの、好きなの？

◆アプリコット：この条文の三項だが。同盟所属ギルドへの敵対行為はこれを認めない。該当する行為が行われた場合、該当のギルドを即座に同盟から追放する──とある。即座に、ということは、追放についての同盟内会議などが行われることはないと。『ＴＭＷ』単独の判断で同盟からの追放を行うという意味か？

◆†黒の魔術師†：ふふふ、ご不満かな？

◆アプリコット：いいや、その点を他のギルドも知っているのかという確認がしたくてな

　あなた達たちなんだか仲良さそうですね。

　悪巧みが似合う二人組ってのもどうかと思うけど。

◆ルシアン：っていうかほんの数日しかいない連合でそんな条文とかどうでもいいじゃん……

◆アプリコット：馬鹿を言うな、こういう所で細かい部分を詰めるのが楽しいのだろうが！

◆ルシアン：さいですか……

　この人もまた面倒臭い人だなあ。

　廃人だけどくだらない裏切りとかする人じゃないよ、†黒の魔術師†さんは。

◆†黒の魔術師†：あ、そうだ。攻城戦中は援軍を送れないけど、それ以外の時間なら別だよ。多少の手伝いならできる

◆ルシアン：と言いますと？

◆†黒の魔術師†：夜に練習で紅白戦をやっててね、良かったら参加するかな

◆ルシアン：それは喜んで！




◆†黒の魔術師†：踏み込みが甘いっ！

◆シュヴァイン：ぬわあああああああっ！

　突っ込むのが読まれていた。

　シュヴァインの体が風の魔ま法ほうで切り裂かれる。

◆ルシアン：シュヴァインが死んだ！　このひとでなしー！

◆†黒の魔術師†：溜まり場へ帰るんだな。お前にも嫁がいるだろう

◆アコ：私、ずっとずっとルシアンを待ってますから！

◆ルシアン：それ死亡フラグー！

　ぎゃー、敵の大軍がもうこっちに来てる！

◆†クラウド†：猫姫様を守れー！

　守るだけじゃなくて戦ってくれないですかね、親衛隊の皆さん！

◆猫姫：私の為に敵を倒すのにゃ！

◆†クラウド†：いくぞおおおおおおお

　超チョロいっ!?

　言われるがままに突とつ撃げきした猫姫親衛隊が乱戦の中で溶けて消えていった。

◆シュヴァイン：突っ込んだ後の火力が足りねえ……貯金叩いてあれを買うか……オックスヴァンディットソード……

◆ルシアン：アーチャー特攻武器持って突っ込むとか頑張りすぎじゃね？

◆シュヴァイン：そのぐらいやらねば、奴らに勝てん！

　勝たなくていいよ!?

　相手してくれてる†黒の魔術師†さんの所には根本的に勝てないからね!?

◆猫姫：猫姫さんはもう女神になるのにゃ、全てを諦めたのにゃ。アマテラスの鎧を積むのにゃ

◆ルシアン：それ攻撃ができなくなる鎧っ！

　神輿みこしが誕生してる！

　担がれるだけで自分は何もしない人だ！

◆アコ：デバフにリカバリー、スタンにエクダメ、デバフにリカバリー、スタンにエクダメ……

◆ルシアン：しっかりしろ、アコー！

　もう練習になってるのやらなってないのやら。

　俺達たちは楽しく練習の時間を過ごした。

　ただ少なくとも、黒の魔ま術じゆつ師しさんのギルドの人とも、猫ねこ姫ひめ親しん衛えい隊たいのみんなとも、次の攻城戦限りの付き合いとは言わないぐらいに仲良くなった。

　このメンバーで頑張ろう。頑張りたい。きっと頑張れる。

　そして、勝ちたい。そう思うぐらいには。




◆†黒の魔術師†：いよいよまもなく本番だ。こちらも『門閥貴族』相手に打って出る。君達の勝利を願っているよ

◆アプリコット：ああ、互いに武運を

　ギルドマスター二人ががっちりと握手する。

　戦いを目前に控え、†黒の魔術師†さんも気合が入っているみたいだ。

◆†黒の魔術師†：にしてもアプリコットさん、本当に装備凄いね。かなり課金した？

◆アプリコット：無課金だぞ？

◆ルシアン：どうしてそこで噓つくのっ!?

◆アプリコット：いいや、無課金だ。無課金とは『生活に無理のない課金』のことだろう？

◆ルシアン：それ無課金じゃねーって！

◆アコ：それだけ課金して無理が出ないっていうのが羨ま憎いです……

◆ルシアン：落ち着いてアコ！

◆シュヴァイン：いいからさっさと行くぜ、親衛隊とも打ち合わせがあんだろ

　さっさとカントルに向かったシュヴァイン。

　その後を追ってマスターとアコも向かう。

　俺も行こうとした所で、後ろから†黒の魔術師†さんが言った。

◆†黒の魔術師†：アレイキャッツは、この一戦が終わったら対人をやめるんだったかな？

◆ルシアン：この日に勝つ為にやってるものなんで、そのつもりですけど

◆†黒の魔術師†：……そうか、残念だな

　†黒の魔術師†さんは言葉通り、本当に残念そうに続けた。

◆†黒の魔術師†：この戦いが終わったら、君達をうちに引き抜こうと思ってたんだが

　それはまた光栄なお誘いだ。

　でも残念だけど、それはありえないと思う。

◆ルシアン：あー、そりゃ無理ですよ

◆†黒の魔術師†：やっぱり無理かな

◆ルシアン：あたりまえじゃないですか、俺達アレイキャッツですよ？

　当たり前と言えば当たり前の答えに、†黒の魔術師†さんは笑って頷うなずいた。

◆†黒の魔術師†：君達ならうちでも十分戦力になると思ったんだけどな

◆ルシアン：……ありがとうございます

　何週間も準備して、練習して、戦ってきた。

　最初は無理だとばっかり思ってた。

　でも俺達なら勝てるかもしれないって、今ならそう思えた。




　　　†††　　　†††　　　†††




「いよいよ攻城戦の本番が目前に迫った。これより最終作戦会議を始める！」

「うるさいぞマスター」

「今は大変なのにゃ、後にするのにゃ」

　作戦地図を前に意気込んで言ったマスターに向けられたのは、俺達の冷たい視線だった。

「マスターもさっさと造花を作りなさいよ」

「どうやって作っても変な形の花になりますー！」

「アコ、お前どんだけ不器用なんだよ……」

　攻城戦ばかりに夢中になって、部室の飾り付けとか全然してなかった。

　そんなことに今更気づいた俺達は、最終決戦の直前になって、ちまちまと展示の準備を始めております。

「ほらほらアコちゃん、こうやったらいい感じにできるよ？　二輪合体タイプ完成ー」

「な、なんでこんな綺き麗れいにっ」

「だってコサージュ作るのと一緒だし」

「こ、こさーじゅ？　サボタージュなら得意なんですけど……」

「あ、それも得意ー」

　秋あき山やまさんの言うサボタージュはサボりじゃなくて破は壊かい活動の方じゃないですかね。

「あたしがらんらんしてる場面のＳＳは拡大して展示したいわよね。シュヴァインに集中線をつけちゃおっか」

「瀬せ川がわを目立たせることを、強いられているんだ！」

「……やっぱ集中線はやめとくわ」

　それが良いと思う。

「ま、まあ作業を続けたまま聞いてくれ」

「だからあんたもやりなさいってば」

「では当日の作戦についてだが」

「…………はあ」

　マスターも本当にマイペースだ。

「作戦は三段階に分けられる。第一段階は、砦とりでの獲かく得とく。現在カントル小しよう砦さいを所有しているのは『ヴァレンシュタイン』で、奴やつらから砦を奪うのが目標だ」
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「無理でしょ」

　瀬せ川がわがげんなりと言った。

　確かにあの人達たちが防衛をしていたら、奪うのはかなり面倒臭い。

「その通りだ。しかし『ヴァレンシュタイン』は戦せん闘とう狂きようの傭よう兵へいギルド。防衛戦には興味がないらしい。砦が空のまま放置されている可能性は十分にあると見ている」

「うん、確かに砦は空になってるはずだぞ」

　俺がそう言うと、マスターは少し首を傾かしげた。

「む、何な故ぜわかる？」

「聞いてきた」

「直接聞いたのか!?」

　なんだかびっくりされた。

　だってそれが一番早いじゃん。

　砦守るの？　って聞きに行ったら普通に答えてくれたよ。

「アコと一緒に聞きに行ったら、『防衛とかつまんねーわ、必死に守ってる所を攻め落とすのが楽しいんだから』って言ってたよ」

「お前達たちは……いや、それだから無駄に廃人に好かれるのか」

　確かにアコは交友関係がとんでもなく狭い割に、たまに誰だれかと仲良くなったらとんでもない廃人さんだったりするけど。俺の方はそうでもないと思うよ。

「では作戦の第一段階は空になった砦とりでを奪うことだ。これは他のギルドとの奪い合いになる可能性もある。先に取られた場合はこちらが攻め側になるので、その場合はセッテにも働いてもらうぞ」

「はーい」

　お、秋あき山やまさんのことセッテって呼ぶようにしたのか、マスター。

　ああ見えて身内以外には割と冷淡なマスターがちょっとずつ仲間と認め始めたらしい。

「うむ、よろしく頼たのむ」

　やたらと手の込んだ造花を作る秋山さんに頷うなずいてから、マスターは続ける。

「砦を獲かく得とくした後は作戦の第二段階、砦の防衛戦だ。ここでは規模の大きなギルドから砦を守ることになる。予想される相手は『エンペラーソード』だ」

「もうあたし達なら負けないでしょ」

「猫ねこ姫ひめさん達は強いのにゃ」

　完全に教祖と化した猫姫さんは自信満々だ。

「そう思いたいが、戦場では何が起こるかわからん。総員が全力を尽くして戦うように」

　ごもっともだ。

『ヴァレンシュタイン』がいる状態で勝てたからと言って、俺達だけで勝てるとはとても言い切れない。全力で挑まないとな。

「そして第三段階──最終防衛だ。大きなギルドは準備や連携もあり、残り時間が短くなると動きが取れなくなる。その代わりに小規模なギルドが砦を狙いに来ることが多いので、それを叩たたき潰つぶすわけだな」

「小規模なギルドで砦なんて取れるの？」

　不思議そうに言った瀬せ川がわ。

「少数精せい鋭えいであれば可能だ。防衛線を無視して駆け抜け、クリスタルだけを叩き割り、自分達の物に置き換える。その瞬しゆん間かんに攻城戦が終われば砦は彼らの物になる」

「ラストチャンスをものにできれば大おお儲もうけ、ってわけね。あたし達には取れない作戦かー」

「我々は負けるわけにはいかないからな」

　部活対抗リレーへの参加を避さける為ためには確実な勝利が要る。

　俺達はとてもじゃないけど賭かけには出たくないな。

「ちなみにマスター、そういう少数精鋭なギルドって結構多いのか？」

「手元の資料では『ラストデイズ』や『ラビッツホーン』がそれに当たるな。突破力に優れるレーサーギルドだ。他には──」

　データを書き込んだプリントを手に、マスターは黙だまり込んだ。

　少数精せい鋭えいのギルドといえば、一体どこになるのか。

　今の俺達たちにとっては一つしか思い浮かばない。

「──それについては言っても仕方あるまい。来たギルドは全て確実に叩たたき潰つぶす。それだけのことだ」

「出たとこ勝負にゃ！」

「それも俺達らしいですけどね」

「そうですね、先のことなんて考えてませんしっ」

　アコにはもうちょっと先のこと考えて生きて欲しいです。

「作戦は以上だ。最終決戦は明日。『崎校祭』までも残り数日だ。皆の奮ふん闘とうを期待する」

　そう締しめくくったマスターに、全員が、おー！　と唱和した。

　これまで頑張ってきた全てを試す時が、もう目前に迫っている。

　否いやが応でも緊きん張ちようが高まってくる。

「んじゃマスター、満足したなら、飾り付けはじめるわよ」

「……うむ」

　と言っても、こんな土ど壇たん場ばで必死に飾り付けをしてるような俺達じゃ、緊張も何もないんだけどさ。




　翌日、最終日。

　俺達はもちろん部室に集合した。

　各自のパソコンよりずっとスペックが高い現代通信電子遊ゆう戯ぎ部の設備を使わない手はない。

　流石さすがに今日は猫ねこ姫ひめさんも文句を言ったりしなかった。

「これまでやって来たんだから、絶対に負けないわよ」

「むーたん、頑張ろうね」

　秋あき山やまさんには悪いけど、むーたんは置いてって欲しいな。

「ルシアン、クラスの人が、私は頑張ったからシフトは少なめでいいよって言ってくれたんです！」

「おー、そりゃ良かったな」

「……遠回しな戦力外通告ではないか？」

「ふえええええええ」

「なんで余計なこと言ったマスターっ！」

「す、すまん」

　あー、いつもの調子だ。

　実戦前だけど普段と変わらないこの感じ、うん、いけそうな気がする。

「では構成だ。装備はどうする？」

　えーと、俺のキャラ構成はっと。

「盾カラサワカラサワイザナミイザナミリフダメ」

「軽突バトバト範はんデフオックスアチャアンチ」

「僧カラサワカラサワアマテラスロザリンロザリン」

「ＬＷバースト火スト火ストメテサブ指定ヨロ」

「ＰＢ」

「ＰＢ」

「ＳＥＲ」

「ＰＢケー」

「ケー」
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　うし、問題なしだな。

「に、日本語で喋しやべってくださいー！」

　と、何な故ぜかアコが半泣きで怒りだした。

　なんだよ、なんで怒ってんの。

「お前これまで一緒に練習してきてわかんないのか？」

「わかりませんよ！　わかる余地がありませんよ！」

　噓うそだー、散々相談したじゃん。

「だから、俺は盾職です。ＭＤＥＦ上昇の唐沢の波紋エンチャント装備を二つつけています。ＨＰが上昇するイザナミの預言エンチャント装備をダブルでつけています。そしてリフレクトダメージで反射で倒す予定です、って言ってんだよ」

　俺が言うと、次に瀬せ川がわが、

「私は軽装突とつ撃げき前衛職です。物理攻撃力の上がるバトルマスターエンチャント装備を二つつけています。範はん囲いデバフ効果のある装備をつけています。オックスバンディットソードを装備しているから遠えん距きよ離り攻撃職にダメージがよく通ります、って言ってんのよ」

　呆ぼう然ぜんとするアコに、さらに猫ねこ姫ひめさんが、

「私は回復職です。ＭＤＥＦ上昇の唐沢の波紋エンチャント装備を二つつけています。近距離無属性攻撃に大耐性がつく代わりに物理攻撃ができなくなるアマテラスの鎧よろいをつけています。回復力の上がるロザリオリングを二つつけています、って言ってるのにゃ」

　アコがばっとマスターに目を向けると、

「私はロウウィザードです。炎のダメージを増加するバーストリングをつけています。炎のダメージを増加するストライクダメージ：フレイムのエンチャント装備を二つつけています。炎ダメージスキルのメテオをメインで使っています。サブの範囲スキルを指定してください、と言っているのだ」

　んで、その後は、

「氷属性範囲攻撃スキルのパーフェクトブリザードがいいです」

「氷属性範囲攻撃スキルのパーフェクトブリザードがいいです」

「無属性範囲攻撃スキルのソウルエナジーレインがいいです」

「パーフェクトブリザード、了解しました」

　そういう会話なんだよ？

「ごめんね、さっぱりわからないんだけど」

「ううう、セッテさんだけが味方なんて酷ひどいです」

「アコちゃん、その扱いが一番酷くないかな？」

　まあまあ、そっちの二人はマイペースにやっててくれるのが一番調子が出るだろうから。

◆猫姫：そろそろ集合の時間にゃ。集まるのにゃ

「うっし……行くか！」

◆ルシアン：了解

◆シュヴァイン：おう！

◆アコ：はい！

◆セッテ：はーい

◆アプリコット：では、アレイキャッツ、出撃だ

　最終決戦の時。カントルの一角に集まったのは総勢三十五名のプレイヤー達たち。

　ギルド『アレイキャッツ』からは俺、アコ、シュヴァイン、マスター、臨時でセッテさんの五人。

　ギルド『猫ねこ姫ひめ親しん衛えい隊たい』から、猫姫さんを含めて三十人。

　以前に比べて少し参加率が良い。

　もちろんこういう所で強制参加なんて要求しないのが俺達のやり方だ。

　来てくれと頼たのむこともしなかったけど、それでも皆が来てくれた。

◆ルシアン：あれ、フィネ君来てないの？

◆猫姫：お子さんの運動会らしいのにゃ

◆ルシアン：ってなると……盾は俺だけかよ

　ただ困ったことに、俺と同じアーマーナイトだった人が欠席。

　すると完全盾職でスタンを使えるのはこの三十五人で俺だけか。

　いやいや、別に責任重大ってわけじゃない。

　これだけ居るんだからいくらでもカバーはきくさ。

「アコ、今回はバフの振り分け上う手まくできてるか？」

「私は指揮官枠なので他の人に任せました！」

「ずりい！」

　一応アレイキャッツが指揮する側だってのを悪用しやがった！

「権力ってこう使うものなんですよ？」

「マスターから変なこと学ぶなよー」

　いーけどさ、全く。

◆アプリコット：皆、準備は整ったか

　マスターが全員の前に立ち、チャットを打った。

◆アプリコット：我々の願いに応え、これだけの人数が集まってくれたことに心から感謝する

◆†クラウド†：我らが猫姫さんの為に！

◆猫姫：今回は確かに頼んだにゃ！　頼んだのにゃ！　でも、でもおお！

　猫姫さんが泣き、そこかしこから笑い声が上がった。

◆アプリコット：……ありがとう。我々アレイキャッツと、猫姫親衛隊の諸君。この場に集った我らにギルドの区別はない

　静かに耳を傾ける俺達を見回す。

◆アプリコット：アレイキャッツ──すなわち『野良猫』と、『猫姫親衛隊』！　我々はひとつ！　今日、この時、この場限りの、『野良猫姫親衛隊』だ！

　マスターは力強く拳を振り上げた。

◆アプリコット：暁の水平線に、勝利を刻むぞ！　野良猫姫親衛隊、出撃！

　おおおおお、と歓かん声せいが上がった。

　うーっし、やる気が出てきたぞ！

「……アレイキャッツって、野良猫って意味だったんですか？」

　小さな声でアコが聞いてきた。

　え、今更そこを確認すんのっ!?

「もう一年以上このギルドに居るくせに何を言ってんだよ」

「いえ、全然知らなくて」

　うーん、と考えた後、アコは小さな声で言った。

「……ギルドから居なくなった猫ねこ姫ひめさんを探して、って意味でこんなギルド名にしたわけじゃないですよね？」

「ないないないない！」

　なんでそんな理由でギルド名つけんの！

「俺達たちが集まったあの時、全員野良だったから。俺達野良猫だなってことでアレイキャッツになったんだろ！」

「そ、そうでしたっけ？」

「…………」

　お前も居たじゃん、あの時……。

◆猫姫：野良猫姫親衛隊、って、名前がおかしいのにゃ……あきらかに猫姫さんが真ん中に居るのにゃ……猫姫さんは見守り役のはずなのにゃ……

「良いではないですか、顧こ問もんの為ために部員が頑張る、美しいことです」

◆猫姫：納得できないのにゃ……

▼ただ今より攻城戦を開始します▲

　攻城戦開始のアナウンスが流れた。

　野良猫姫親衛隊、最初で最後の戦いが始まった。




◆アプリコット：作戦は予定通りだ！

　マスターの指揮が飛ぶ。

◆アプリコット：資源採集班は予定通り資源を集め、必要であれば攻城兵器への転用を！　資材は防衛中の砦修復にも使う、無駄使いはしないように！

◆セッテ：みんなー、掘りいこー

　資源採集班リーダーのセッテさんが少しレベルの低いメンバーを率いて行った。

　テンションの下がりやすい裏方にあって、周りを盛り上げる秋あき山やまさんの才能は貴重だ。

　彼女とならきっとみんな攻城戦を楽しんでくれると思う。

　こういうのも大事。

◆ユユン：砦の所有者はヴァレンシュタインですが、防衛線は見当たらないと報告が

　偵察班から報告が入った。

◆アプリコット：予想通りだな。全軍で砦に向かうぞ！

『ヴァレンシュタイン』は本当に砦を守ってないらしい。

　それなら俺達たちが奪うだけだ。

◆ルシアン：……っていうか、ユユン、居たの？

◆ユユン：居たよ！　今更気づいたのかよ！

◆ルシアン：そういえばお前も猫姫さんと仲良かったっけ

　懐なつかしいな、中身男の嫁さんは元気？




　そうして俺達は空っぽの砦に向かって進軍。

　さっさと占領して防衛に入る予定だったが、そう上う手まくは進まないらしい。

◆ユユン：前方に敵軍！

◆アプリコット：相手は？

◆ユユン：『エンペラーソード』！　軽く三十人以上はいます！

　やっぱり来たか『エンペラーソード』の人達。

　先週バッツ達に落とされるまでは砦を持ってたんだもんな、今週来ないはずがない。

◆アプリコット：『ヴァレンシュタイン』対策に増員をかけてきたらしいな。想定よりもかなり人数が多い

◆シュヴァイン：とっことん邪魔をしてくる奴らだな

◆猫姫：猫姫さん達は負けないのにゃ

　そうだ、数がちょっと少ないぐらいで負けるもんかよ。

◆アプリコット：だがこのタイミングでは向こうが先に砦を占領するだろうな。必要な者は戻って装備変更！　防衛編成ではなく攻撃編成で攻める！

◆セッテ：攻城兵器準備するねー

◆アプリコット：ああ、頼む！

　それぞれが慌ただしく動く。

　攻めでも守りでも装備の変わらない俺はまだ楽な方か。

◆セッテ：ジャイ出ます！

◆ルシアン：護衛ナイト行きます

　アーマーナイトだけどな。

　セッテさんと資源採集班がジャイアントカタパルトを作成。

　北側の外がい壁へきの一角、迎撃待機中の魔ま法ほう使いが集まっている辺りを照準。

◆セッテ：ふぁいあーっ！

　砲ほう撃げきが始まった。

　と言ってもジャイアントカタパルト一基で砦とりでの壁かべは破れない。

　これはただ、防衛網の一角に穴を開けたいだけだ。

◆アプリコット：突撃前衛部隊、行け！

◆†クラウド†：我らが猫姫様の為にー！

◆ユユン：異教徒を殺せー！

◆猫姫：私に勝利を捧げるのにゃー！

　あの人はジャンヌ・ダルクか何かでしょうか。

　既に一度勝った相手、さらに連携も向上し、猫姫さんを神輿みこしに抱えてやる気満々の猫姫親衛隊はとにかく強い。

　一気に押しきり、前線を突破した。

　しかし砦の中庭に作られた中ちゆう盤ばんの戦線が硬い。

「くそ、膠こう着ちやくしてきたな」

「参ったわね、狭い戦線に火力を集めてきたから抜けられないわ」

「人数で負けている。範はん囲い火力だけでは押しきれないぞ」

　復帰してきた敵も合流して、かなり分厚い防衛線が敷しかれてる。

◆ルシアン：にしても味方が少ないな、もっといなかったか？

◆ユユン：僻地に多数の親衛隊員が流れてる。合流に失敗した敵残党を追っていったらしい

◆ルシアン：戦功を焦りやがって！

◆シュヴァイン：僻地厨まじでウザイな

　チッと舌打ちが聞こえた。

　こら、下品だぞ。大体お前みたいな中央厨が人のこと言えるか。

◆セッテ：ジャイ出ます

◆ルイン：歩兵ジャイ出ます

◆カボたん：囮ジャイ出ます

◆リミット：輸送ジャイ出ます

◆アコ：ジャイアントカタパルトが山ほど後ろから来ます！

　んで弓と魔ま法ほうの的になってるー！

　っていうかそれ五人居ないと動かないんだぞ！　ただ棒立ちしてるだけじゃねえか！

◆アプリコット：この状況でジャイは要らん！　レイスを呼べレイスを！

◆ルシアン：いいからナイトを増やせって！　前線だ前線！

◆セッテ：資材が足りないよー、資材採集班の増員を求むー

◆シュヴァイン：ジャイが！　出すぎて！　足りてないだけだろうが！

　セッテさんの悪ノリが悪い方向に影えい響きようしたか！

　これだからリア充じゆうは信用ならない！

◆ルシアン：くっそ、盾が足りないんだよ盾が、突っ込めないんだよ

　長いこと押し合いへし合いが続く。

　単純前衛の俺にこの戦場は厳しい、何もできる気がしない。

「ルシアンとあたしのイライラタイムね」

「くっそ、いっそ突っ込むか？」

「やるならあたしの仕事ね」

　らんらんしちゃう？　と瀬せ川がわが目を輝かがやかせた。

　はまったのか、らんらんに。

「無む謀ぼうな突とつ撃げきは許さんぞ」

「勝算はあるわ。あたしだってこの三週間無駄に過ごしたわけじゃないのよ」

「ふむ」

　目を閉じて思案したのも一いつ瞬しゆん、マスターは頷うなずいた。

「好きなようにやれ」

「おっけー！」

◆シュヴァイン：お前達！　俺様についてこい！

　おお！　と、イライラタイムを耐えている前衛ＰＴの面々が応えた。

「よっし……後はタイミングね」

「タイミング？　タイミング作ればいいの？」

　丁度ジャイアントカタパルトが壊こわされた所のセッテさんが寄ってきた。

「奈な々な子こ、何かあるの？」

「うん、待って」

　秋あき山やまさんはぽちぽちとキーボードを叩たたいた。

◆セッテ：ちょっと頑張って、黒の魔術師さんがちょっとだけ来てくれるって

◆セッテ：

◆セッテ：

◆セッテ：誤爆

　え、何そのオープンチャット。

　今まで話してたギルドチャットは敵には聞こえないけど、このオープンチャットは誰だれにでも聞こえる。『エンペラーソード』の人にも完かん璧ぺきに聞かれてるんだけど。

「西にし村むら君も何か言って」

「何かって言われても……」

◆ルシアン：噓です、来ません

◆アプリコット：ＴＭＷは来ないぞ

◆アコ：平気ですよー

　この攻城戦中とは思えない雰囲気は一体。

　当たり前だけど、こんな馬鹿な会話に敵側から返事はない。

「ちょっと待ってね、このまま……うん、行っていいよ」

「え、今行けばいいの？」

「うん、すぐ行って、今」

「い、いいけど」

◆シュヴァイン：行くぞ貴様ら！

　シュヴァインと数人が前に出ると同時に、『エンペラーソード』の防衛戦からいくつもチャットが上がった。

　絶対来ねえｗｗｗ

　噓うそすぎるｗ

　ブラフってレベルじゃないｗ

『エンペラーソード』から返事!?　このタイミングで!?

「ね、チャンスでしょ？」

「なんで突っ込みのタイミングわかったの!?」

　この人怖いんだけど！

　チャット中のタイミングを完かん璧ぺきにつかんだシュヴァイン達たちが範はん囲い攻こう撃げきの弾幕をくぐり抜ける。

　弾幕のさらに奥まで突っ込み、シュヴァインがぐっと腰を落とした。

◆シュヴァイン：食らえ、必殺！

　そのまま大きく大剣を振り回す。

「らんらんできるなら死んでもかまわん！　二回打てたら黒字よ！」

　ダメージ表示が一回、二回、三回、それが何人分も重なって表示される。

「これぞ私の、アカネスタイル！」

「どっかで聞いたことあるーっ!?」

　が、強い。ただのらんらんと侮れない。

　死なばもろとも。前線どころか後方の魔ま法ほう職しよくにまで突っ込んだシュヴァイン達は、死ぬまでの十秒程度、暴れに暴れた。

◆アプリコット：前線を上げろ！

　後衛部隊が前に出る。薄うすれた弾幕の隙間を縫ぬってこちらの弾幕を前に上げる。

「火力前衛が集団で前に出れば当然強いが、結果が出ずに死んで終わることが大半だ。だというのに死んで戻ってくる間はつまらん。やれと言われてためらわずやる兵はそういない」

　ぬふふと嫌らしく笑い、マスターは瀬せ川がわの背中を叩たたいた。

「私の知らぬ間にシュヴァイン、手勢を育てていたな」

「このあたしを舐なめるんじゃないわよ」

　俺の見てない所で一体何が起きてたんだろう。

　しかし一部分、それも火力が崩れた集団なら俺達たちでも押しきれる。

　互角だった戦線がぐんぐん上がっていく。

◆アプリコット：押しきるぞ、奴らのリスポーン地点を我々で包囲するのだ！

　鬼畜だー！




　勢いに乗った野の良ら猫ねこ姫ひめ親しん衛えい隊たいを止める力は『エンペラーソード』にはなく、ついにクリスタルの前にたどり着いた。

◆シュヴァイン：ほらよっ

　シューの手でクリスタルが叩たたき割られる。

　ここに俺達のクリスタルをはめれば、砦とりでを占領できるわけだ。

◆猫姫：ここで猫姫さんのクリスタルを入れたらどうなるのにゃ？

◆アプリコット：あなたの社会的地位が終わります

◆猫姫：や、やらにゃいにゃ！　絶対やらにゃいにゃ！

　リアルの方の猫姫さんがぶんぶんと首を振った。

　無む謀ぼうなこと考えないでくださいよ。

◆アプリコット：では……はめるぞ

▼［カントル小砦］を［アレイキャッツ］が占領しました▲

◆ルシアン：よし！

◆シュヴァイン：やったぜ！

◆アコ：先週の百倍ぐらい、嬉しいですねっ！

◆ルシアン：だな！

　圧倒的達成感の違い。

　これだよこれ、俺達の力で手に入れて、それでこその成果だよな！

◆アプリコット：油断するな！　これより作戦は第二段階、防衛戦に入る！

　喜んだのも一いつ瞬しゆん、マスターはすぐに指揮に戻った。

◆アプリコット：今度は奴らの戦法を逆手に取るぞ。先ほどまでの資源収拾班、奴らの資源採集場を狙え。僻地戦で戦力を削ぐのだ。掘り死を許すな！

　掘り師はともかく掘り死は放っておいても良いと思うよ？

　戦力の少ない俺達はジャイが沢山来ると砦の外がい壁へきがボロボロになって守るどころじゃなくなる。ジャイに気を付けないといけないのは確かかな。

◆ユユン：ジャイ発見！　ジャイ発見！

◆†クラウド†：ジャイ破壊部隊出撃！　蹴散らせ！

　タイミングよくジャイアントカタパルト発見の報告。

　うおおおお、とまだ鬱うつ憤ぷんのたまっている前衛部隊が走って行った。

　頑張れよー。

◆ユユン：──っ、前線付近に敵部隊が集結中！　規模から主力と思われます！

「ちいっ、ジャイは囮おとりか！　残り時間は!?」

　部室とパソコンの時計を見ると、どちらも時間は十三時四十分。

「残り時間は二十分だ！」

「ならばジャイを放置するのは危険か」

　マスターはぎしりと椅子を鳴らし、姿勢を崩した。

「だが奴やつらの規模から見て次の攻こう撃げきはない。これが最後だ。ならば──」

　その場で立ち上がり、マスターは俺とアコに指を向けた。

「ルシアン、アコ、別働隊を組織して奴らの背後に回れ！」

「それは『ヴァレンシュタイン』の作戦か？」

「うむ。これは『エンペラーソード』には一度見せている作戦だ。大きな危険がある。だが成功すれば我らの勝利だ。どうだ、やってくれるか？」

　ちらりとアコを見る。

「やります、私だって、逃げません」

　アコの瞳ひとみに怯おびえはあったけど、それ以上に強い決意があった。

　その手をそっと握り、俺も頷うなずく。

「よし、受けた！」

「うむ。盾とヒーラーが居る以上、残りは火力前衛でまとめてくれ」

「あたしの手勢を預けるわ。下手な使い方したら承知しないわよ」

「お前は戦国武将か何かか」

　無駄に男前だな。

◆ユユン：本隊が前線へ移動開始！

◆猫姫：親衛隊防衛線、構築終わったのにゃ！

◆ルシアン：すぐに出る！　行くぞお前達！

◆アコ：生きて帰りますっ！

　俺とアコは少数の味方を連れて砦とりでを飛び出した。

　エンペラーソードの視界外を迂う回かいするように後方へ回る。

「落ち着けよ。最悪デバフの解除だけしてくれれば俺達が戦うから」

「はい、大丈夫です」

「声が震ふるえてるぞ」

「だ、だって、怖いんですよーっ！」

「失敗しても誰だれも気にしないから」

「私が気にするんですっ」

　必死な顔をするアコの頭をぽんぽんと叩たたく。

　そんなに気負わなくても大丈夫だっての。

◆ユユン：『エンペラーソード』主力と前線が衝突！

　報告が入った。

「よし……」

　アコの頭から手を離はなし、ほんの一いつ瞬しゆん見つめ合う。

◆ルシアン：行くぞ！

◆アコ：突撃ですーっ！

『エンペラーソード』の後方から突撃をかける！

　突っ込んで暴れて、そうすれば味方が倒してくれるはず！

　そう信じて突撃をかける俺達たちに対して、敵がぐるりと向き直った。

◆アコ：ルシアン、気づかれてます！

◆ルシアン：迎撃か！

　やっぱりバレてたか！

　反転した一部部隊が完かん璧ぺきに俺達へ照準をあわせてる。

　それでも止まるわけにはいかない。突撃だ！

◆アプリコット：こちらも突撃だ！　総員、前へ！

「はあっ!?」

　俺達突撃部隊が迎撃されたとはいえ、大半は前線を維持してる。突っ込んで勝てる状況じゃないはずなのに、味方前線がぐちゃぐちゃになって突っ込んできたっ!?

「な、ちょ、どうしたっ」

「西にし村むらっ、いいから目の前の敵を倒してっ！」

「言われなくてもそれぐらいしかできることねーよ！」

　乱戦も乱戦、大乱戦だ。

　凄すごい数の敵味方が入り乱れて何が何だかわからない。

「頑張ってねー」

　突っ込んでないセッテさんが気楽に応援してる。ああもう、楽そうだな！

　あっ、むーたんが死んだ。

「アコ！」

「はいっ」

「私の位置がわかるか？」

「え、あ、えっと……はいっ」

　二人の会話を聞いて、戦せん闘とうを続けながら位置を確認。

　アコは俺の横にいる。マスターは──。

「ちょ、ロウウィザードのくせに乱戦のど真ん中に居るのかよ!?」

「ははははは！　いいかアコ、私を見ていろ、私だけを見ていろ！」

「ど、どういう意味ですか？」

「こういうことだ！」

　アプリコットの足元に巨大な魔ま法ほう陣じんが出現する。

　何度も見たマスターの必殺技、自分中心メテオ。

「な、そこでメテオ打つのかよ!?」

　当然だけど攻こう撃げきが集中する。

　矢が、剣が、魔法がマスターに飛んだ。

　こんなのすぐにやられるに決まって──ない!?

　マスターが黄金のオーラを放ちながらその全てに耐えぬいてる！

　多分詠唱妨害を受けない装備をしてる──でも、その耐久力はどうなってんだよ!?

「私を、ギルドアレイキャッツのマスターを！　舐なめるなよっ！」

　詠唱がぐんぐん進む。

　まさかこんな無茶をする魔法使いがいて、さらにそいつが倒せないなどとは誰だれも思わない。

　無数の攻撃に棒立ちで耐えぬいて、マスターが呪文を完成させる。

　その寸前に。

「アコ！」

「──エクストラダメージ！」

　褒ほめてやりたいぐらいの絶妙なタイミングだった。

　次の一撃に限ってダメージを倍にするバフ効果がマスターにかかる。

　少しでも早ければバフ解除の魔法が飛んでくるし、少しでも遅ければ無意味になる。

　やるじゃんアコ、良い仕事だ！

「これが！」

　そしてスキルが発動する。

「これがっ！」

　轟ごう音おんと共に画面が朱に染まる。

「これがっ!!」

　限界まで高めきった二倍火力のメテオが砦とりでの天井を叩たたき割り、乱戦のど真ん中に着弾した。

「私の火力だああああああああ」

　高性能なパソコンが一いつ瞬しゆん固まるぐらいに膨ぼう大だいなダメージ表示が重なった。

　うっわ、超ラグい。

　ガリガリと処理をすることしばし、戻った画面の中ではその場の敵兵の全てが倒れていた。

　たったの一いち撃げきで全てが灰かい燼じんに帰した。

「……なんだかね」

　やれやれと息を吐いて、今さっきまでメイン火力だった瀬せ川がわが笑った。

「やっぱ、うちのギルドはマスターが火力よね」

「はっはっはっはっは」

　全ての鬱うつ憤ぷんを晴らしたかのように、マスターは高らかに笑った。

　おめでと、マスター。

「アコも、ぐっじょぶ」

「はいっ」

　アコと二人、ぎゅっと手を握った。

　俺でも中々できないタイミングだった。よく集中してたな。

「うーん……」

　と、ちょっと遠くのパソコンで、先生が小さく呟つぶやくのが聞こえた。

「タイミング的に、私のエクダメも一緒にかかってたと思うのにゃ……」

「はうううう」

「せんせー、空気読んで」

　なんで言うかなあ、そこで……。




　残り時間は十分と少し。

　例えもう一度エンペラーソードが来ても、防衛ラインを破れる時間じゃない。

　ＴＭＷとの不可侵条約が公開されているので大手ギルドがわざわざ手を出しに来る可能性も少ない。

「やれやれ、なんとか勝ったかな」

「文化祭の為ためにこんな苦労する羽目になるなんてね」

「私も少しレベル上げよっかな」

「あたし達たちが活かつ躍やくしてるのが羨ましかった？」

「うーん、資源採集班は我ながら活躍したと思うんだよ？」

　でもねー、やっぱねー、とちょっと不満気に言う秋あき山やまさんに、

「あとで手伝ったげる」

　ふふふと笑って、瀬川が得意そうに言った。

「アコちゃんも大活躍でした！」

「本当に今回はアコを褒ほめてやりたい」

　いっそ俺より役に立ってたよ、アコ。

「ですよねっ！　ご褒ほう美びください！」

「何で俺が褒美を……いいけど、何が欲しいんだよ」

「それは……ええと、じゃあ、ご褒美のキス、とか！」

　んー、とタコみたいに唇を突き出された。

　雰囲気ねーなー。

　流石さすがの俺でもそれはないわー。

「ならとりあえず髪を切れよ」

「なんでそんな無茶な条件つけるんですかーっ！」

「先生の前でそういうことしないでね？」

「はっはっはっ」

　盛り上がる俺達たちを見つめて、マスターが軽く笑った。

「不思議だな。先週負けた時、裏切られたと知った時、あんなにも悔しかった。己の不ふ甲が斐いなさに歯は嚙がみした。しかし──今の私は、前回勝てなくて良かったと、そう思っている」

　俺達を見回し、マスターは言葉に力をこめる。

「信しん頼らいできる仲間と、その友人達。背中を任せることのできる戦友と肩を並べて戦い、そして勝利した。みんなの努力、仲間達の絆きずな、共に悩みぬいた時間が勝利へ導いてくれた」

　いつも冷静な表情が歪ゆがむ。

　マスターの瞳ひとみから一筋の光が落ちた。

「もしもこの椅子を手に入れるのに、下らぬ金で依い頼らいした者の手を借りていたのなら。もしもたったの一円でも使っていたのなら。こんな気持ちにはならなかっただろうな」

「……マスター」

「……ね？」

「はいっ」

「そうね」

「うんうん」

　頷うなずき合う俺達に、マスターはもう一度、小さく頷いた。

　良かった、何もかもが上う手まくいった。頑張った甲斐があったよ。

　あとは勝利の瞬しゆん間かんを見届けるだけだ、と画面に目を向けた。

◆ユユン：敵襲！　敵襲です！

　──そこに、報告が入っていた。

「……このタイミングで敵、か」

◆アプリコット：敵の陣容は？

◆ユユン：『ヴァレンシュタイン』のエンブレム！　数は五人！　先頭にバッツが居ます！

◆アプリコット：……そうか

　目を閉じて数秒、緩ゆるんでいたマスターの表情が、一気に戦せん闘とうモードに切り替わる。

　ふと見ると瀬せ川がわも、先生も、秋あき山やまさんも、アコまでが真剣な表情を浮かべてる。

　うん、多分俺もだ。

「ああ、来ると思っていたぞバッツ」

　マスターはいつものようにニヤリと笑った。

「面白いから裏切った──そう言っていたな。である以上は、我々がしぶとく砦とりでを取りに来ればそれをぶち壊こわしに来るのがお前達たちの悦楽だろう。だが──」

◆アプリコット：譲らん！

　領主の間に揃そろっている野の良ら猫ねこ姫ひめ親しん衛えい隊たいに言う。

◆アプリコット：迎撃だ！　奴らに我々の底力を見せる！　たった十分でこの砦が落とせると思うな！

　うおっしゃああああ！

　簡単にやられると思うなよ！

◆ルシアン：よっしゃ、やるぞ！

◆シュヴァイン：おいお前達、俺様と来い！

◆セッテ：んー……私はこの辺に隠れてるね。アコちゃんもおいで

◆アコ：え、えええ？

◆アプリコット：それで構わん。シュヴァインを含めた奇襲部隊、中庭の裏で待機。ヴァレンシュタインの戦法を借りるぞ。奴らが領主の間に到達したタイミングで後方を突け

「さて、本家にやって効くかしらね？」

　仮にも隊長として弱音は吐けないのだろう、チャットではなく口で言ったシューに、マスターも少し苦々しく言った。

「劣化コピーは否めん。だがやらないよりはマシだ。決して無駄な戦いにはしない」

　確かに正面から挑んで勝てる相手じゃない。

「気を付けろよ！」

「ま、任せときなさいな」

　シュヴァイン達が中庭の裏に隠れる。それから間も置かずに五人の敵兵が見えた。

◆ユユン：ヴァレンシュタインの連中が来ました！

◆アプリコット：攻撃開始！

　マスターを中心に範はん囲い攻撃が降り注ぐ。

　流石さすがにノンストップで突破はできなかったか、奴らがスピードを緩ゆるめた。

「よし、このタイミングだ、シュヴァイン！」

「おっけー！」

　シュヴァイン達が前に出た瞬しゆん間かんだった。

『ヴァレンシュタイン』が範はん囲い攻こう撃げきの射程ギリギリでストップ、そのまますぐさま反転する。

「っ！」

「駄目だ、バレてる！」

「承知の上よ！」

　さっきの俺がそうだったように、シューもまたためらうことなく突進した。

　でもその突進はするっと避よけられて、後方から集中攻撃されてる！

「くそ、やっぱ駄目か」

「駄目じゃ、ないわよっ！」

「え……な、おいっ！」

　シュヴァインから白いオーラが立ち上ってる。

　ちょっとこれ、見たことあるぞ！

「お前、それは一個で５００Ｋもするホワイトエリクサー！　今一体何個飲んだ!?」

「あたしだってね、遊びで戦ってんじゃないのよっ！」

　五人の中心で腰を落とし、ぶわんと大剣を振り回した。

　ダメージ判定が一回、二回、三回！

「らんっらんっ！[image: ]」




　堕おちたらん豚が最後の奮ふん闘とうを見せたっ!?

　大剣の振り回しで怯ひるんだ弓使いに、突撃部隊の攻撃が集中する。

　流石さすがの『ヴァレンシュタイン』メンバーでもダメージに耐えられないか、五人の内一人が沈んだ。

　しかしそこまでが限界。

　突撃部隊は一人一撃に近い即死。

　奮戦むなしく奇き襲しゆうチームが全滅した。

「これが限界かあ……役立たないなー、あたし」

「馬鹿を言うなよ、ＭＶＰだ」

◆アプリコット：防衛戦の維持にこだわるな！　範囲攻撃で落とせる相手ではない！　前に出るタイミングを見誤るな！

　マスターの指揮が飛ぶ。

　それはそうだ、決まりきった戦術で倒せるなら彼らは最強じゃない。

◆バッツ：残り時間は？　後二分？

　こちらの射程距きよ離りギリギリに陣取り、まだ二十人以上も残った俺達たちを見据えるバッツ。

◆バッツ：余裕だわ、これｗ

　人数差をその目で見た上で、奴やつはあっさりと言い放った。

「この野郎……」

　言い返すべきか、無視して殴りかかるべきか、誰だれもが思考したその一いつ瞬しゆん。

　緊きん迫ぱくした戦線に影かげがさした。

　ふらっと、本当にふらっと、どう見ても弱そうな装備のキャラクターが『ヴァレンシュタイン』四人の中に入り込む。

◆バッツ：はっ!?

　俺も、アコも、マスターも、周りの親衛隊のみんなも、バッツですら止められぬまま、彼女は陣形の真ん中にちょこんと収まった。

◆バッツ：ちょ、おいっ

◆セッテ：やっほー、ばっつん

　意識の外、と言っていいタイミングだった。

　何がどうなったのか、見ていた俺にもさっぱりわからない。

　ヴァレンシュタインの操作が神業なら、この人の意識を読む技術も神業だった。

◆バッツ：邪魔だお前っ

　敵陣に食い込んだセッテさんに、敵は四人が四人ともスキルを飛ばした。

　低レベルのセッテさんはそれこそ一瞬で吹き飛ばされる。

　しかしクールタイムが発生する。

　スキルモーションがうまれる。

　次の行動までタイムラグがある。

　致命的な隙だ！

◆セッテ：あのねー、ばっつん。人を犠牲にするってね、こうやるんだよ

◆アプリコット：前へ！

「どりゃあああああああ」

　野の良ら猫ねこ姫ひめ親しん衛えい隊たい全軍で突とつ撃げきをかけた。

　軍の当たり方は完かん璧ぺきだ。いつも向こうから好きに攻めていた『ヴァレンシュタイン』が、初めてタイミングを逸した。

　今だ、今しかない！

「ここを外したら勝てないよな！」

「気合入れて、あたしの10Ｍ分ぐらいは頑張りなさいよ！」

　任せとけ！

　つうか二十個も食ってたのかお前！　散財ってレベルじゃないぞ!?

　俺のルシアンが先頭で突っ込む。スキルの硬直をモーションキャンセルで飛ばしたバッツの元へ一直線に駆け、そのままの勢いで盾を振るう。

　初手でスタンさえ入れば、全員の火力でそのまま落とせる！

「ぐうううう！」

　するりと抜けられた。見え見えのシールドバッシュを食らうほど甘い相手じゃない。

　でもそれならそれで！

　背後のロウウィザードが、バッツの代わりに俺の盾を受けた。

◆ルシアン：スタン入った！　↓　ここ！

　マクロ入力の台詞せりふを表示。

　直後に凄すさまじい勢いで全方位から攻こう撃げきスキルが飛ぶ。

　だがそれでも死なないのは流石さすが。

　スタン効果中を耐え切り、シュヴァインと同じホワイトエリクサーのオーラを立ち上らせ、俺に反撃のスキルを飛ばしてくる。

「おう、スキルさんきゅー！」

　とんでもない威力のスキルが、予定通りリフレクトダメージで部分的に跳ね返される。

　いくらなんでもＨＰを増やしてる俺のルシアンを一発で殺す火力はない。

　周りからのダメージと自分の攻撃で増えたダメージをまとめて食らって、ロウウィザードが沈んだ。

◆猫姫：五人中二人を撃破にゃ！

◆アプリコット：この距離なら！

　マスターのスキルが発動。

　前に飛び出していたバッツ以外の二人に吹雪が降りかかる。

　鈍足化したままではろくに逃げられず、攻撃を受け続け、回復職カーディナルの女性キャラが倒れた。

◆猫姫：残り二人にゃ！

◆猫姫：って、にゃ、にゃにゃ!?

　突撃してきたバッツに猫姫さんが切り払われた。

　アマテラスの鎧よろいは流石に強い。

　無属性武器なら早々死なないが、流石に向こうが上手だ。

　一撃放った時点で気づき、二発目からは属性武器の攻撃が飛ぶ。

◆猫姫：駄目なのにゃあああ

◆†クラウド†：貴様あああああああ

◆ユユン：許すなああああああ

　猫姫親衛隊が襲おそいかかる──しかし、バッツに届かない。

　一人、二人、三人、五人、七人、十人と凄まじい勢いで味方が減っていく。

　やべえ、俺もすぐに──とかけ出した瞬しゆん間かん、がん、と横合いから殴りつけられた。

◆コロウ：どーも

　残った一人、俺と同じ盾職のコロウ。

「な、盾と盾が殴りあったって泥仕合にしか……」

　いや、そうか。

　スタンから高火力のコンボが入らない限り、多分バッツは止まらない。

　そのスタン攻こう撃げきができるのは野の良ら猫ねこ姫ひめ親しん衛えい隊たいには、悲しいかな俺のルシアン一人。

　俺さえここで抑えたらバッツは無敵かよ！

「抜けていかねえと……くっそおおお！」

　シールドチャージで吹き飛ばそうとするがあっさりと避よけられる。盾を投げても、剣を振るっても、避けられ防がれ止められて、逆にこちらのダメージが増える。

　ＰＳが違いすぎる！

　どんだけ上う手まいんだよこいつら！

「西にし村むら早くっ、もうクリスタル守ってるのほとんど居ないから！」

「わかってるけど、こいつがっ！」

　俺より強い奴やつが帰らないんだよ！　どんな地獄だ！

　ああもうっ、邪じや魔まなんだよ！

「心配するな、まだ私が居る」

　言われてちらっとミニマップを見る。

　マスターが居る、じゃない。もうクリスタルの前にはマスターしか居ない！

◆バッツ：一分であと一人、余裕すぎるｗ

◆アプリコット：そのチャットの時間で残り五十五秒だ。タイピング速度はまだまだだな

　会話を交わすのも一いつ瞬しゆん、バッツがマスターに斬りかかった。

　マスターもスキルを打つけど、駄目だ、そんなので止まる相手じゃない。

「マスターっ！」

　マスターがバッツの攻撃を受けた。

　一発、二発、三発、ダメージ表示とスキルの光が重なる。

　四発、五発、六発……？

「あ、あれ？」

　マスターが何な故ぜかやられてない。

　またしても黄金のオーラを吹き出して、その場で仁王立ちしてる。

「ま、マスター？　生きてるのか？」

　それどころかすごい勢いでバッツのＨＰが削れていく。

　即死級のダメージを受けながら地味に短詠唱の低ダメージスキルで反撃もしてる!?

　いや、減り方が小規模スキルの減り方じゃないぞ!?

「何それ、どうやってんの!?」

「いやいやいやマスター、それはちょっと、マジでありえないって」

　マスターの画面を見てる瀬せ川がわがどんどん青ざめていくんだけど、何が起こってんの!?

◆バッツ：ちょっと来いコロウ、こいつヤバイ、スタン入れて早く！

「っ、させるか……ぐっ」

　あああ、くっそおおお！

　散々避よけられたシールドチャージを、俺は何であっさり食らってんだよ！

　ノックバックでマスターの反対方向に飛ばされる。止められない。

「マスター、スタンが行く！　逃げろ！」

「逃げられるか！　ここを抜かれたら終わりだ！」

「幾らなんでも死ぬって！」

　コロウが盾を構えて振るう。

　クリスタルの前を離はなれる気のないマスターには避ける余地もない。

　その眼前にピンク色の影かげが飛び出した。

◆アコ：駄目ですーっ！

　ごいんっ、と頭に盾がぶつかり、ひよこが舞まう。

　マスターじゃなく、間に入ったアコの頭から。

「ううう、痛そう……あああ、死んじゃった！」

◆バッツ：邪魔っ！

　怒りにまかせたような無茶苦茶な連れん撃げきで、アコは一いつ瞬しゆんで沈んだ。

　でもそんなのどうでもいい！

「よくやったアコおおおおお！」

「ナイスよアコ、偉いっ！」

「え、ええ？　死んだのに褒ほめられるんですか？」

「当たり前だろ！」

　スタンスキルは強い。

　でもその分だけ、次にスキルを使えるまでのクールタイムがとんでもなく長い。

　残り十秒、もう一度は使えないだろ！

　それだけじゃない。割り込みで防がれたショックか、コロウに初めての隙が見えた。

「よっしゃああああ！」

　ルシアンを突撃させ、勢いのままに突進、二人揃そろって領主の間の端まで吹き飛んだ。

　ががががが、と光がまたたく。

　ダメージ表示とマスターの黄金のオーラが重なる。

　走っても間に合わない。でも邪魔はさせない。

「マスター、頼たのむ、勝ってくれ！」

◆アプリコット：ははははは！　貴様の力、この程度かバッツ！

◆バッツ：クソがっ、死んどけってマジでっ！

　攻城戦の終りが近い。もう十秒もない。

◆ルシアン：スリー！

◆シュヴァイン：ツー！

◆アコ：ワンっ！

　今回は誰だれもカウントを邪じや魔まをしなかった。

◆アプリコット：ゼロだ！

▼ただ今をもって攻城戦を終了します▲

　終了のアナウンスが流れた。

　光が消えた時、そこには仁王立ちするマスターと、

◆バッツ：噓だろ

　倒れ伏すバッツの姿があった。

　砦とりで内部で死んでいたキャラクターが自動的に蘇そ生せいされる。

▼［帝城ロードストーン］の領主に［ＴＭＷ］が就任しました▲

　そして領主就任のアナウンスが流れ始めた。

　倒れていた野の良ら猫ねこ姫ひめ親しん衛えい隊たいのみんながクリスタルの周りに集まってくる。

▼［大要塞グランベルグ］の領主に［門閥貴族］が就任しました▲

▼［サイレイン神聖王城］の領主に［ラストデイズ］が就任しました▲

▼［モコモコ海上砦］の領主に［秘密結社アルパカ牧場］が就任しました▲

▼［スペルランナー空中回廊］の領主に［ラビッツホーン］が就任しました▲

▼［ガイオニス山砦］の領主に［てこっつ］が就任しました▲

▼［ライソード聖堂要塞］の領主に［おそうじ組合］が就任しました▲

　そして、そのアナウンスが流れた。




▼［カントル小砦］の領主に［アレイキャッツ］が就任しました▲




「やっ……」

「やったああああああ」
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　思わず立ち上がった。

　叫ぶ、っていうか叫んでる？　既に叫んでた？

　いやよくわからん！

　やった！　とにかくやった！

「やったったあああああ」

「勝ったのにゃああああ」

「ヴァレンシュタインざまあ！」

「マジざまあ！」

　誰だれが何を言ってるやら。

　みんなでぐちゃぐちゃになって喜び合う。

　あの、でも、ちょっと、みんな距きよ離りが近い……いや、もういい！

　やった、やったぜ！

　抱き合って喜んでもいいだろ今ぐらい！

「みんなも喜んでるのにゃ」

　猫ねこ姫ひめさんが言うので画面を見てみると、そちらも歓かん喜きの嵐だった。

◆†クラウド†：猫姫様の勝利だ！

◆ユユン：女神様に栄光あれ！

　うおおおお、と歓声が上がってる。

　いやー、めでたいめでたい。

◆ルシアン：やったな！

◆シュヴァイン：よくやったぞ貴様ら！

◆アコ：やりましたーっ！

◆セッテ：ジャイ出ます

　ジャイ出んな！

◆猫姫：みんな、褒めてつかわすのにゃ！

◆アプリコット：この砦は、我らのものだ！

　マスターが宣言し、領主の椅子に座った。

「ついに見返してやったな」

「うむ。見たか、この裏切り者めが」

　あ、やっぱ根に持ってたんだ。

　そんなマスターに、バッツは胡う乱ろんげな視線を向けた。

◆バッツ：アプリコット、さっきの正気でやってたのか？

◆ルシアン：なんだよ、負け惜しみか？

　らしくないじゃん、と思ったのだが、

◆バッツ：負け惜しみじゃなくて、俺は負けてねえぞ今の

　だってお前、とマスターに言う。

◆バッツ：今の一分で何百Ｍ使ったんだよ

　は？　何百Ｍ？　何の話だ？

◆ルシアン：ええと、どういうことだ？

◆シュヴァイン：あー

　マスターの画面を見ていた瀬せ川がわが額を抑える。

◆バッツ：さっきの俺の攻撃耐えてたの、一発食らうたびにユグ雫使ってたんだろ？

　…………えっ。

　ユグ雫って、ユグドラシルの雫？

　一個10Ｍで使い捨ての？

　使わないだろって言ってた全回復アイテム？

◆バッツ：しかもあのダメージはリフポ飲んでただろ、何本飲んだんだよ

◆ルシアン：リフレクトポーションまで飲んでたの!?

　大事な一いつ瞬しゆんだけにしろって言ったじゃん！

◆アプリコット：そうだな、開戦前は５００個持っていて──残りは13個か。案外と薄氷の勝利だったな

◆バッツ：この砦取っても５Ｍも儲かんないのに、馬鹿じゃないのかお前ｗｗｗ

◆ルシアン：っていうかその金どこから持ってきたんだよ！

　普通にプレイしてて手に入る金額じゃないぞ!?

◆アプリコット：どこからも何も……倉庫の要らないアイテムを売っただけだが

◆ルシアン：要らないアイテム売って集まる金じゃないってば！

◆アプリコット：そう言われてもな。ガチャやパッケージで手に入ったアイテムで取っていたものを全て処分しただけなのだが

　な……ガチャで手に入ったアイテムと、パッケージのアイテム……？

　ガチャって、リアルマネーでガチャチケットを買って、ランダムでアイテムがもらえるやつだよな？

　パッケージって、アイテムパックと一緒にプレイチケットが入った、スターターパッケージってやつだよな？

　それをゲーム内マネーにしたってのは、つまり？

「公式ＲＭＴじゃねえかあああああああ」

「規約違反は何もしていないぞ、失礼だな！」

「結局金じゃないのよあんた！」

「い、一体幾ら使ったんですか、マスター」

◆バッツ：何万使ったんだよお前ｗ

　奇くしくもアコとバッツが同じことを尋ねた。

　しかしマスターはふっと鼻で笑うと、軽く答える。

◆アプリコット：くだらないことを聞くな、ワンコインしか使っていない

◆バッツ：ワンコインなわけねーだろ

◆アプリコット：バカを言うな。いいかバッツ、真理を教えておこう。仲間の為に使うのならば────例え百万円でも、ワンコインだ！

◆バッツ：こいつマジキチだわｗｗｗ

　否定ができない、辛つらい。

　正直俺もこの人もう駄目だわって思ったもん。

◆バッツ：あー、負けたとか信じたくねー、こんな無駄金使ったヤツにｗ

◆アプリコット：無駄金だ？　何を言うか

　食い下がるバッツに、マスターはいっそ自慢げだった。

◆アプリコット：これは私の人生で二番目に有益な金の使い方だったさ

◆バッツ：どんだけ本気なんだよお前ｗｗｗ　いいわそれ、好きだわｗｗｗ

　あ、この人もやっぱり駄目な人だ。

　ライバル見つけてやったぜ！　っていう超良い顔してるもん。

◆バッツ：次は絶対押しきるからもっと金貯めとけよアプリコットｗ

◆セッテ：えー、でもばっつん

　セッテさんがひょっと横から出てきた。

◆セッテ：私達来週から来ないよ？

◆バッツ：はああああ!?　マジで!?　つっまんねー！

◆コロウ：ルシアン、今日の決着は？

◆ルシアン：盾同士の決着とか勘弁して

　っつうかお前らの相手なんて二度とごめんだよ。

◆バッツ：まじかよー、期待してたのに

　バッツ達たちは最後まで残念そうに砦とりでを出て行った。

　あの分だと俺達が参加しなくてもこの砦で待ってそうだな、あいつら。

「なんだ、マスターも変な人に好かれるじゃん」

「欠片かけらも嬉うれしくない」

　珍しく渋い表情のマスターがちょっとおもしろかった。

　でも、とにかく勝った。

　良かった──って言うのかは微妙だけど、俺達の表情には心地よい達成感しかなかった。

「はー。結局マスターはマスターだったわね」

「でも良いんじゃないですか、あんなに嬉しそうなんですし」

「お前もな」

　ニコニコ笑顔のアコに笑いかける。

「お前はどうだった？　突っ込んで無茶苦茶に倒されたけど……後悔したか？」

「いいえ、とっても、満足です！」

　アコは本当に満足そうに言った。

「頑張って良かったです！」

「だな！」

　ならこの後も頑張れるよな！

「じゃあ文化祭本番も頑張れよ？」

「[image: ]っ」

　アコの笑顔がびしりと固まった。

　こうして俺達の攻城戦は終わった。

　そして、文化祭が始まった。
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「教頭せんせーに怒られたのにゃ……猫ねこ姫ひめさんこんなに頑張ったのに、やってられないのにゃ」

　やさぐれた猫姫さんが、造花で飾られた現代通信電子遊ゆう戯ぎ部室でうなだれていた。

「……なんでまたそんなことに」

「ゲームの中で生徒に堂々と校章を公開させるなんてネットリテラシーの基本がなってないとかどうとか……あー、もう、仰おつしやる通りよ、先生としては言い返す言葉がないわ」

「ぐうの音も出ない正論ですね」

　だから俺は先生が止めてくれると思ったんだよ、この企画。

「いーのよ、わかってたんだから」

　先生は少し遠くを見て呟つぶやいた。

「最後の時。頑張って頑張って必死に頑張って、やっと勝った瞬しゆん間かんの大だい歓かん声せい。あれが聞けると思って許可したのよ。先生はちゃんとあなた達たちに学習の機会を与えられました。なんにも後悔はしてません」

「……格好良いっすね、猫姫さん」

「でしょ？　惚ほれなおした？」

　調子のんな？

「なお先生の勤務評価は？」

「やーめーてー」

　うわああん、と泣いた。ざまあ。

「それで展示の方はどうですか？」

「そこそこ人気よ？　今のところＬＡをやってるって人は来てないけど、ゲーマーの子は結構やるじゃんって感じで見てくれてる」

「そりゃ何よりです」

　なんじゃこりゃ、だけで終わったらちょっと悲しい。

　へー、ふーん、ぐらいで十分満足だからさ。

「入部希望も何人か居たわよ？　ほら、これなんて一年のちょっと可か愛わいい子だったし」

「捨てておいてください」

　苦笑して言うと、先生もちょっと呆あきれたように笑って、

「ほんと、でたらめな部活ね」

「全くです」

「なんだ、斉さい藤とう教きよう諭ゆとルシアンも居るのか」

　タイミング良くマスターもやって来た。生徒会の仕事に空きができたのかな。

「よっすマスター。結構盛況らしいぞ」

「他の部活と比べればとても誇れる数字ではないだろうがな」

　そう口では言いながらも、入室者記入用のノートに書かれた名前の数々を見て、マスターは少し嬉うれしそうだった。

「そういやマスター、ちょっと気になったんだけど、聞いていいか？」

「どうした？」

「あのバッツを倒した時に言ってただろ。この金は今までの人生で二番目に有益な使い方だったって」

「うむ、言ったが」

　そんなことを自慢気に言ってたのをよく覚えてる。

　するとやっぱり気になるんだけど。

「じゃあ一番有益に使えたなって思ったのは、どんな時だったんだ？」

「……聞くまでもあるのか、そんなことが」

　マスターはいつもなら見せないような柔らかい笑みを浮かべて、そっと目の前のパソコンを撫なでた。

「これを、私の相棒を手に入れたその時にきまっている」

　操作できないようにロックされた画面の中には、カントル小しよう砦さいのあちこちではためく前まえヶが崎さき高校の校章が。

　そしてそれの真ん中で腕を組んで仁王立ちする、アプリコットの姿があった。

　心なしか、その表情は随分と満足気に見えた。




　向かったのはアコのクラス。

　一年なのに模も擬ぎ店てんなんてやってるという、かなりレアな教室だ。

　近づくと店は中々に混み合っていた。

　ついでに華やかな話し声も聞こえてくる。

「ねー、あこちゃん、これどうするの？」

「玉たま置きさーん？　お茶どこー？」

「ふええ、わ、わかりませんー！」

　あーあー、みんなわざと言ってるな。

　わかってないアコがメイド長だからっていじりやがって。

「もう駄目でずぅぅぅぅ」

「うわっと」

「ひゃうっ!?」

　教室の入口で半泣きのアコ。

　まさかこいつ、逃げようとしてたのか。

「こら、逃げてどうするんだ、逃げて」

「ルシアンー！　だってえええ！」

「ほら、逃げたら後悔するぞ？」

「ううう、逃げない方が後悔する気がします」

　そう言いながらも、アコはしぶしぶと教室に戻った。

　戻ってくるアコと俺をニヤニヤ見つめるクラスの視線が──我慢我慢。

　そしてアコは俺に背を向けると、すーはーと深呼吸した。

　くるりと振り返ると、にっこりと微ほほ笑えんで小さくお辞じ儀ぎをする。

「お帰りなさいませ、あなた？」

[image: ]

「それメイドじゃないって……」

　仕方ないか。

　こいつ、俺のメイドじゃなくて、俺の嫁だもんな。

　苦笑いをする俺とは裏腹に、アコはどこまでも満足気だった。







　　　あとがき




　勢力チャット使います。

　久しぶりの、人によっては初めましてになりましょうか。

　聴き猫ねこ芝しば居いでございます。

『ネトゲの嫁は女の子じゃないと思った？』も驚おどろきのＬＶ．４となりました。

　あとがき冒頭で使うチャット欄らんがなくなってくるぐらいに巻数を重ねております。

　これもひとえに読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　そろそろネタが尽きるんじゃないか、という心配はあちこちからされているのですが、毎日面白いことばかり起こるのがネトゲの世界。まさかネタが尽きるということがあろうか！　と毎回楽しく書いております。

　それは逆に言うと、作者は毎日どこかでネットゲームをやっているということでして。

　聴猫芝居さんっていつログインしても居ますよね[image: ]

　と言われてしまうのも致し方のないことかと思います。

　全然ショックじゃないです。ちょっと胸が痛かったりもしません。

　この小説には、そういった作者の悲しい経験が活いきているかもしれません。




　ところで私事になりますが、以前から書いている『昔ゲーム内で結婚したものの、女と浮気をされたから離り婚こんした女キャラクターさん』の話です。

　彼女とは数年後に話す機会がありまして、なんであんなことしたの？　と聞いてみたのです。

　すると彼女は『そもそもあなたに好きだなんて一言も言ってないでしょ？』と答えました。

　それなら最初から断ってくださいよ、と一人で頭を抱えました。

　あれ以来ゲーム内での結婚は、二垢アカの自キャラ同士でしかしていません。

　勢力チャット使いました。




　勢力チャットも使い終わった所で謝辞御礼を。

　イラストのHisasiさん。今回も大変可か愛わいいイラストをありがとうございます。絶対可愛いのが来るから大丈夫ですよ！　と丸投げばかりしていて申し訳ありません。

　読者の目線で見るためにネトゲはしない！　とネトゲをしない担当さん。毎回ご迷惑ばかりおかけしまして、まことに申し訳ないと思っていますが、ネトゲ勧誘は諦あきらめてません。

　最後になりますが、この本を手にとってくださった皆さんに最大の感謝を。

　ではまたご縁えんがありましたらお会いしましょう。

　聴猫芝居でした。







[image: 特別講座　ｎｏｏｂアコちゃんとルシアンの教えて！　オンラインゲーム！]
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聴き猫ねこ芝しば居い

↓　ゲームに熱中しすぎて丸一日が過ぎ去った作者ネタ集めだと言い張ってネトゲばかりしている今日この頃。ゲームの中でこの本の話を聞いてそ知らぬ振りをした結果、こうして全米大学対抗川下り選手権に出場することになってしまったのだった。
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Hisasi

大人の漫画描いてます。

最近では、ラノベの挿絵なども描かせてもらっています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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「Hisasi先生」係
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